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郷土の植物 （295）

第103回
阿孫  久見

オトギリソウ（オトギリソウ科）

郷土の誇りと感謝を胸に
↑スローガン「とびきりの　笑顔と感動　豊肥から」を読
み上げた小野華純さん（竹田南部中学２年）

↑〔陸上競技〕男子共通・10000 ㍍は、総合３位に入賞（志賀祥一選手・
古賀顕典選手が出場）

竹田の災害復興を祈って、全員で風船を空に放つ

９月７日から９日までの３日間、「第66回大分県民体育大会」が豊肥ブロックを
主会場に開催されました。７日、竹田市陸上競技場で行われた開会式では、県内
の17郡市16チームの選手団が集結。「とびきりの　笑顔と感動　豊肥から」をス
ローガンに、各会場では郷土の誇りを懸け、熱き戦いが繰り広げられました。

県体開会式、竹田で開催
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山
野
の
日
当
た
り
の
い
い
草
地

や
林
縁
に
生
育
す
る
高
さ
70
㌢
ほ

ど
の
多
年
草
で
す
。
茎
は
直
立
し

上
部
で
枝
分
か
れ
し
ま
す
。

　
対
生
す
る
葉
は
基
部
が
広
く
先

が
狭
く
な
る
長
楕
円
形
で
す
。
葉

は
や
や
茎
を
抱
き
、長
さ
が
６
㌢
、

幅
が
２
㌢
ほ
ど
で
す
。
葉
に
小
さ

な
黒
点
が
点
々
と
あ
る
の
が
特
徴

で
す
。

　
夏
の
頃
、
茎
の
先
に
数
個
黄
色

い
径
２
・
５
㌢
ほ
ど
の
５
弁
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
花
弁
に
も
が
く
に

も
黒
点
が
あ
り
、
雄
し
べ
が
多
数

で
目
立
ち
ま
す
。
花
は
朝
開
い
て

夕
刻
に
は
し
ぼ
む
１
日
花
で
す
。

　
和
名
の
由
来
は
兄
が
秘
密
に
し

て
い
た
鷹
の
傷
薬
を
弟
が
他
人
に

も
ら
し
、
怒
っ
た
兄
が
弟
を
切
り

つ
け
、
飛
び
散
っ
た
血
が
黒
点
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
、
弟
切
草
（
オ

ト
ギ
リ
ソ
ウ
）の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
山
野
の
ど
こ
に
で
も

普
通
に
観
察
さ
れ
る
植
物
で
す
。

花
期
は
７
月
か
ら
８
月
で
す
。

誕生日　親
（地区・自治会）

平成24年
10月生まれ

10/12㈯ 16:30 ～　
場所：城原八幡社神楽殿　※少雨決行
主催　城原神楽を盛り上げる会　問城原神楽事務局 ☎66-2001

城原夜神楽20周年・城原神楽230年記念

万葉の里　城原夜神楽大会

り
ん
え
ん

く
き

ひ
み
つ

た
か

き
ず
ぐ
す
り

え
ん
け
い

こ
く
て
ん

せ
ま

ち
ょ
う
だ



10月号
広報

人口のうごき

も　く　じ

　　　　　　　　　 （前月比）
人　口　24,356　人（－35 人）
男　性　11,330　人（－ 9 人）
女　性　13,026　人（－26 人）
世帯数　10,649世帯（－11世帯）
住民基本台帳登録人数
（平成25年8月31日現在）

別冊　たけたん情報
10月のこよみ・ＴＣＴ特番情報

↑竹灯籠を掲げて行進する竹田市選手団

【写真解説】
①選手宣誓をする竹田市ソフトボール主将の工藤将太さん（右）　②30回出
場者代表として表彰を受ける工藤寛治さん　③国歌を独唱する声楽家・紀野
洋孝さん　④大友宗麟鉄砲隊　⑤地元スポーツ少年団も応援　⑥首藤市長
の祝辞　⑦文化連盟の吹奏楽・声楽部　⑧ソフトボール女子　⑨綱引き　
⑩バレーボール　⑪ラグビーフットボール　⑫ゲートボール　⑬ライフル射
撃　⑭水泳　⑮ソフトテニス　⑯バドミントンは３位入賞　⑰ゴルフ　⑱銃
剣道（Ｂ＆Ｇ直入海洋センター体育館）　⑲アーチェリー（久住総合運動公
園）　⑳志賀昌弘選手２位（50歳以上100㍍）　㉑山岳（久住山系）　㉒ソフト
ボール男子（総合運動公園）　㉓戸次美香選手４位（女子共通200㍍）　㉔レ
スリング３位　㉕清水伸也選手２位（男子40歳未満砲丸投）

さあ来年は、倍返しだ!!
「大分県民体育大会」順位１ランクアップ15位　躍進成績３位！

昨年の大水害を乗り越えて、今大会の竹田市選手団の活躍は市民に勇気と感動を与えてくれました。

　
昭
和
23
年
に
始
ま
っ
て
以
来
、
県

内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
と
し

て
、
広
く
県
民
に
親
し
ま
れ
、
県
民

の
健
康
増
進
と
体
力
向
上
を
図
る

た
め
開
催
さ
れ
て
い
る
「
大
分
県
民

体
育
大
会
」。

　
14
年
ぶ
り
に
豊
肥
ブ
ロ
ッ
ク
で
行

わ
れ
た
総
合
開
会
式
の
模
様
は
、

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
テ
レ
ビ
を

通
じ
て
県
内
に
生
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
竹
田
市
文
化
連
盟
吹
奏

楽
部
（
竹
田
高
等
学
校
、
竹
田
中
学

校
、
竹
田
南
部
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
）
の
演
奏
に
よ
る
行
進
曲
に
合

わ
せ
て
、
各
郡
市
選
手
団
約
７
０
０

人
に
よ
る
入
場
行
進
で
幕
を
開
け

ま
し
た
。

　
蓑
田
智
通
大
会
委
員
長
に
よ
る

開
会
宣
言
。
文
化
連
盟
声
楽
部
に

所
属
す
る
合
唱
団
の
協
力
に
よ
る

「
大
分
県
民
体
育
の
歌
」
斉
唱
。
そ

し
て
、
国
旗
掲
揚
に
合
わ
せ
、
国
歌

を
歌
っ
た
の
は
声
楽
家
の
紀
野
洋
孝

さ
ん
（
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
１

年
）
で
し
た
。
紀
野
さ
ん
は
当
市
主

催
「
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等

学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
第
60
回
大

会
優
勝
者
。
そ
の
素
晴
ら
し
い
歌
声

は
、
全
選
手
の
士
気
を
高
め
て
く
れ

ま
し
た
。

　
優
勝
旗
、
躍
進
旗
が
返
還
さ
れ

た
後
、
広
瀬
勝
貞
県
知
事
が
選
手

を
激
励
。
近
藤
和
義
県
議
会
議
長
、

首
藤
市
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
選
手
宣
誓
は
、
地
元
竹
田
市
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
主
将
の
工
藤
将
太
さ
ん

と
豊
後
大
野
市
・
綱
引
き
の
造
士
陽

子
さ
ん
。
全
力
で
競
技
す
る
こ
と
を

力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
昨
年
夏
に
竹
田

市
な
ど
を
襲
っ
た
大
分
県
豪
雨
災

害
の
復
興
を
祈
っ
て
、
全
員
で
「
バ

ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
」。
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
発
案
し
た
小
野
華
純
さ
ん

㉒ ㉑ ⑳

㉓

㉕ ㉔

⑯⑰

⑲ ⑱ ④ ③ ② ①

（
竹
田
南
部
中
学
校
２
年
）
に
よ
る

元
気
い
っ
ぱ
い
の
発
声
を
合
図
に
、

色
と
り
ど
り
の
風
船
が
青
空
に
放

た
れ
る
と
、
歓
声
と
拍
手
が
起
こ
り

ま
し
た
。

　
３
日
間
の
熱
き
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
大
会
は
無
事
終
了
。
主
な

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
総
合
３
位
　【
山

岳
】
総
合
７
位
　【
銃
剣
道
】
総
合

４
位
　【
ゴ
ル
フ
】
総
合
７
位
　【
レ

ス
リ
ン
グ
】
総
合
３
位
　【
ボ
ウ
リ

ン
グ
】
総
合
８
位
　【
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
】
総
合
８
位
　【
綱
引
き
】
総

合
５
位
ほ
か

　
竹
田
市
は
今
年
、
１
ラ
ン
ク
ア
ッ

プ
し
15
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
振
興
は
、
地
域
の
活
力
と
な

り
ま
す
。
来
年
の
県
体
に
向
け
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
始
ま
り
ま
す
。

⑦

⑪

⑮

⑥

⑩

⑭

⑤

⑨ ⑧

⑬ ⑫

○特集・大分県民体育大会開催 ２
○中九州横断道路「大野竹田道路・朝地
　竹田間」着工式／竹田本町通り交通
　社会実験」今月より開始 4
○９月議会の議決に見る「独自施策の伸展」 6
○竹田市人事行政運営等の状況 7
○第１回血栓竹田フォーラム開催／
　市民による視察研修ほか 10
○竹田市産直野菜少量多品目生産
　対策事業／竹田市畜産共進会 12
○ご長寿おめでとうございます 13
○市長コラム「有由有縁」50 14
○平成25年度「おおいた教育の日」
　普及期間関連行事 15
○第67回瀧廉太郎記念全日本高等
　学校声楽コンクール出場者決定！ 16

○岡城遺産㉖／まるごと博物館96 18
○「長湯温泉」が住みたい温泉地ベスト
　ランキング第４位に！ 19
○竹田かわら版　ＴＯＷＮ TOPICS 20
○健康一直線・保健だより 「こころの健
　康づくり　ひとりで悩まないで」 22
○ミステリアス！竹田キリシタン⑮　長崎編 24
○たけたんアンテナ  バート・クロツィンゲン
　コーナー／生き活き興起／竹田雑感 26
○今月のイントロダクション　ぼくたち・
　私たちの学び舎（都野中学校）／今月
　の食育レシピ／図書館のお知らせ／
　プクサン／誕生おめでとう 28
○特集「岡城でお・も・て・な・し♡」 30
○郷土の植物／すくすく１歳 32
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。
ス

ポ
ー
ツ
振
興
は
、
地
域
の
活
力
と
な

り
ま
す
。
来
年
の
県
体
に
向
け
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
始
ま
り
ま
す
。

⑦

⑪

⑮

⑥

⑩

⑭

⑤

⑨ ⑧

⑬ ⑫

○特集・大分県民体育大会開催 ２
○中九州横断道路「大野竹田道路・朝地
　竹田間」着工式／竹田本町通り交通
　社会実験」今月より開始 4
○９月議会の議決に見る「独自施策の伸展」 6
○竹田市人事行政運営等の状況 7
○第１回血栓竹田フォーラム開催／
　市民による視察研修ほか 10
○竹田市産直野菜少量多品目生産
　対策事業／竹田市畜産共進会 12
○ご長寿おめでとうございます 13
○市長コラム「有由有縁」50 14
○平成25年度「おおいた教育の日」
　普及期間関連行事 15
○第67回瀧廉太郎記念全日本高等
　学校声楽コンクール出場者決定！ 16

○岡城遺産㉖／まるごと博物館96 18
○「長湯温泉」が住みたい温泉地ベスト
　ランキング第４位に！ 19
○竹田かわら版　ＴＯＷＮ TOPICS 20
○健康一直線・保健だより 「こころの健
　康づくり　ひとりで悩まないで」 22
○ミステリアス！竹田キリシタン⑮　長崎編 24
○たけたんアンテナ  バート・クロツィンゲン
　コーナー／生き活き興起／竹田雑感 26
○今月のイントロダクション　ぼくたち・
　私たちの学び舎（都野中学校）／今月
　の食育レシピ／図書館のお知らせ／
　プクサン／誕生おめでとう 28
○特集「岡城でお・も・て・な・し♡」 30
○郷土の植物／すくすく１歳 32
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１日も早い完成を目指して

「久住高原インターチェンジ」
整備促進を要望

町
と
人
を
つ
な
ぐ
「
希
望
」
の
道

　『
中
九
州
横
断
道
路
』
は
、
大
分
市
か
ら
竹

田
市
を
経
由
し
て
熊
本
市
に
至
る
約
１
２

０
㎞
の
地
域
高
規
格
道
路
で
、
平
成
20
年
３

月
に
は
、
犬
飼―
大
野
間
（
13
㎞
）
が
開
通

し
、
平
成
26
年
度
末
に
は
大
野―

朝
地
間

（
６
・
３
㎞
）
が
開
通
予
定
で
、
今
回
本
格

着
工
し
た
朝
地―

竹
田
間
（
６
㎞
）
の
開
通

予
定
年
度
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
は
公
表
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
首
藤
市
長
は「
こ
の
道
路
が
完
成
す
れ
ば
、

豊
肥
地
域
は
資
源
を
生
か
し
た
地
域
の
浮

揚
、
通
勤
通
学
圏
の
広
域
化
、
救
急
救
命
搬

送
、
災
害
時
の
代
替
道
路
等
、
沿
線
住
民
の

福
祉
の
向
上
に
期
待
で
き
ま
す
。
今
回
、
朝

地―

竹
田
間
が
本
格
的
に
工
事
に
着
手
す
る

こ
と
に
よ
り
集
中
的
な
予
算
の
投
資
で
、
工

事
期
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
を
望
み

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
田
原
雅
弘
大
分
県
高
速
道
対
策
局

長
、
衛
藤
征
士
郎
衆
議
院
議
員
、
礒
崎
陽
輔

参
議
院
議
員
、
土
居
昌
弘
大
分
県
議
会
議

員
、
中
村
憲
史
竹
田
市
議
会
議
長
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
事
業
主
体
を
代
表
し
て
国
土
交

通
省
九
州
地
方
整
備
局
の
山
内
正
彦
道
路
部

長
は
、「
大
野
竹
田
道
路
は
昨
年
度
補
正
予
算

と
当
初
予
算
で
49
億
９
千
万
円
を
か
け
て
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
朝
地
イ
ン
タ
ー
か

ら
竹
田
イ
ン
タ
ー
間
の
用
地
買
収
は
こ
れ
ま

で
に
77
％
が
終
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら

工
事
の
全
面
展
開
を
目
標
と
し
、
早
期
開
通

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
今
後
も
地
域
の
み

な
さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨

　
九
州
の
屋
根
と
い
わ
れ
る
く
じ
ゅ
う
連

山
お
よ
び
そ
の
麓
に
広
が
る
国
立
公
園
を

有
す
る
久
住
高
原
。
そ
の
開
放
感
あ
ふ
れ

る
雄
大
な
自
然
に
魅
せ
ら
れ
、
多
く
の
観

光
客
が
久
住
エ
リ
ア
を
訪
れ
ま
す
が
、
近

年
徐
々
に
観
光
客
数
は
減
少
し
、
昨
年
度

は
１
２
０
万
人
程
度
ま
で
落
ち
込
み
ま
し

た
（
こ
の
10
年
間
で
約
１
０
０ 

万
人
以
上

の
減
少
）。

　
こ
の
観
光
客
数
の
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、

九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
久
住
支
部
で
組
織

さ
れ
た
中
九
州
地
域
高
規
格
道
路
「
久
住

高
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
整
備
促
進
期

成
会
が
結
成
。
期
成
会
は
９
月
２
日
、
市

本
庁
舎
を
訪
れ
、
首
藤
竹
田
市
長
に
「
要

望
書
」
を 

提
出
し
ま
し
た
。

　「
久
住
高
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
整
備

計
画
（
仮
称
）
と
は
、
久
住
高
原
を
通
る
国

道
４
４
２
号
と
中
九
州
地
域
高
規
格
道
路

の
直
結
を
目
指
し
、
完
成
す
れ
ば
道
路
利

用
者
が
拡
大
し
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
る

地
域
振
興
が
図
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
後
藤
健
一
期
成
会
会
長
は
「
ま
た
と
な

い
チ
ャ
ン
ス
が
で
き
た
。
地
元
が
一
丸
と

な
っ
て
、
こ
の
道
路
を
い
か
に
活
用
す
る

取
り
組
み
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
今
後

の
久
住
エ
リ
ア
が
生
き
残
る
道
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
道
は
、
市
民
の

い
の
ち
を
守
る
道
と
し
て
も
大
切
だ
と
考

え
て
い
る
。」
と
要
望
し
ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
は
「
竹
田
市
の
新
た
な
重
点

課
題
と
し
て
受
け
と
め
な
が
ら
、
今
後
は

関
係
機
関
に
向
け
て
要
望
を
し
て
い
き
た

い
。」
と
答
え
ま
し
た
。

拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　
工
事
着
工
開
始
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
笹

無
田
橋
工
事
現
場
の
ラ
イ
ブ
映
像
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、
来
賓
者
の
稼
働
ス

イ
ッ
チ
オ
ン
に
合
わ
せ
て
重
機
が
動
き
始

め
、
続
い
て
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
す
る
明

治
子
供
神
楽
の
舞
い
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
豊
肥
・
地
域
高
規
格
道
路
建
設

促
進
期
成
会
会
長
、
橋
本
裕
輔
豊
後
大
野
市

長
の
ご
発
声
で
「
万
歳
三
唱
」
が
行
わ
れ
、

中
九
州
横
断
道
路
の
１
日
も
早
い
完
成
を
祈

り
ま
し
た
。

１
日
も
早
い

完
成
を
目
指
し
て

　
地
域
高
規
格
道
路
・
中
九
州
横
断
道
路
の
一
部
と
な
る
大
野
竹
田
道
路
の
朝
地
―
竹
田
間

（
６
㎞
）
の
着
工
式
が
８
月
25
日
、
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
九
州
横
断
道
路
「
大
野
竹
田
道
路
・
朝
地
竹
田
間
」
着
工
式

↑工事現場を生中継でつないだ工事着工開始のセレモニー

↑「久住高原インターチェンジ」整備促進期成会の
みなさん

↑国土交通省九州地方整備局の山内正彦道路部長 ↑地域高規格道路　中九州横断道路「大野竹田道路」
まち歩きモニターを募集します。
◇目　的
　竹田市では、ゆっくり歩いて楽しめる城下町をめざす取り組
みとして、竹田本町通りの歩道を広げた交通社会実験を行って
います。この実験に対するご意見をお伺いするため、まち歩き
モニターを募集します。
　学生や商店街の方、子ども連れのお母さん方、高齢者の方、
車いす子利用の方など多くの方のご参加をお待ちいたします。
　参加ご希望の方は、住所・氏名・電話番号を建設課都市計画
係までハガキ、ファックス、Eメールでお願いいたします。
１．日　　時　　10月20日㈰　11:00～15:00
２．集合場所　　竹田市立歴史資料館駐車場
３．日　　程　 
　•まち歩きを通じ現地を観察（昼食時間含む）
　　11:00～13:00（謝礼2,000円相当）
　•竹田分館大広間にて意見交換　13:00～15:00
４．受付締切　　10月15日㈫　17:00まで
５．お問い合せ　竹田市建設課都市計画係（清水・井手）
　　　　　　　　☎63-1111（内線250・251）
　　　　　　　　FAX 63-3948
　　　　　　　　Eメール kensetu@city.taketa.lg.jp

城下町再生プロジェクト（実践編）

「竹田本町通り交通社会実験」今月より開始

歩き目線から
私のまちづくり

国道
57号

大野竹田道路12.3km

朝地～竹田間６km

大野～朝地間6.3km
26年度内供用開始

竹田IC

朝地IC

大野IC

三
重
野
津
原
線

竹
田
直
入
線

竹田市役所

道の駅
あさじ

竹田高校

広瀬神社
竹田市
歴史資料館

竹田市
ふれあい駐車場

竹田駅

豊岡橋 稲葉川

マルショク
大正公園

車道幅４ｍに縮小
竹田分館

（単位：m）

４ｍ
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１日も早い完成を目指して

「久住高原インターチェンジ」
整備促進を要望

町
と
人
を
つ
な
ぐ
「
希
望
」
の
道

　『
中
九
州
横
断
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路
』
は
、
大
分
市
か
ら
竹

田
市
を
経
由
し
て
熊
本
市
に
至
る
約
１
２

０
㎞
の
地
域
高
規
格
道
路
で
、
平
成
20
年
３

月
に
は
、
犬
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大
野
間
（
13
㎞
）
が
開
通

し
、
平
成
26
年
度
末
に
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大
野―

朝
地
間

（
６
・
３
㎞
）
が
開
通
予
定
で
、
今
回
本
格

着
工
し
た
朝
地―

竹
田
間
（
６
㎞
）
の
開
通

予
定
年
度
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
は
公
表
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
首
藤
市
長
は「
こ
の
道
路
が
完
成
す
れ
ば
、

豊
肥
地
域
は
資
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を
生
か
し
た
地
域
の
浮

揚
、
通
勤
通
学
圏
の
広
域
化
、
救
急
救
命
搬

送
、
災
害
時
の
代
替
道
路
等
、
沿
線
住
民
の

福
祉
の
向
上
に
期
待
で
き
ま
す
。
今
回
、
朝

地―

竹
田
間
が
本
格
的
に
工
事
に
着
手
す
る

こ
と
に
よ
り
集
中
的
な
予
算
の
投
資
で
、
工

事
期
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
を
望
み

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
田
原
雅
弘
大
分
県
高
速
道
対
策
局

長
、
衛
藤
征
士
郎
衆
議
院
議
員
、
礒
崎
陽
輔

参
議
院
議
員
、
土
居
昌
弘
大
分
県
議
会
議

員
、
中
村
憲
史
竹
田
市
議
会
議
長
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
事
業
主
体
を
代
表
し
て
国
土
交

通
省
九
州
地
方
整
備
局
の
山
内
正
彦
道
路
部

長
は
、「
大
野
竹
田
道
路
は
昨
年
度
補
正
予
算

と
当
初
予
算
で
49
億
９
千
万
円
を
か
け
て
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
朝
地
イ
ン
タ
ー
か

ら
竹
田
イ
ン
タ
ー
間
の
用
地
買
収
は
こ
れ
ま

で
に
77
％
が
終
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら

工
事
の
全
面
展
開
を
目
標
と
し
、
早
期
開
通

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
今
後
も
地
域
の
み

な
さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨

　
九
州
の
屋
根
と
い
わ
れ
る
く
じ
ゅ
う
連

山
お
よ
び
そ
の
麓
に
広
が
る
国
立
公
園
を

有
す
る
久
住
高
原
。
そ
の
開
放
感
あ
ふ
れ

る
雄
大
な
自
然
に
魅
せ
ら
れ
、
多
く
の
観

光
客
が
久
住
エ
リ
ア
を
訪
れ
ま
す
が
、
近

年
徐
々
に
観
光
客
数
は
減
少
し
、
昨
年
度

は
１
２
０
万
人
程
度
ま
で
落
ち
込
み
ま
し

た
（
こ
の
10
年
間
で
約
１
０
０ 

万
人
以
上

の
減
少
）。

　
こ
の
観
光
客
数
の
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、

九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
久
住
支
部
で
組
織

さ
れ
た
中
九
州
地
域
高
規
格
道
路
「
久
住

高
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
整
備
促
進
期

成
会
が
結
成
。
期
成
会
は
９
月
２
日
、
市

本
庁
舎
を
訪
れ
、
首
藤
竹
田
市
長
に
「
要

望
書
」
を 

提
出
し
ま
し
た
。

　「
久
住
高
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
整
備

計
画
（
仮
称
）
と
は
、
久
住
高
原
を
通
る
国

道
４
４
２
号
と
中
九
州
地
域
高
規
格
道
路

の
直
結
を
目
指
し
、
完
成
す
れ
ば
道
路
利

用
者
が
拡
大
し
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
る

地
域
振
興
が
図
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
後
藤
健
一
期
成
会
会
長
は
「
ま
た
と
な

い
チ
ャ
ン
ス
が
で
き
た
。
地
元
が
一
丸
と

な
っ
て
、
こ
の
道
路
を
い
か
に
活
用
す
る

取
り
組
み
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
今
後

の
久
住
エ
リ
ア
が
生
き
残
る
道
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
道
は
、
市
民
の

い
の
ち
を
守
る
道
と
し
て
も
大
切
だ
と
考

え
て
い
る
。」
と
要
望
し
ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
は
「
竹
田
市
の
新
た
な
重
点

課
題
と
し
て
受
け
と
め
な
が
ら
、
今
後
は

関
係
機
関
に
向
け
て
要
望
を
し
て
い
き
た

い
。」
と
答
え
ま
し
た
。

拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　
工
事
着
工
開
始
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
笹

無
田
橋
工
事
現
場
の
ラ
イ
ブ
映
像
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、
来
賓
者
の
稼
働
ス

イ
ッ
チ
オ
ン
に
合
わ
せ
て
重
機
が
動
き
始

め
、
続
い
て
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
す
る
明

治
子
供
神
楽
の
舞
い
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
豊
肥
・
地
域
高
規
格
道
路
建
設

促
進
期
成
会
会
長
、
橋
本
裕
輔
豊
後
大
野
市

長
の
ご
発
声
で
「
万
歳
三
唱
」
が
行
わ
れ
、

中
九
州
横
断
道
路
の
１
日
も
早
い
完
成
を
祈

り
ま
し
た
。

１
日
も
早
い

完
成
を
目
指
し
て

　
地
域
高
規
格
道
路
・
中
九
州
横
断
道
路
の
一
部
と
な
る
大
野
竹
田
道
路
の
朝
地
―
竹
田
間

（
６
㎞
）
の
着
工
式
が
８
月
25
日
、
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
九
州
横
断
道
路
「
大
野
竹
田
道
路
・
朝
地
竹
田
間
」
着
工
式

↑工事現場を生中継でつないだ工事着工開始のセレモニー

↑「久住高原インターチェンジ」整備促進期成会の
みなさん

↑国土交通省九州地方整備局の山内正彦道路部長 ↑地域高規格道路　中九州横断道路「大野竹田道路」
まち歩きモニターを募集します。
◇目　的
　竹田市では、ゆっくり歩いて楽しめる城下町をめざす取り組
みとして、竹田本町通りの歩道を広げた交通社会実験を行って
います。この実験に対するご意見をお伺いするため、まち歩き
モニターを募集します。
　学生や商店街の方、子ども連れのお母さん方、高齢者の方、
車いす子利用の方など多くの方のご参加をお待ちいたします。
　参加ご希望の方は、住所・氏名・電話番号を建設課都市計画
係までハガキ、ファックス、Eメールでお願いいたします。
１．日　　時　　10月20日㈰　11:00～15:00
２．集合場所　　竹田市立歴史資料館駐車場
３．日　　程　 
　•まち歩きを通じ現地を観察（昼食時間含む）
　　11:00～13:00（謝礼2,000円相当）
　•竹田分館大広間にて意見交換　13:00～15:00
４．受付締切　　10月15日㈫　17:00まで
５．お問い合せ　竹田市建設課都市計画係（清水・井手）
　　　　　　　　☎63-1111（内線250・251）
　　　　　　　　FAX 63-3948
　　　　　　　　Eメール kensetu@city.taketa.lg.jp

城下町再生プロジェクト（実践編）

「竹田本町通り交通社会実験」今月より開始

歩き目線から
私のまちづくり

国道
57号

大野竹田道路12.3km

朝地～竹田間６km

大野～朝地間6.3km
26年度内供用開始

竹田IC

朝地IC

大野IC

三
重
野
津
原
線

竹
田
直
入
線

竹田市役所

道の駅
あさじ

竹田高校

広瀬神社
竹田市
歴史資料館

竹田市
ふれあい駐車場

竹田駅

豊岡橋 稲葉川

マルショク
大正公園

車道幅４ｍに縮小
竹田分館

（単位：m）

４ｍ

2013年10月発行5



市議会第３回定例会

９月議会の
議決に見る

独
自
施
策
の
伸
展

一般会計に補正計上された主な事業 （単位：円）

◇
歴
史
文
化
姉
妹
都
市
の
締
結
◇

　
９
月
５
日
の
茨
木
市
議
会
と
９
月
26
日
の

竹
田
市
議
会
の
議
決
を
経
て
、
大
阪
府
茨
木

市
と
の
歴
史
文
化
姉
妹
都
市
締
結
が
正
式
決

定
し
ま
し
た
。
今
秋
の
調
印
式
や
記
念
事
業

を
契
機
に
、
両
市
の
交
流
が
活
発
化
す
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
レ
ベ
ル
で

先
導
的
な
交
流
を
続
け
る
両
市
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
活
動
を
見
習
い
、新
た
な
交
流
の

歴
史
を
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
竹
田
ら
し
い
条
例
の
制
定
◇

・
竹
田
市
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型

工
房
の
管
理
に
関
す
る
条
例

　
旧
竹
田
中
学
校
に
「
竹
田
市
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
工
房
」
が
開
所
す
る
の
に
合
わ

せ
、
施
設
の
管
理
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
起
業
の
た
め
の
職
業
能
力
開
発
の
場
と
し

て
、
技
術
学
習
、
交
流
を
深
め
、
地
域
文
化

の
活
性
化
や
人
材
育
成
に
活
用
さ
れ
る
よ
う

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
竹
田
市
農
村
回
帰
城
下
町
交
流
館

「
集
」
条
例

　
城
下
町
に
設
置
さ
れ
た
交
流
館「
集
」は
、

農
村
回
帰
の
推
進
と
移
住
定
住
の
支
援
や
竹

田
総
合
学
院
構
想
の
推
進
に
関
す
る
事
業
を

行
い
、
歴
史

と
文
化
に
育
ま
れ
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

◇
磨
か
れ
る
竹
田
ら
し
さ
◇

　
本
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
11
億
７
０
８
５

万
６
千
円
増
額
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
直
入
荘
の
耐
震
を
含
め
た
大
規
模
改
修
の

た
め
、
３
億
５
千
万
円
を
基
金
造
成
し
、
温

泉
療
養
保
健
制
度
や
国
民
保
養
温
泉
地
の

拠
点
施
設
と
し
て
、
平
成
27
年
度
中
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
す
ほ
か
、
災

害
時
の
電
力
確
保
の
た
め
、
本
庁
舎
に
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
経
費
も
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
方
、
フ
ェ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
国
際
大
会
へ

の
補
助
金
（
１
０
０
万
円
）
や
国
際
交
流
25

周
年
ド
イ
ツ
訪
問
団
補
助
金
（
40
万
円
）、

竹
田
南
部
中
学
校
へ
の
吹
奏
楽
コ
ン
テ
ス
ト

出
場
補
助
金
（
26
万
７
千
円
）、
瀧
廉
太
郎

記
念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の

音
響
に
対
す
る
補
助
金
な
ど
、
金
額
の
大
小

に
関
係
な
く
竹
田
ら
し
い
事
業
に
対
す
る
予

算
措
置
も
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　
本
市
は
、
引
き
続
き
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
を
基
軸

と
し
た
竹
田
ら
し
い
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　竹
田
市
議
会
第
３
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）
に
提
出
さ
れ
た
諮
問
案
１
件
、

予
算
案
10
件
、
条
例
案
３
件
、
一
般
案
１
件
、
認
定
案
13
件
は
９
月
26
日
に

全
て
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　竹
田
ら
し
い
施
策
の
根
幹
を
な
す
農
村
回
帰
事
業
及
び
Ｔ
Ｓ
Ｇ（
竹
田
総
合

学
院
）
構
想
を
具
体
化
し
た
条
例
案
や
、
茨
木
市
と
の
歴
史
文
化
を
基
軸
と

し
た
姉
妹
都
市
締
結
の
議
決
は
、
本
市
の
独
自
施
策
の
更
な
る
伸
展
を
約
束

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　今
回
は
、
新
た
に
制
定
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
条
例
や
一
般
会
計
の
補
正
予
算

を
通
し
て
、
竹
田
市
の
方
向
性
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予算額

３億5,000万

２億2,000万

100万

187万

2,573万

648万

604万

2,000万

4,297万

7,144万

3,300万

100万

1,255万

担当課等

財政課

財政課

総務課

総務課

福　祉
事務所
健　康
増進課
林　業
振興室
商　工
観光課

建設課

消　防
本　部

総務課

生　涯
学習課
中　央
公民館

事　業　内　容
公共施設建設基金積立金
（直入荘大規模改修のための基金積立）
減債基金積立金
（大蘇ダム償還等のための基金積立）
自治会集会所施設整備補助金
（自治会統合した都野・東部自治会へ助成）
茨木市との姉妹都市締結交流事業
（姉妹都市締結調印式及び交流事業）
障害自立支援事業費
（各種サービス利用見込額増に伴う補正）
未熟児医療費助成金
（未熟児の医療及び食事に係る助成）
流木被害森林緊急整備事業
（計画変更に伴う増額補正）
地域商品券補助金（竹田商工会議所及び九
州アルプス商工会に助成）
市道宮原米賀線改良事業
（事業費増に伴う補正）
消防施設設備等整備事業
（旧双城中ヘリポート及び仮設車庫設置）
庁舎施設設備等整備事業
（本庁舎ソーラーパネル設置工事等）
竹田キリシタン南蛮文化交流事業
（同シンポジウムの実行委員会へ助成）
文教施設等災害復旧事業
（玉来分館改修工事）

↑大規模改修を予定する
　「直入荘」

し
ゅ
う
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竹田市人事行政の運営等の状況〈平成24年度〉
　地方公務員法第58条の２及び「竹田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、平成24年度の
竹田市人事行政の運営等の状況について公表します。
　これは、市における人事行政の運営状況の公平性・透明性の確保を図るため、市民の皆さんに公表するものです。

　竹田市の職員数は、平成17年の合併後100人以上の削減をしてきました。それでもなお、人口や産業構造等での
類似団体の中で、人口１万人当たりの職員数の割合が多い状況にあります。
　そこで竹田市では、事務事業や組織の見直し、退職者不補充などの行財政改革を推進し、さらなる職員数削減に
努めているところです。しかし、この削減がサービスの低下につながるものではありません。職員一人一人のマン
パワーを活用し、早期の災害復旧・復興、住民サービスの更なる向上、周辺地域振興策の強化に役立てていきます。
１．職員の任免及び職員数に関する状況
⑴　採用と退職の状況

平成24年４月１日現在職員数 退職者 採用者 平成25年４月１日現在職員数
419人 21人 10人 408人

【職員削減の状況】　Ｈ24…△11人、Ｈ23…△６人、Ｈ22…△25人
⑵　部門別職員数の状況

部　門 職員数（人） 対前年比
（人） 部　門 職員数（人） 対前年比

（人）24年度 25年度 24年度 25年度
福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政
部
門

議　会 4 4 0 特
別
行
政
部
門

教　育 53 47 △ 6
総　務 78 78 0 警　察 0 0 0
税　務 17 17 0 消　防 62 62 0
労　働 1 1 0 小　計 115 109 △ 6
農　水 50 48 △ 2 公

営
企
業
等
部
門

病　院 0 0 0
商　工 10 9 △ 1 水　道 9 9 0
土　木 28 28 0 交　通 0 0 0
小　計 188 185 △ 3 下水道 3 3 0

福
祉
関
係

民　生 54 53 △ 1 その他 21 21 0
衛　生 29 28 △ 1 小　計 33 33 0
小　計 83 81 △ 2 総合計 419 408 △ 11一般行政部門計 271 266 △ 5

⑶　定員管理計画の状況

平成17年
４月１日
職員数

数　値　目　標 増　減　実　績
平成27年
４月１日
職員数

対17年増減数 対17年増減率
平成25年
４月１日
職員数

対17年増減数 対17年増減率

520人 399人 △ 121人 △ 23.3％ 408人 △ 112人 △ 21.5％
２．職員の給与の状況
⑴　人件費の状況（平成24年度普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（平成25年３月31日）

歳出費
Ａ

人件費
Ｂ

職員給与費
Ｃ

人件費率
Ｂ／Ａ

職員給与費率
Ｃ／Ａ

24年度 人
24,392  

千円
18,621,841

千円
4,112,159

千円
2,469,239

％  
22.1

％
13.3 

※人件費には、特別職等に含まれる給与・報酬や委員報酬等を含みます。
⑵　職員の給与費の状況（平成25年度普通会計予算）

区　分 職員数
Ａ

給　　与　　費 計
Ｂ

１人当り
給与費
Ｂ／Ａ給　料 職　員　手　当

期末・勤勉手当 その他の手当

25年度 人
396

千円
1,711,548

千円
656,211

千円
331,012

千円
2,698,771

千円
6,815

※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　給与費は当初予算に計上された予算額です。
※３　職員数は当初予算積算の基礎となった人数です。（市長・副市長は含みません。）

「マンパワーの活用で住民サービスの向上を」

2013年10月発行7



⑶　職員の平均給料月額および平均年齢の状況
（平成25年４月１日現在）

区　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 357,100円 46.2歳
技能労務職 374,900円 48.3歳

③諸手当
区　分 項　　　　　　目

扶 養 手 当 配偶者、子ども等を扶養している場合に支給。配偶者13,000円、他6,500円～ 16,000円
住 居 手 当 借家（最高27,000円）、持家（月額2,500円）の区分で支給。
通 勤 手 当 ２㎞以上の通勤距離に応じて支給。2,000円～ 22,640円
管 理 職 手 当 管理職に対して支給。給料月額の５％～７％
時 間 外 手 当 正規の勤務時間を超えて勤務を命じた場合に支給。
特殊勤務手当 税務職員、ケースワーカー、消防職員、医師職員、衛生センターに勤務する職員

⑻　特別職の報酬などの状況（平成25年７月１日）
種　　類 区　　分 給料月額等 減額後給料月額 期末手当

給　　料
市　長 814,000円 569,800円

６月期　1.400月分
12月期　1.550月分

加算措置15％

副市長 653,000円 568,110円
教育長 585,000円 526,500円

報　　酬
議　長 402,000円 －円
副議長 362,000円 －円
議　員 340,000円 －円

※平成29年３月31日までの間は、給料月額を市長30％、副市長13％、教育長10％減額措置を実施しています。

３．職員の勤務時間および休暇等の状況
⑴　勤務時間の状況

１週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 週休日
38.75時間 午前８時30分 午後５時 午後０時15分～午後１時 土曜日・日曜日

⑵　休暇等の状況
種　　類 概　　　　要 取得状況

年次有給休暇 暦年により20日付与。20日を超えない範囲内の残日数を翌年に限り繰り越すことができる。 7.6日／年
介 護 休 暇 介護を最低２週間以上必要とし、同一の継続する状態ごとに連続する６月の期間内（無給休暇） ０人
育 児 休 業 子が３歳に達する日までの期間（無給休暇） 女性３人
※１　取得状況は、平成24年１月１日～平成24年12月31日の暦年での取得状況です。
※２　上記の休暇以外に公務災害休暇、病気休暇及び特別休暇等があります。
※３　育児休業は、平成24年度中に新たに育児休業を取得した人数です。

⑷　職員の初任給の状況
（平成25年４月１日現在）

区　分 初任給 採用後２年経過時
大学卒（減額前） 178,800円 191,600円
高校卒（減額前） 144,500円 158,700円

※�平成25年４月１日から平成25年７月31日までの間は、給料月額を階級に応じて3 ～ 5％を、平成25年８月１日
から平成26年７月31日までの間は、給料月額を階級に応じて3.6％～ 6.6％の減額措置を実施しています。
⑸　職員の経験年数別、学歴別平均給料月額（減額後）の状況（平成25年４月１日現在）

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
一般行政職 高校卒 215,340円 265,198円 318,548円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数です。
⑹　級別職員数（一般行政職）の状況（平成25年４月１日現在）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準職務 主　事 主　任 主　査 主査等 課長補佐
係長等

課　長
参　事

課長補佐等

課　長
参　事 課　長

職員数（人） 4 11 31 55 59 51 33 0 244
構成比（％） 1.6 4.5 12.7 22.6 24.2 20.9 13.5 0 100.0
⑺　職員手当の状況
①期末・勤勉手当　　　　（平成25年６月１日現在）

区　分 期末手当 勤勉手当
６月期 1.225月分 0.675月分
12月期 1.375月分 0.675月分

役職による加算措置５～ 15％

②退職手当　　　　　　　（平成25年４月１日現在）
勤続年数 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.03月分 28.7875月分
勤続25年 32.83月分 38.955月分
勤続35年 46.55月分 55.86月分
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４．職員の分限および懲戒処分の状況（平成24年度）
分限処分（人） 懲戒処分（人）

免職 降任 降給 休職 計 免職 停職 減給 戒告 計
0 0 0 2 2 0 0 0 0 0

５．職員の服務の状況
　全ての職員は、「全体の奉仕者」として公共の利益のために勤務し、職務遂行にあたっては全力で奉仕しなけれ
ばなりません。この服務の基本原則を忠実に実行するため、地方公務員法の規定により、次の義務が課せられて
います。
　○法令等及び上司の命令に従う義務　○信用失墜行為の禁止　○秘密を守る義務　○職務に専念する義務
　○政治的行為の制限　○争議行為等の禁止　○営利企業等の従事制限

６．職員の研修の状況
研　修　名 内　　　　容

職 場 研 修
竹田セミナー（ビジネスマナー研修、こころのケア研修、建設工事技術職員研修会、竹田学
文化講演会、財務事務研修、メンタルヘルスセミナー、男女共同参画研修ほか）、人権教育研
修ほか

基本・職務研修
課長・課長補佐・係長・中堅職員・新採用研修、契約事務（基本・工事請負）研修、財務実
務研修、公金徴収（私債権等）事務研修、複式簿記と公会計基礎研修、税務関係各種研修、
指導者養成講座ほか

派 遣 研 修 市町村幹部セミナー、市町村アカデミー研修、市町村国際文化研修所、日本経営協会ほか
体 験 研 修 虹色サマースクールボランティア研修

７．その他
⑴　公平委員会業務の状況（平成24年度）
①勤務条件に関する措置の要求の状況	 ②不利益処分に関する不服申立ての状況

措置要求件数 不服申立て件数
終結件数 終結件数

0 － 0 －

福利厚生事業の状況の概要〈平成24年度〉
　竹田市では､ 地方公務員法第42条の厚生福利制度に基づき､ 職員の福利厚生事業を実施しています。人事行政
運営等の状況の公表の一環として福利厚生事業の実施状況等の概要をお知らせします。
《参考》　�地方公共団体は、職員の保健、元気回復その他厚生に関する事項について計画を樹立し、これを実施し

なければならない。〔地方公務員法第42条〕

１．職員互助会の運営状況（平成24年度）
団体名 会員数 市補助金 公費率 主な事業

竹田市職員共済会 420人 3,438千円 28.4％ 給付事業、文化厚生事業、普及事業

※公費率＝公費／（公費＋会員掛金）

２．健康管理事業の状況（平成24年度）	 ３．公務災害補償の状況（平成24年度）
項　　目 内　　　　容 加入団体 認定件数 災害の内容

定期健康診断 基本検査（417人）

地 方 公 務 員
災害補償基金
大 分 県 支 部

0件

各種がん検診 前立腺がん（130人・50歳以上男）
乳がん（71人・女）

そ　 の　 他

脳疾患検査（51人・45歳50歳55
歳58歳）
HCV抗体検査（82人・20歳以上
５歳刻み）

●お問い合せ　竹田市総務課職員係　☎63-1111（内線216・217）
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企画情報

　
９
月
14
日
、
15
日
の
２
日
間
、
竹

田
市
と
株
式
会
社
キ
ュ
ー
メ
イ
研

究
所
の
共
催
で
「
第
１
回
血
栓
竹
田

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
学
術
集
会
と
し
て
、
医
学

の
専
門
分
野
等
で
活
躍
す
る
先
生

方
に
よ
る
報
告
や
講
演
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
医
療
法
人
三
州
会
大

勝
病
院
検
査
部
の
岡
崎
智
治
氏
、

大
分
県
厚
生
連
鶴
見
病
院
中
央
検

査
部
臨
床
検
査
科
の
佐
藤
淳
氏
、

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
別

府
医
療
セ
ン
タ
ー
臨
床
検
査
部
の

安
部
淳
一
氏
を
座
長
に
迎
え
、
市
民

公
開
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
血
栓
の
基
礎
か
ら
病

態
、
予
防
策
ま
で
」。
講
演
は
次
の

と
お
り
。（
敬
称
略
）

・「
脳
卒
中
の
診
断
と
予
防
」
（
徳

田
脳
神
経
外
科
副
院
長
　
新
名

主
宏
一
）

・「
救
急
時
に
お
け
る
対
応
」
（
竹

田
市
消
防
本
部
消
防
士
長
　
後

藤
章
八
）

・「
事
後
の
リ
ハ
ビ
リ
と
麻
痺
」

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
若
葉

苑
施
設
長
　
原
田
禎
二
）

・「
竹
田
市
の
現
状
と
血
栓
予
防
の

た
め
の
生
活
習
慣
の
改
善
」
（
竹

田
市
健
康
増
進
課
保
健
師
　
中

里
裕
美
）

・「
血
栓
の
予
防
：
早
期
診
断
に
向

け
て
」
（
株
式
会
社
キ
ュ
ー
メ
イ

研
究
所
研
究
開
発
リ
ー
ダ
ー
　

杉
山
大
輔
）

　「
血
栓
」
と
は
血
管
の
中
に
で
き

る
血
の
塊
の
こ
と
で
、
脳
梗
塞
や
心

筋
梗
塞
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
普
段

か
ら
自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、

健
康
診
断
を
定
期
的
に
受
け
る
こ

と
や
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
す
れ

ば
、
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
も
し
病
気
に
な
っ
て
も
、
医
療
派

遣
要
請
（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
）
に
よ
っ

て
安
全
・
安
心
な
救
急
医
療
体
制
の

対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
早

期
の
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
で
重
症
化
を

防
げ
る
こ
と
、
ま
た
血
栓
の
治
療
薬

の
研
究
が
進
ん
で
い
る
こ
と
等
、
今

回
は
『
血
栓
症
』
に
つ
い
て
の
幅
広

い
知
識
を
得
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
市
で
は
歴
史
文
化
を
基
軸
と
し

た
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
構

想
か
ら
実
践
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
中

で
、
文
化
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て

も
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
城
下
町
を
中
核
と
し
た
中
心
市

街
地
に
建
設
を
検
討
し
て
い
る
新

図
書
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
そ
し
て
文
化
会
館
の
復
興
等

に
向
け
て
の
参
考
と
す
る
た
め
、
８

月
27
日
、
今
年
県
内
で
新
し
く
開

館
し
た
「
豊
後
高
田
市
立
図
書
館
」

及
び
「
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
」
の
２

施
設
を
市
民
約
１
０
０
人
の
参
加

者
に
よ
り
視
察
し
ま
し
た
。

　
豊
後
高
田
市
立
図
書
館
で
は
、

館
長
か
ら
図
書
館
の
方
向
性
や
施

設
の
管
理
体
制
等
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
で

は
、
是
永
幹
夫
統
括
責
任
者
か
ら
の

「
市
民
の
家
」「
回
遊
性
」「
大
分
ブ

ラ
ン
ド
」
の
〝
３
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
作

り
〞
を
掲
げ
た
ホ
ー
ル
の
方
向
性
に

つ
い
て
の
講
義
や
、
大
分
市
企
画
部

文
化
国
際
課
に
よ
る
機
能
や
沿
革

の
説
明
を
受
け
、
大
小
の
各
ホ
ー
ル

は
も
ち
ろ
ん
、「
文
化
」「
福
祉
」「
教

育
」
等
々
、
市
民
が
集
い
、
学
び
、

憩
い
、
賑
わ
い
、
交
流
す
る
複
合
型

施
設
の
全
貌
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
各
施
設

で
の
説
明
の
際
、
熱
心
な
ご
質
問
等

を
通
じ
て
研
究
を
し
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
、
市
が
実
施
し
た
「
竹
田
市

都
市
再
生
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画

策
定
に
係
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
旧
竹
田
中
学
校
」（
竹
田
市
植
木
）

管
理
棟
及
び
特
別
教
室
部
分
を
、「
竹

田
市
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
工
房
」

と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
一

般
的
に
は
、
設
立
し
て
間
が
な
い
新
企

業
等
に
、
自
治
体
が
経
営
技
術
・
人
材

な
ど
を
提
供
し
、
育
成
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　
竹
田
版
で
は
、
市
内
で
の
起
業
を
志

す
工
芸
家
や
、
地
域
文
化
の
活
性
化
・

人
材
育
成
等
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
芸
術
家
の
方
等
に
、
技
術
研
鑽
の

場
及
び
、
交
流
の
場
と
し
て
、
作
業
室

を
提
供
し
ま
す
。

　
工
房
内
で
、
講
師
か
ら
指
導
や
助
言

を
い
た
だ
き
、
竹
田
総
合
学
院
（
Ｔ
Ｓ

Ｇ
）
の
目
的
で
あ
る
人
材
育
成
や
起
業

支
援
は
も
と
よ
り
、
定
住
促
進
施
策
と

も
連
携
し
て
、
本
工
房
で
の
活
動
を
契

機
と
し
て
、
工
芸
家
・
芸
術
家
の
竹
田

市
へ
の
定
住
を
は
か
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
城
下
町
へ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
の
出

店
や
、
竹
楽
を
は
じ
め
と
す
る
竹
田
の

文
化
と
の
合
流
等
を
行
っ
て
い
く
こ
と

で
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
「
市
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
こ
と
」が
期
待
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

竹
田
市
企
画
情
報
課
　
文
化
・
地
域
振

興
室
　
☎
０
９
７
４-

６
３-

４
８
０
１

知っておきたい！血栓予防対策

竹田で第１回の
血栓フォーラム開催

←熱心に耳を傾ける
　参加者のみなさん

↑再生する旧竹田中学校校舎

旧竹田中学校を再生
「竹田市インキュベーション型工房」
９月議会で管理条例を制定

　入田地区にもやしの生産拠点を持つ
九州ジージーシー株式会社が、老朽化
した工場の改築及びカット野菜の生産
ラインの導入に伴う増設工事に着手す
ることが決定しました。９月３日、広
瀬勝貞県知事を訪問し増設表明が行わ
れ、翌４日には、増築工事安全祈願祭
が執り行われました。
　水本社長は、「流通の観点からする
と南九州エリアに工場を建設するとい
うことも考えられたが、何より一番に
頭に浮かんだのは、立ち上げ時から竹
田工場を支えてくれた地元の従業員の
顔だった。一日も早く新しい工場が軌
道に乗るよう頑張ってまいりたい。」
と、地域に根差した工場の発展に向
け、抱負を述べました。

　昭和27年10月27日から28日にかけて、川端康成
先生は竹田市を訪れています。28日には竹田高校で
講演され、当時、竹田高校生として講演の機会を得
た方々は、大いに感銘を与え、今なおその記憶を強
くしています。
　こうした歴史を今に活かして新たな未来を築いて
いくために、本年度も「記念講演会」を開催します。
日　時　10月3日（木）　13：30～（13:00開場）
場　所　大分県立竹田高等学校体育館
※一般駐車場は、旧竹田小学校跡地をご利用ください。
入場料　無　料
　　　　※一般参加者は、電話で参加申込みをお願いします。
●お申込み・お問い合せ
　竹田市企画情報課　☎0974-63-4801

主催　竹田市、竹田市教育委員会
共催　大分県立竹田高等学校
後援　財団法人 川端康成記念会、茨木市立川端康成文学館

「豊後高田市立図書館」、「ホルトホール大分」

市民による視察研修を開催！

100人が
学ぶ

もやし生産の原点、
「入田」の発展に寄与

ジージーシー
増築へ

童
門
冬
二 

先
生

講
　
師

　
作 

家
、愛
知
県
東
海
市
平
州
記
念
館
名
誉
館
長

第
５
回
川
端
康
成
記
念
講
演
会

歴
史
が
現
代
に

　
　語
り
か
け
る
も
の

10
3㈭

ど  

う

も  

ん

ふ  

ゆ

じ

い
こ
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９
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日
、
15
日
の
２
日
間
、
竹

田
市
と
株
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会
社
キ
ュ
ー
メ
イ
研

究
所
の
共
催
で
「
第
１
回
血
栓
竹
田

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
学
術
集
会
と
し
て
、
医
学

の
専
門
分
野
等
で
活
躍
す
る
先
生

方
に
よ
る
報
告
や
講
演
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
医
療
法
人
三
州
会
大

勝
病
院
検
査
部
の
岡
崎
智
治
氏
、

大
分
県
厚
生
連
鶴
見
病
院
中
央
検

査
部
臨
床
検
査
科
の
佐
藤
淳
氏
、

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
別

府
医
療
セ
ン
タ
ー
臨
床
検
査
部
の

安
部
淳
一
氏
を
座
長
に
迎
え
、
市
民

公
開
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
血
栓
の
基
礎
か
ら
病

態
、
予
防
策
ま
で
」。
講
演
は
次
の

と
お
り
。（
敬
称
略
）

・「
脳
卒
中
の
診
断
と
予
防
」
（
徳

田
脳
神
経
外
科
副
院
長
　
新
名

主
宏
一
）

・「
救
急
時
に
お
け
る
対
応
」
（
竹

田
市
消
防
本
部
消
防
士
長
　
後

藤
章
八
）

・「
事
後
の
リ
ハ
ビ
リ
と
麻
痺
」

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
若
葉

苑
施
設
長
　
原
田
禎
二
）

・「
竹
田
市
の
現
状
と
血
栓
予
防
の

た
め
の
生
活
習
慣
の
改
善
」
（
竹

田
市
健
康
増
進
課
保
健
師
　
中

里
裕
美
）

・「
血
栓
の
予
防
：
早
期
診
断
に
向

け
て
」
（
株
式
会
社
キ
ュ
ー
メ
イ

研
究
所
研
究
開
発
リ
ー
ダ
ー
　

杉
山
大
輔
）

　「
血
栓
」
と
は
血
管
の
中
に
で
き

る
血
の
塊
の
こ
と
で
、
脳
梗
塞
や
心

筋
梗
塞
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
普
段

か
ら
自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、

健
康
診
断
を
定
期
的
に
受
け
る
こ

と
や
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
す
れ

ば
、
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
も
し
病
気
に
な
っ
て
も
、
医
療
派

遣
要
請
（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
）
に
よ
っ

て
安
全
・
安
心
な
救
急
医
療
体
制
の

対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
早

期
の
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
で
重
症
化
を

防
げ
る
こ
と
、
ま
た
血
栓
の
治
療
薬

の
研
究
が
進
ん
で
い
る
こ
と
等
、
今

回
は
『
血
栓
症
』
に
つ
い
て
の
幅
広

い
知
識
を
得
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
市
で
は
歴
史
文
化
を
基
軸
と
し

た
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
構

想
か
ら
実
践
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
中

で
、
文
化
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て

も
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
城
下
町
を
中
核
と
し
た
中
心
市

街
地
に
建
設
を
検
討
し
て
い
る
新

図
書
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
そ
し
て
文
化
会
館
の
復
興
等

に
向
け
て
の
参
考
と
す
る
た
め
、
８

月
27
日
、
今
年
県
内
で
新
し
く
開

館
し
た
「
豊
後
高
田
市
立
図
書
館
」

及
び
「
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
」
の
２

施
設
を
市
民
約
１
０
０
人
の
参
加

者
に
よ
り
視
察
し
ま
し
た
。

　
豊
後
高
田
市
立
図
書
館
で
は
、

館
長
か
ら
図
書
館
の
方
向
性
や
施

設
の
管
理
体
制
等
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
で

は
、
是
永
幹
夫
統
括
責
任
者
か
ら
の

「
市
民
の
家
」「
回
遊
性
」「
大
分
ブ

ラ
ン
ド
」
の
〝
３
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
作

り
〞
を
掲
げ
た
ホ
ー
ル
の
方
向
性
に

つ
い
て
の
講
義
や
、
大
分
市
企
画
部

文
化
国
際
課
に
よ
る
機
能
や
沿
革

の
説
明
を
受
け
、
大
小
の
各
ホ
ー
ル

は
も
ち
ろ
ん
、「
文
化
」「
福
祉
」「
教

育
」
等
々
、
市
民
が
集
い
、
学
び
、

憩
い
、
賑
わ
い
、
交
流
す
る
複
合
型

施
設
の
全
貌
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
各
施
設

で
の
説
明
の
際
、
熱
心
な
ご
質
問
等

を
通
じ
て
研
究
を
し
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
、
市
が
実
施
し
た
「
竹
田
市

都
市
再
生
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画

策
定
に
係
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
旧
竹
田
中
学
校
」（
竹
田
市
植
木
）

管
理
棟
及
び
特
別
教
室
部
分
を
、「
竹

田
市
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
工
房
」

と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
一

般
的
に
は
、
設
立
し
て
間
が
な
い
新
企

業
等
に
、
自
治
体
が
経
営
技
術
・
人
材

な
ど
を
提
供
し
、
育
成
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　
竹
田
版
で
は
、
市
内
で
の
起
業
を
志

す
工
芸
家
や
、
地
域
文
化
の
活
性
化
・

人
材
育
成
等
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
芸
術
家
の
方
等
に
、
技
術
研
鑽
の

場
及
び
、
交
流
の
場
と
し
て
、
作
業
室

を
提
供
し
ま
す
。

　
工
房
内
で
、
講
師
か
ら
指
導
や
助
言

を
い
た
だ
き
、
竹
田
総
合
学
院
（
Ｔ
Ｓ

Ｇ
）
の
目
的
で
あ
る
人
材
育
成
や
起
業

支
援
は
も
と
よ
り
、
定
住
促
進
施
策
と

も
連
携
し
て
、
本
工
房
で
の
活
動
を
契

機
と
し
て
、
工
芸
家
・
芸
術
家
の
竹
田

市
へ
の
定
住
を
は
か
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
城
下
町
へ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
の
出

店
や
、
竹
楽
を
は
じ
め
と
す
る
竹
田
の

文
化
と
の
合
流
等
を
行
っ
て
い
く
こ
と

で
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
「
市
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
こ
と
」が
期
待
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

竹
田
市
企
画
情
報
課
　
文
化
・
地
域
振

興
室
　
☎
０
９
７
４-

６
３-

４
８
０
１

知っておきたい！血栓予防対策

竹田で第１回の
血栓フォーラム開催

←熱心に耳を傾ける
　参加者のみなさん

↑再生する旧竹田中学校校舎

旧竹田中学校を再生
「竹田市インキュベーション型工房」
９月議会で管理条例を制定

　入田地区にもやしの生産拠点を持つ
九州ジージーシー株式会社が、老朽化
した工場の改築及びカット野菜の生産
ラインの導入に伴う増設工事に着手す
ることが決定しました。９月３日、広
瀬勝貞県知事を訪問し増設表明が行わ
れ、翌４日には、増築工事安全祈願祭
が執り行われました。
　水本社長は、「流通の観点からする
と南九州エリアに工場を建設するとい
うことも考えられたが、何より一番に
頭に浮かんだのは、立ち上げ時から竹
田工場を支えてくれた地元の従業員の
顔だった。一日も早く新しい工場が軌
道に乗るよう頑張ってまいりたい。」
と、地域に根差した工場の発展に向
け、抱負を述べました。

　昭和27年10月27日から28日にかけて、川端康成
先生は竹田市を訪れています。28日には竹田高校で
講演され、当時、竹田高校生として講演の機会を得
た方々は、大いに感銘を与え、今なおその記憶を強
くしています。
　こうした歴史を今に活かして新たな未来を築いて
いくために、本年度も「記念講演会」を開催します。
日　時　10月3日（木）　13：30～（13:00開場）
場　所　大分県立竹田高等学校体育館
※一般駐車場は、旧竹田小学校跡地をご利用ください。
入場料　無　料
　　　　※一般参加者は、電話で参加申込みをお願いします。
●お申込み・お問い合せ
　竹田市企画情報課　☎0974-63-4801

主催　竹田市、竹田市教育委員会
共催　大分県立竹田高等学校
後援　財団法人 川端康成記念会、茨木市立川端康成文学館

「豊後高田市立図書館」、「ホルトホール大分」

市民による視察研修を開催！

100人が
学ぶ

もやし生産の原点、
「入田」の発展に寄与

ジージーシー
増築へ

童
門
冬
二 
先
生

講
　
師

　
作 

家
、愛
知
県
東
海
市
平
州
記
念
館
名
誉
館
長

第
５
回
川
端
康
成
記
念
講
演
会

歴
史
が
現
代
に

　
　語
り
か
け
る
も
の

10
3㈭

ど  

う

も  

ん

ふ  

ゆ

じ

い
こ
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農　業福　祉

　
新
鮮
で
安
心
な
農
産
物
や
加
工

品
を
提
供
し
て
い
る
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
事
業
は
、
少
量
販
売
が
し

づ
ら
か
っ
た
農
産
物
を
出
荷
す
る
こ

と
を
可
能
と
し
、
農
業
所
得
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
竹
田
市
で
は
、
直
売
所
に

出
荷
す
る
小
規
模
栽
培
施
設
整
備

（
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
）
及
び
一
体
的
に

整
備
す
る
灌
水
施
設
の
設
置
に
要

す
る
経
費
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
交
付
要
件
と
し
て
導
入
し
た
施

設
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

⑴
　
１
年
間
に
２
品
目
以
上
生
産

す
る
こ
と
。

⑵
　
地
域
に
お
け
る
新
規
作
物
を

栽
培
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
本
事
業
の
補
助
金
の
交

付
対
象
と
な
る
方
は
、
原
則
と
し

て
、
次
の
事
項
を
す
べ
て
満
た
す
方

で
す
。

①
竹
田
市
内
に
居
住
し
、
竹
田
市
農

業
委
員
会
に
登
録
し
、
ま
た
使

用
・
賃
貸
借
の
許
可
を
受
け
て
い

る
農
地
等
で
農
業
を
営
む
方

②
竹
田
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
出
荷

協
議
会
に
入
会
し
、（
一
社
）
農

村
商
社
わ
か
ば
へ
優
先
的
に
農

林
産
物
を
出
荷
す
る
よ
う
努
め

る
方

　
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
事
業
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申

込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
10

月
25
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
お
申
込
み
先

﹇
竹
田
地
域
﹈
竹
田
市
農
政
課
　
営

農
係
　
☎
６
３-

４
８
０
５

﹇
荻
地
域
﹈
竹
田
市
荻
支
所
　
産
業

建
設
課
　
☎
６
８-

２
２
１
５

﹇
久
住
地
域
﹈
竹
田
市
久
住
支
所
　

産
業
建
設
課
　
☎
７
６-

１
１
１
５

﹇
直
入
地
域
﹈
竹
田
市
直
入
支
所
　

産
業
建
設
課
　
☎
７
５-

２
２
１
４

　
竹
田
市
に
は
平
成
25
年
９
月
19

日
現
在
、
１
０
０
歳
以
上
の
方
が
35

人（
女
性
33
人・男
性
２
人
）い
ま
す
。

市
で
は
日
頃
か
ら
地
域
の
民
生
委

員
が
高
齢
者
宅
を
訪
問
す
る
な
ど
、

地
域
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
敬
老
の
週
間
に
あ

わ
せ
て
、
市
長
を
は
じ
め
、
社
会
福

祉
協
議
会
長
、
福
祉
事
務
所
長
な

ど
が
１
０
０
歳
を
越
え
る
方
を
訪

ね
、
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も

に
記
念
品
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま

す
。

　
９
月
19
日
、
首
藤
市
長
は
介
護

老
人
保
健
施
設
「
岡
の
苑
」
を
訪
問

し
、最
高
齢
の
佐
藤
正
未
世
さ
ん（
１

０
６
歳
）
ほ
か
３
名
の
１
０
０
歳
以

上
の
方
と
対
面
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
記
念
品
を
受
け
取

る
と
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
答
え
ま
し
た
。
先
に
亡
く

な
ら
れ
た
ご
主
人
と
と
も
に
、
農
業

に
従
事
。
苗
木
等
を
作
り
、
カ
ボ
ス

の
普
及
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
若
い

頃
か
ら
よ
く
働
き
、
体
が
丈
夫
に

な
っ
た
こ
と
が
長
寿
の
秘
訣
だ
そ
う

で
す
。

　
長
年
に
わ
た
り
社
会
の
た
め
に

尽
く
さ
れ
た
高
齢
者
の
み
な
さ
ん

全
員
に
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
。

直
売
所
に
出
荷
す
る

野
菜
生
産
を
支
援
し
ま
す
！

竹
田
市
産
直
野
菜
少
量
多
品
目
生
産
対
策
事
業

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

市内最高齢

106
　　　　 歳

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
９
月
９
日
、
大
分
県
養
豚
協
会
の
取

り
組
み
で
、
市
内
の
養
豚
農
家
が
地
元

産
豚
肉
の
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
て
、

安
全
に
育
て
ら
れ
た
豚
肉
１
２
０
㎏
を

小
中
学
校
に
無
償
で
提
供
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
竹
田
地
区
と
荻
地
区
の
小

中
学
校
に
、
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
「
ト
ン

カ
ツ
」
の
食
材
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
し

た
。
児
童
は
「
お
い
し
い
！
」
と
笑
顔

で
た
い
ら
げ
て
い
ま
し
た
。

　
竹
田
市
は
、
県
内
一
の
養
豚
の
産
地

で
す
。
安
心
安
全
な
環
境
で
育
て
ら
れ

た
豚
肉
の
お
い
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
「
食
育
」
に

も
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

↑農業所得の向上が期待されます！

↑記念品を受け取る最高齢の佐藤正未世さん（106歳）

地
元
産
の
あ
ん
し
ん

豚
肉
食
べ
て
♡

養
豚
農
家
が
市
内
小
中
学
校
給
食
に
提
供

　８月30日、第７回竹田市畜産共進
会が久住家畜審査場で開かれました。
　市内の畜産農家が肉用牛71頭、乳
用牛10頭を出品。審査の結果、肉用
牛では吉野純子さん（直入）の「ゆり」
「ふみふく12号の２」「ふみふく12
号」、また乳用牛では志賀邦浩さん（久
住）の「YMDヘイブンファントム」が
グランドチャンピオンに輝きました。
　上位入賞牛は、大分県畜産共進会へ
竹田市代表として出品されます。その
ほかの主な結果は次のとおり。

【肉用牛】１区・佐藤忠直／２区・大
窪統御／３区・佐藤幸生／４区・森田
政利／６区・吉野純子
【乳用牛】育成・はみんぐまむ／初妊・
志賀邦浩　　　　　　　　   （敬称略）

敬老会補助金を交付します！
申請は10／ 31（木）まで

　竹田市では自治会、地区社協等の団体が敬老行事を
行った場合、対象者（70歳以上の方）１人に対し800円の
補助金を交付します。この補助金は、地域社会に貢献さ
れてきた高齢者の方々の長寿を祝い、地域住民との交流
により高齢者が住みなれた地域で安心して暮らせる環境
づくりを目的に交付するものです。敬老行事を実施された
団体は、申請してください。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所管理係　☎63-4811

106歳　佐藤正未世（竹田・百木）

104歳　相良　貞子（竹田・寺町）

103歳

　堀　ヤチヨ（竹田・滝部） 倉𠩤　久古（竹田・三砂）
　相馬　初枝（竹田・宮戸） 藤井ヒテ子（竹田・上飛田）
　今永スエ子（荻・田代）

102歳

　內田サエ子（竹田・菅生中央） 阿南　　明（竹田・井手の上）
　児玉　キク（竹田・橋宇津） 𠮷田フジミ（竹田・長小野）

101歳

　夏目サカエ（竹田・東） 橋爪ヨシ子（竹田・上坂下）
　藤井スゞ子（荻・宮平） 大久保タマヲ（久住・向原）
　本郷英美子（竹田・太田原） 工藤　惠子（竹田・東中）
　大塚美代子（久住・青柳） 工藤テツヨ（竹田・松恵）
　小出　清子（荻・桜町東）

100歳

　仁部屋ツヤコ（直入・梶尾） 後藤ミユキ（竹田・羽恵）
　尼子シズ子（竹田・次倉中央） 山口　大士（竹田・上鹿口）
　田中カナエ（竹田・提灯谷） 森　ミヨシ（竹田・橋宇津）
　佐藤　ミス（竹田・上今） 佐藤ヤチヨ（竹田・上今）
　佐藤アヤ子（竹田・悠々居） 佐藤ユキヱ（直入・上野）
　佐藤　スミ（竹田・山手） 古莊　正代（直入・上野）
　古庄ヒデコ（久住・栢木） 金子ユキコ（直入・美晴が丘）
　甲斐　豊香（竹田・東中）

「竹田ブランド」PRに期待！
平成25年度第７回竹田市畜産共進会

↑市内８業者からの「豚肉」贈呈式↑市内で育った豚肉いただきます！

　（地区名・敬称略）
ま
　
み
　
よ
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農　業福　祉

　
新
鮮
で
安
心
な
農
産
物
や
加
工

品
を
提
供
し
て
い
る
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
事
業
は
、
少
量
販
売
が
し

づ
ら
か
っ
た
農
産
物
を
出
荷
す
る
こ

と
を
可
能
と
し
、
農
業
所
得
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
竹
田
市
で
は
、
直
売
所
に

出
荷
す
る
小
規
模
栽
培
施
設
整
備

（
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
）
及
び
一
体
的
に

整
備
す
る
灌
水
施
設
の
設
置
に
要

す
る
経
費
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
交
付
要
件
と
し
て
導
入
し
た
施

設
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

⑴
　
１
年
間
に
２
品
目
以
上
生
産

す
る
こ
と
。

⑵
　
地
域
に
お
け
る
新
規
作
物
を

栽
培
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
本
事
業
の
補
助
金
の
交

付
対
象
と
な
る
方
は
、
原
則
と
し

て
、
次
の
事
項
を
す
べ
て
満
た
す
方

で
す
。

①
竹
田
市
内
に
居
住
し
、
竹
田
市
農

業
委
員
会
に
登
録
し
、
ま
た
使

用
・
賃
貸
借
の
許
可
を
受
け
て
い

る
農
地
等
で
農
業
を
営
む
方

②
竹
田
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
出
荷

協
議
会
に
入
会
し
、（
一
社
）
農

村
商
社
わ
か
ば
へ
優
先
的
に
農

林
産
物
を
出
荷
す
る
よ
う
努
め

る
方

　
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
事
業
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申

込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
10

月
25
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
お
申
込
み
先

﹇
竹
田
地
域
﹈
竹
田
市
農
政
課
　
営

農
係
　
☎
６
３-

４
８
０
５

﹇
荻
地
域
﹈
竹
田
市
荻
支
所
　
産
業

建
設
課
　
☎
６
８-

２
２
１
５

﹇
久
住
地
域
﹈
竹
田
市
久
住
支
所
　

産
業
建
設
課
　
☎
７
６-

１
１
１
５

﹇
直
入
地
域
﹈
竹
田
市
直
入
支
所
　

産
業
建
設
課
　
☎
７
５-

２
２
１
４

　
竹
田
市
に
は
平
成
25
年
９
月
19

日
現
在
、
１
０
０
歳
以
上
の
方
が
35

人（
女
性
33
人・男
性
２
人
）い
ま
す
。

市
で
は
日
頃
か
ら
地
域
の
民
生
委

員
が
高
齢
者
宅
を
訪
問
す
る
な
ど
、

地
域
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
敬
老
の
週
間
に
あ

わ
せ
て
、
市
長
を
は
じ
め
、
社
会
福

祉
協
議
会
長
、
福
祉
事
務
所
長
な

ど
が
１
０
０
歳
を
越
え
る
方
を
訪

ね
、
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も

に
記
念
品
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま

す
。

　
９
月
19
日
、
首
藤
市
長
は
介
護

老
人
保
健
施
設
「
岡
の
苑
」
を
訪
問

し
、最
高
齢
の
佐
藤
正
未
世
さ
ん（
１

０
６
歳
）
ほ
か
３
名
の
１
０
０
歳
以

上
の
方
と
対
面
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
記
念
品
を
受
け
取

る
と
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
答
え
ま
し
た
。
先
に
亡
く

な
ら
れ
た
ご
主
人
と
と
も
に
、
農
業

に
従
事
。
苗
木
等
を
作
り
、
カ
ボ
ス

の
普
及
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
若
い

頃
か
ら
よ
く
働
き
、
体
が
丈
夫
に

な
っ
た
こ
と
が
長
寿
の
秘
訣
だ
そ
う

で
す
。

　
長
年
に
わ
た
り
社
会
の
た
め
に

尽
く
さ
れ
た
高
齢
者
の
み
な
さ
ん

全
員
に
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
。

直
売
所
に
出
荷
す
る

野
菜
生
産
を
支
援
し
ま
す
！

竹
田
市
産
直
野
菜
少
量
多
品
目
生
産
対
策
事
業

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

市内最高齢

106
　　　　 歳

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
９
月
９
日
、
大
分
県
養
豚
協
会
の
取

り
組
み
で
、
市
内
の
養
豚
農
家
が
地
元

産
豚
肉
の
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
て
、

安
全
に
育
て
ら
れ
た
豚
肉
１
２
０
㎏
を

小
中
学
校
に
無
償
で
提
供
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
竹
田
地
区
と
荻
地
区
の
小

中
学
校
に
、
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
「
ト
ン

カ
ツ
」
の
食
材
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
し

た
。
児
童
は
「
お
い
し
い
！
」
と
笑
顔

で
た
い
ら
げ
て
い
ま
し
た
。

　
竹
田
市
は
、
県
内
一
の
養
豚
の
産
地

で
す
。
安
心
安
全
な
環
境
で
育
て
ら
れ

た
豚
肉
の
お
い
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
「
食
育
」
に

も
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

↑農業所得の向上が期待されます！

↑記念品を受け取る最高齢の佐藤正未世さん（106歳）

地
元
産
の
あ
ん
し
ん

豚
肉
食
べ
て
♡

養
豚
農
家
が
市
内
小
中
学
校
給
食
に
提
供

　８月30日、第７回竹田市畜産共進
会が久住家畜審査場で開かれました。
　市内の畜産農家が肉用牛71頭、乳
用牛10頭を出品。審査の結果、肉用
牛では吉野純子さん（直入）の「ゆり」
「ふみふく12号の２」「ふみふく12
号」、また乳用牛では志賀邦浩さん（久
住）の「YMDヘイブンファントム」が
グランドチャンピオンに輝きました。
　上位入賞牛は、大分県畜産共進会へ
竹田市代表として出品されます。その
ほかの主な結果は次のとおり。

【肉用牛】１区・佐藤忠直／２区・大
窪統御／３区・佐藤幸生／４区・森田
政利／６区・吉野純子
【乳用牛】育成・はみんぐまむ／初妊・
志賀邦浩　　　　　　　　   （敬称略）

敬老会補助金を交付します！
申請は10／ 31（木）まで

　竹田市では自治会、地区社協等の団体が敬老行事を
行った場合、対象者（70歳以上の方）１人に対し800円の
補助金を交付します。この補助金は、地域社会に貢献さ
れてきた高齢者の方々の長寿を祝い、地域住民との交流
により高齢者が住みなれた地域で安心して暮らせる環境
づくりを目的に交付するものです。敬老行事を実施された
団体は、申請してください。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所管理係　☎63-4811

106歳　佐藤正未世（竹田・百木）

104歳　相良　貞子（竹田・寺町）

103歳

　堀　ヤチヨ（竹田・滝部） 倉𠩤　久古（竹田・三砂）
　相馬　初枝（竹田・宮戸） 藤井ヒテ子（竹田・上飛田）
　今永スエ子（荻・田代）

102歳

　內田サエ子（竹田・菅生中央） 阿南　　明（竹田・井手の上）
　児玉　キク（竹田・橋宇津） 𠮷田フジミ（竹田・長小野）

101歳

　夏目サカエ（竹田・東） 橋爪ヨシ子（竹田・上坂下）
　藤井スゞ子（荻・宮平） 大久保タマヲ（久住・向原）
　本郷英美子（竹田・太田原） 工藤　惠子（竹田・東中）
　大塚美代子（久住・青柳） 工藤テツヨ（竹田・松恵）
　小出　清子（荻・桜町東）

100歳

　仁部屋ツヤコ（直入・梶尾） 後藤ミユキ（竹田・羽恵）
　尼子シズ子（竹田・次倉中央） 山口　大士（竹田・上鹿口）
　田中カナエ（竹田・提灯谷） 森　ミヨシ（竹田・橋宇津）
　佐藤　ミス（竹田・上今） 佐藤ヤチヨ（竹田・上今）
　佐藤アヤ子（竹田・悠々居） 佐藤ユキヱ（直入・上野）
　佐藤　スミ（竹田・山手） 古莊　正代（直入・上野）
　古庄ヒデコ（久住・栢木） 金子ユキコ（直入・美晴が丘）
　甲斐　豊香（竹田・東中）

「竹田ブランド」PRに期待！
平成25年度第７回竹田市畜産共進会

↑市内８業者からの「豚肉」贈呈式↑市内で育った豚肉いただきます！

　（地区名・敬称略）
ま
　
み
　
よ
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市長コラム
〈第50回〉

↑野中信孝大分県教育長に要望書を手渡す首藤市長

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←故黒川哲郎先生が設計を手
掛けた「グリーンピア天神」

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

結
界
を
越
え
て
、な
お
発
信
さ
れ
続
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

故
黒
川
哲
郎
先
生
を
偲
び
つ
つ

地
域
の
教
育
を

地
域
で
支
え
る

　
平
成
25
年
度
の
竹
田
市
内
の
中
学
校

の
卒
業
生
徒
数
が
例
年
に
比
べ
減
少
す

る
こ
と
か
ら
、
現
在
１
学
年
４
学
級
を

維
持
す
る
竹
田
高
校
の
学
級
減
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
大
分

県
教
育
委
員
会
教
育
長
へ
竹
田
高
校
の

入
学
定
員
の
維
持
と
教
職
員
の
人
材
確

保
に
よ
る
指
導
強
化
に
関
す
る
要
望
書

の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
徒
数
の
減
少
は
、
地
域
経
済
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
保
護
者
や
地
域
の
方
々
、

そ
し
て
竹
田
高
校
の
同
窓
会
の
み
な
さ

ん
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
伝
え
ま
し

た
。

　
突
然
の
訃
報
に
茫
然
自
失…

。
幾
度
と
な
く
経
験
さ
せ

ら
れ
た
身
で
は
あ
る
が
、
そ
の
驚
き
や
悲
し
み
は
色
も
違

い
、
深
さ
も
広
さ
も
違
う
。
当
然
だ
ろ
う
。
結
界
を
越
え
て

い
か
れ
た
故
人
と
の
接
点
の
濃
さ
、
出
会
い
の
時
、
さ
ら
に

は
交
わ
し
た
言
葉
の
数
々
と
つ
ら
な
る
縁
が
色
と
な
り
、

深
み
と
な
り
、
そ
し
て
広
が
っ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。

　
７
月
末
日
、
１
通
の
手
紙
を
手
に
、
茫
然
自
失
し
て
い
る

自
分
が
あ
っ
た
。

　『「
黒
川
哲
郎
へ
の
献
花
の
集
い
」 

―
― 

建
築
家
・
東
京

藝
術
大
学
名
誉
教
授
　
黒
川
哲
郎
は
、
去
る
５
月
29
日
、

69
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た
』。
こ
の
知
ら
せ
は
奥
様
の

洋
子
さ
ん
か
ら
届
け
ら
れ
た
。

　
手
紙
に
よ
る
と
、
黒
川
先
生
は
平
成
20
年
９
月
に
病
魔
に

犯
さ
れ
４
年
８
ヶ
月
の
闘
病
生
活
を
過
ご
さ
れ
た
も
の
の
、

退
任
ま
で
務
め
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
。
こ
の
ほ
ど
黒
川

研
究
室
О
Ｂ
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
故
人
ゆ
か
り
の
上
野

の
杜
で『
献
花
の
集
い
』が
開
催
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　
手
紙
に
目
を
通
し
な
が
ら
、
最
初
で
最
後
の
出
会
い
と

な
っ
た
日
の
こ
と
を
思
い
起
こ
し
た
。
芹
川
の
ほ
と
り
の
喫

茶
店
だ
っ
た
。
10
年
ほ
ど
前
の
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
そ
れ
で

も
、
長
身
で
颯
爽
と
し
た
都
会
人
、
長
髪
で
ど
こ
と
な
く
映

画
監
督
の
山
田
洋
二
さ
ん
に
似
て
い
た
の
を
い
ま
で
も
は
っ

き
り
と
思
い
出
す
。
会
話
の
内
容
も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い

る
。「
あ
な
た
が
手
が
け
ら
れ
た
長
湯
温
泉
文
化
本
に
私
の

母
方
の
祖
父
が
出
て
く
る
ん
で
す
」
と
先
生
は
話
を
切
り

出
さ
れ
た
。
先
生
が
指
差
し
た
写
真
の
人
、
そ
れ
は
何
と

長
湯
温
泉
の
大
恩
人
で
あ
る
松
尾
武
幸
博
士
で
あ
っ
た
。

当
時
、
九
州
帝
国
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
松
尾
博
士
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
温
泉
療
養
に
学
び
、
炭
酸
泉
を
活
用
し
た

治
療
に
注
目
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
炭
酸
泉
に
遜
色
な
い
長
湯
温

泉
に
出
会
い
、
日
本
で
初
め
て
温
泉
治
療
を
提
唱
し
た
温

泉
ド
ク
タ
ー
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
先
生
が
詠
ん
だ
『
飲
ん
で
効
き
長
湯
し
て
利
く
長
湯
の

お
湯
は
　
心
臓
胃
腸
に
血
の
薬
』
の
歌
は
石
碑
に
刻
ま
れ
、

長
湯
温
泉
の
あ
る
べ
き
方
向
を
今
も
私
た
ち
に
示
し
て
く

れ
る
。

　
こ
の
関
係
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
実
は
、
黒
川
先
生
の
こ

と
が
あ
の
日
以
来
ず
っ
と
私
の
記
憶
に
残
っ
て
い
た
の
は
、

先
生
の
ル
ー
ツ
が
竹
田
で
あ
る
か
ら
だ
っ
た
。
そ
れ
も
、
画

聖
田
能
村
竹
田
先
生
の
血
筋
を
受
け
継
ぐ
人
な
の
で
あ
る
。

竹
田
顕
彰
会
を
立
ち
上
げ
た
文
人
、
故
黒
川
文
哲
氏
ら
に

も
つ
ら
な
る
。

　
手
紙
を
い
た
だ
い
た
そ
の
日
、
私
は
奥
様
に
お
悔
や
み

の
電
話
を
差
し
上
げ
た
。
あ
の
日
の
出
会
い
で
、
私
は
ど
う

し
て
も
奥
様
に
伝
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
と

し
て
、
黒
川
先
生
ゆ
か
り
の
こ
の
竹
田
に
先
生
が
納
得
の
い

く
作
品
を
残
し
て
ほ
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
天
神
に
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
天
神
」
も
先
生
が
手

が
け
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
条
件
が
あ
ま
り
に

も
過
酷
で
あ
っ
た
。
世
界
に
通
用
し
、
未
来
に
誇
り
を
授
け

ら
れ
る
作
品
を
残
し
た
い
、
ま
た
残
し
て
ほ
し
い
と
語
り

合
っ
た
こ
と
を
奥
様
に
伝
え
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
電
話
の

向
こ
う
で
、
奥
様
は
声
を
詰
ま
ら
せ
た
。「
黒
川
に
と
っ
て
、

竹
田
は
か
け
が
え
の
な
い
土
地
だ
っ
た
の
で
す
」
と
。

　
そ
の
後
、
東
京
の
洋
子
さ
ん
か
ら
一
冊
の
本
が
届
け
ら
れ

た
。
田
能
村
竹
田
が
こ
の
世
に
残
し
た
画
論
、
有
名
な
『
山

中
人
饒
舌
』
の
訳
解
で
あ
っ
た
。
著
者
は
竹
谷
長
二
郎
氏
、

改
訂
を
担
当
し
た
の
は
大
越
雅
子
さ
ん
、
そ
し
て
黒
川
洋

子
さ
ん
ご
本
人
で
あ
る
。
雅
子
さ
ん
と
洋
子
さ
ん
は
姉
妹
、

著
者
で
あ
る
竹
谷
先
生
の
娘
さ
ん
た
ち
で
も
あ
る
。

　
た
と
え
そ
の
肉
体
は
地
上
か
ら
消
え
た
と
し
て
も
、
感

性
や
愛
情
は
、
あ
ら
ゆ
る
形
の
遺
伝
子
と
な
っ
て
愛
し
た

土
地
に
帰
還
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
あ
ら
た
め
て
、
黒
川
哲
郎
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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11月１日は「おおいた教育の日」です
平成25年度　「おおいた教育の日」普及期間（10/1 ～ 11/30）関連行事（主なもののみ）

事業・行事名 主催者 実施日時 開催場所 概　　　　要

日曜参観 竹田小学校
（☎0974-63-1062）

10月20日㈰
9:00～11:30 竹田小学校体育館・教室

授業公開・人権講演会
（講師：子育てシンガー　Monさん）
「生まれてきてくれてありがとう」

①「親子で聞く講演会」
②「親子ふれあいレク」

豊岡小学校・PTA
（☎0974-63-1063）

10月20日㈰
①9:50～11:40
②12:40～15:10

豊岡小学校体育館 親子のコミュニケーションをテーマにした栗
木剛さんの講演と親子レク

学校公開
（ふれあい授業）

南部小学校
（☎0974-63-1064）

10月15日㈫
8:25～10:00 南部小学校 授業公開、地域の方とのふれあい授業

合同努力遠足 祖峰小学校（☎0974-62-2956）
菅生小学校（☎0974-65-2221）

11月8日㈮
8:30～15:00 越敷岳 祖峰小と菅生小との合同努力遠足

第22回入田地区合同文
化祭

入田地区社会福祉協議会
（入田分館　☎0974-62-2955）

11月23日㈯
10:00～12:40 祖峰小学校体育館 高齢者を招待、祖峰小児童の学習発表あり

祖父母学級 菅生小学校
（☎0974-65-2221）

10月29日㈫
9:30～12:30 菅生小学校体育館 授業公開、祖父母の方々とのふれあい活動等

学校公開
（敬老福祉・食彩まつり）

宮城台小学校
（☎0974-66-2053） 10月27日㈰ 宮城台小学校

教室・体育館
学校の授業を公開し、地域行事に全校で参
加。

城原っ子フェステｨバル 城原小学校
（☎0974-66-2013）

11月17日㈰
9:00～13:00 城原小学校体育館・教室 栽培した米・野菜の収穫祭及び児童の学習発

表会
人権講演会及び親子ふ
れあい集会

荻小学校PTA
（☎0974-68-2006）

10月19日㈯
10:30～15:00 荻小学校 人権に関する講演会と親子ふれあい集会

チャレンジ大会 白丹小学校
（☎0974-76-1151）

10月22日㈫
10:15～12:00 白丹小学校体育館 体育学習（マット運動）の発表

筑紫久嶺をしのぶ会 久住小学校
（☎0974-76-0019） 10月3日㈭ 久住公民館 ５年生が久住町内の高齢者に筑紫久嶺の偉

業を説明する。
九州へき地教育研究発
表

都野小学校（☎0974-77-2003）
都野中学校（☎0974-77-2004）

10月25日㈮
9:00～12:25 都野小中学校 都野小中学校にて竹田郷土学や協調学習の

公開授業発表

ふれあい学級 直入小学校
（☎0974-75-2250） 10月28日㈪ 直入小学校体育館 授業公開、地域の方々や祖父母との交流活動

竹田市駅伝大会 竹田市中学校体育連盟（竹田中 大
崎慶史郎　☎0974-63-1070）

10月29日㈫
9:00～12:00 久住マラソンコース 市内全中学校参加の駅伝大会

毎年、多数観戦有り

蛍雪祭（文化祭） 竹田中学校
（☎0974-63-1070）

11月24日㈰
9:00～15:30 竹田中学校体育館 演劇・展示・合唱・吹奏楽部演奏など文化的活

動の発表

竹田南部中学校文化祭 竹田南部中学校
（☎0974-63-1072） 11月23日㈯ 竹田南部中学校 学年劇、合唱、展示、吹奏楽部の演奏

文化祭 緑ヶ丘中学校生徒会
（☎0974-68-2012）

11月23日㈯
9:00～15:30 荻総合福祉健康センター 演劇・合唱の発表、絵画や教科作品の展示

校内文化祭 久住中学校
（☎0974-76-0049）

11月23日㈯
8:30～16:30 くじゅうサンホール 生徒の演劇、合唱の発表と教科展示

都野中学校文化祭 都野中学校
（☎0974-77-2004）

11月23日㈯
9:00～15:30 都野中学校体育館 各学年による劇や歌の発表

文化祭 直入中学校
（☎0974-75-2260）

11月23日㈯
9:00～15:00 直入中学校体育館 学年劇・合唱・作品展示等

いも掘り集会 しらゆり幼稚園
（☎0974-63-2223） 11月上旬 竹田市挾田の畑 園児と地域の方との交流、さつま芋の収穫

なかよし幼稚園パートⅡ 竹田市公立幼稚園会
（南部幼稚園　☎0974-63-1084） 11月21日㈭ 南部小学校体育館 竹田・南部・直入幼稚園３園の園児たちの交

流会

いもほり 竹田幼稚園
（☎0974-63-1081） 11月6日㈬ 竹田市上鹿口の畑 園児と上鹿口老人クラブの方々によるさつま

芋の収穫

ふれあい収穫祭 南部幼稚園
（☎0974-63-1084） 11月上旬 幼稚園の近所の畑 園児と君ヶ園老人クラブの方々によるさつま

芋の収穫と交流会

祖父母参観 直入幼稚園
（☎0974-75-2230） 10月25日㈮ 直入幼稚園 祖父母参観、竹馬・お手玉づくり・だんご汁

づくり

第２回オープンスクール 竹田南高等学校
（☎0974-63-3223）

11月2日㈯
8:30～ 竹田南高等学校 授業・部活動・学食の見学と体験

授業公開 竹田高等学校
（☎0974-63-3401）

11月1日㈮～14日㈭
8:35～12:25 竹田高校 日常の教育活動の様子を公開

学園祭 三重総合高等学校久住校
（☎0974-77-2200）

11月17日㈰
10:00～13:00

三重総合高等学校久住
校 農場生産物販売、バザー等

地域ふれあい作品展 竹田支援学校
（☎0974-63-0722）

10月25日㈮～
11月1日㈮ サンリブ竹田 授業の様子や制作した絵画、作品等の紹介

竹田市日本語弁論大会 竹田教育振興協議会
（直入教育会館  ☎0974-63-3105） 11月28日㈭ 都野中学校 市内中学生による日本語の弁論大会

瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭 竹田教育振興協議会
（直入教育会館  ☎0974-63-3105） 11月1日㈮ 竹田中学校 市内の幼稚園・小学校・中学校による演奏発

表会
第67回瀧廉太郎記念
全日本高等学校声楽コン
クール

竹田市・竹田市教育委員会・瀧廉
太郎記念音楽祭実行委員会
（生涯学習課　☎0974-63-4817）

10月18日㈮～
10月20日㈰ くじゅうサンホール 全国から高校生が集う声楽コンクール

広瀬武夫杯争奪少年柔
道大会

竹田市柔道連盟・広瀬武夫顕彰会
（文化財課　☎0974-63-4818） 11月24日㈰ 大分県立竹田高校体育

館 柔道家広瀬武夫の顕彰と青少年の健全育成

教育講演会並びに着ぐる
み人形劇

竹田市公立幼稚園PTA連合会
（南部幼稚園　☎0974-63-1084） 11月13日㈬ 竹田市総合社会福祉セ

ンター
保護者には就学前教育講演、子どもたちには
人形劇

第 6 5 回 画 聖「田 能 村 竹
田」先生をしのぶ美術祭
特賞展

竹田市・竹田市教育委員会
（生涯学習課　☎0974-63-4817）

①11月1日㈮～11月4日㈪
②11月12日㈫～11月17日㈰

①久住公民館
②市民ギャラリー水琴館 小中高校生の絵画、書道の特賞作品の展示

詳細は、各行事の主催者までお問い合わせください。

竹田市教育推進連絡協議会（事務局：竹田市教育委員会　学校教育課　☎0974-63-4833）
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10月18㈮日 18：30～　開会式・歓迎レセプション 19㈯日 13：00～　
予選

20㈰日 11：00～　
本選

後　援　文部科学省・大分県・ライプツィヒ市・公益社団法人 全国高等学校文化連盟・公益社団法人 ツーリズムおおいた・毎日新聞社・読売新聞西部本社・西日本新聞社・
　　　　朝日新聞社・大分合同新聞社・NHK大分放送局・OBS大分放送・TOSテレビ大分・OAB大分朝日放送・エフエム大分・ANA全日空・竹田商工会議所・
　　　　竹田ロータリークラブ・竹田ライオンズクラブ・瀧廉太郎会・竹田市観光ツーリズム協会・竹田市文化連盟・大分県芸術文化振興会議（平成25年4月1日現在）

会　場　久住公民館くじゅうサンホール
　　　　  （竹田市久住町大字久住 6154　電話：0974-76-0717）
 主  催　竹田市・竹田市教育委員会・大分県教育委員会・
　　　　瀧廉太郎記念音楽祭実行委員会
●お問い合せ　瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール事務局
　　　　　　　TEL 0974-63-4817

感動を生み出す「若々しい歌声」の競演
第67回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール

瀧
廉
太
郎
に
敬
意
を
込
め
て
―
―

西田　昂平
三重県立四日市南高等
学校３年

山岸　裕梨
名古屋市立菊里高等学
校２年

早坂　　卓
宮城県立仙台南高等学
校３年

石田　唯斗
愛媛県済美高等学校３
年

池田　彩乃
長野県立小諸高等学校
２年

北門　華音
広島音楽高等学校３年

石井　桐花
日本音楽高等学校３年

岡　　友一
岡山県立倉敷青陵高等
学校２年

松澤　梨奈
神奈川県立弥栄高等学
校２年

山本　卓也
石川県立金沢二水高等
学校３年

鈴木　舜弥
北海道名寄高等学校３
年

屋嘉比奈々
沖縄県立名護高等学校
３年

深川　　蛍
佐賀女子短期大学付属
佐賀女子高等学校２年

灰谷　美月
滋賀県立石山高等学校
３年

石川　亜美
徳島県立城東高等学校
３年

荒川　茉㮈
宇都宮短期大学附属高
等学校３年

貴志　歩美
和歌山県立桐蔭高等学
校２年

中村　　仁
大分県立芸術緑丘高等
学校１年

髙橋　和真
山形県立山形北高等学
校３年

大上　りあ
奈良県立高田高等学校
２年

磯田健太郎
大分県立芸術緑丘高等
学校３年

渡辺　絢子
宮城県立仙台南高等学
校３年

貞松　　響
京都市立京都堀川音楽
高等学校３年

森實あかり
香川県立坂出高等学校
２年

飛山　千香
宮崎県立延岡高等学校
３年

第67回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール出場者のみなさん（敬称略）

　全国の高校生が瀧廉太郎ゆかりの町・竹田に集い、日本一を目指します。今年も新たな感動のドラマが大会の歴史に刻
まれることでしょう。市民のみなさんも若き声楽家たちを応援しませんか。ぜひ会場にお越しください。

入場無料　

ウィーン留学報告演奏会  10/20 ㈰　12:30 ～
昨年１位の山田晃也さん（鹿児島国際大学１年）、第２
位の寺島弘城さん（東京藝術大学１年）がウィーン留学
を経て、成長した歌唱を披露してくれます。

古賀　千聡
福岡県立三池高等学校
３年

河本　陽香
松柏学院倉吉北高等学
校３年

野田　桜子
熊本市立必由館高等学
校３年

富永果捺子
活水高等学校３年

森　　由貴
神戸海星女子学院高等
学校３年

市來　美佳
鹿児島県立松陽高等学
校３年

清水一智子
北海道札幌国際情報高
等学校３年

渡邊美沙季
島根県立松江東校等学
校２年

【瀧廉太郎賞】
　ウィーン留学助成　１位60万円　　２位40万円
【文部科学大臣奨励賞】【ライプツィヒ賞】
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10月18㈮日 18：30～　開会式・歓迎レセプション 19㈯日 13：00～　
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20㈰日 11：00～　
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会　場　久住公民館くじゅうサンホール
　　　　  （竹田市久住町大字久住 6154　電話：0974-76-0717）
 主  催　竹田市・竹田市教育委員会・大分県教育委員会・
　　　　瀧廉太郎記念音楽祭実行委員会
●お問い合せ　瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール事務局
　　　　　　　TEL 0974-63-4817

感動を生み出す「若々しい歌声」の競演
第67回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール

瀧
廉
太
郎
に
敬
意
を
込
め
て
―
―

西田　昂平
三重県立四日市南高等
学校３年

山岸　裕梨
名古屋市立菊里高等学
校２年

早坂　　卓
宮城県立仙台南高等学
校３年

石田　唯斗
愛媛県済美高等学校３
年

池田　彩乃
長野県立小諸高等学校
２年

北門　華音
広島音楽高等学校３年

石井　桐花
日本音楽高等学校３年

岡　　友一
岡山県立倉敷青陵高等
学校２年

松澤　梨奈
神奈川県立弥栄高等学
校２年

山本　卓也
石川県立金沢二水高等
学校３年

鈴木　舜弥
北海道名寄高等学校３
年

屋嘉比奈々
沖縄県立名護高等学校
３年

深川　　蛍
佐賀女子短期大学付属
佐賀女子高等学校２年

灰谷　美月
滋賀県立石山高等学校
３年

石川　亜美
徳島県立城東高等学校
３年

荒川　茉㮈
宇都宮短期大学附属高
等学校３年

貴志　歩美
和歌山県立桐蔭高等学
校２年

中村　　仁
大分県立芸術緑丘高等
学校１年

髙橋　和真
山形県立山形北高等学
校３年

大上　りあ
奈良県立高田高等学校
２年

磯田健太郎
大分県立芸術緑丘高等
学校３年

渡辺　絢子
宮城県立仙台南高等学
校３年

貞松　　響
京都市立京都堀川音楽
高等学校３年

森實あかり
香川県立坂出高等学校
２年

飛山　千香
宮崎県立延岡高等学校
３年

第67回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール出場者のみなさん（敬称略）

　全国の高校生が瀧廉太郎ゆかりの町・竹田に集い、日本一を目指します。今年も新たな感動のドラマが大会の歴史に刻
まれることでしょう。市民のみなさんも若き声楽家たちを応援しませんか。ぜひ会場にお越しください。

入場無料　

ウィーン留学報告演奏会  10/20 ㈰　12:30 ～
昨年１位の山田晃也さん（鹿児島国際大学１年）、第２
位の寺島弘城さん（東京藝術大学１年）がウィーン留学
を経て、成長した歌唱を披露してくれます。

古賀　千聡
福岡県立三池高等学校
３年

河本　陽香
松柏学院倉吉北高等学
校３年

野田　桜子
熊本市立必由館高等学
校３年

富永果捺子
活水高等学校３年

森　　由貴
神戸海星女子学院高等
学校３年

市來　美佳
鹿児島県立松陽高等学
校３年

清水一智子
北海道札幌国際情報高
等学校３年

渡邊美沙季
島根県立松江東校等学
校２年

【瀧廉太郎賞】
　ウィーン留学助成　１位60万円　　２位40万円
【文部科学大臣奨励賞】【ライプツィヒ賞】
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竹田市民なら知っておきたい！

↑現在の追分地点（右が古井戸）

96

豊後追分　―直入町　上野―

〽
や
が
て
お
別
れ
豊
後
と
お
別
れ
よ

　
ま
た
逢
う
日
ま
で
達
者
で
な

　
こ
こ
が
追
分
府
内
に
八
里
よ

　
三
里
下
れ
ば
岡
の
藩

　「
こ
こ
が
追
分
」
と
追
分
節
で
唄

わ
れ
る
追
分
は
現
在
の
直
入
町
上
野

地
区
に
あ
る
追
分
の
こ
と
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
に
は
参
勤
交
代
道
路

の
肥
後
街
道
と
岡
藩
中
川
氏
の
参

勤
交
代
街
道
の
交
差
す
る
所
で
交

通
の
要
所
と
し
て
栄
え
た
。

　
熊
本
か
ら
の
肥
後
街
道
は
西
か

ら
は
肥
後
領
か
ら
岡
領
境
川
、
四
ッ

口
古
屋
敷
を
経
て
上
野
追
分
を
通

り
、
東
へ
神
堤
今
市
を
経
て
府
内
へ

至
る
。一
方
、
南
の
岡
藩
か
ら
は
竹

田
を
発
し
小
高
野
新
屋
敷
か
ら
追

分
に
上
り
北
へ
は
上
野
栃
原
を
経

て
湯
の
原
温
泉
に
達
し
、
更
に
黒
岳

山
麓
の
本
峠
を
越
え
て
森
館
に
通

じ
た
。
つ
ま
り
追
分
は
両
街
道
の
交

差
点
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
要
所
で
あ
り
な
が

ら
肥
後
領
手
永
の
徳
尾
村
（
久
住

町
境
川
）
か
ら
追
分
を
通
り
岡
領

梨
原
組
堤
村
の
間
は
近
世
初
期
の

こ
ろ
は
人
家
が
無
く
盗
賊
が
出
没

し
て
旅
人
を
苦
し
め
た
。
こ
の
よ
う

な
実
情
か
ら
岡
藩
主
中
川
入
山
は

両
街
道
の
ほ
ぼ
中
間
点
に
あ
た
る

四
ッ
口
に
人
家
を
造
ら
せ
た
。
こ
の

結
果
慶
安
三
年
（
１
６
５
０
）
に
は

栢
木
村
上
四
ッ
口
に
二
軒
、
下
四
ッ

口
に
二
軒
、
長
野
組
下
四
ッ
口
に
二

軒
、
計
六
軒
の
人
家
が
で
き
た
。
そ

の
後
だ
ん
だ
ん
人
家
も
多
く
な
り

肥
後
藩
士
用
の
御
客
屋
も
建
て
ら

れ
ま
た
府
内
藩
か
ら
鍛
冶
屋
を
呼

び
営
ま
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
移
住
し

て
来
た
人
々
は
通
行
人
を
相
手
に

商
い
で
生
計
を
た
て
た
が
そ
れ
だ

け
で
は
苦
し
か
っ
た
。
大
船
山
に
登

る
た
め
通
り
か
か
っ
た
中
川
入
山
は

困
窮
し
た
様
子
を
見
て
開
墾
を
許

可
し
年
貢
を
免
除
し
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
寛
政
十
一
年
（
１
７
９

９
）
の
追
分
附
近
の
家
数
は
十
六
軒

と
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
上
野
追
分
は
農
村

政
策
や
政
治
的
配
慮
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
集
落
要
所
で
あ
っ
た
。

　
当
時
の
追
分
地
点
は
今
は
一
軒
の

空
き
家
と
古
井
戸
を
残
す
だ
け
。

往
時
を
偲
ば
せ
る
も
の
は
木
材
搬

出
用
と
な
っ
て
い
る
狭
い
砂
利
道

と
、
当
時
の
石
畳
用
の
石
の
か
け
ら

が
路
傍
に
点
々
と
あ
る
の
み
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　（
清
水
誠
一
）

※

参
考
「
直
入
町
誌
」「
ふ
る
さ
と
の
文

化
財
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」（
直
入
町
教
育

委
員
会
編
）

三
の
丸
に
残
る
唯
一
の
建
物
跡

26

　
岡
城
内
で
最
も
大
き
い
石
材
を
使
用
し
、
石
面
を

丁
寧
な
仕
上
げ
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
太
鼓
櫓

を
通
過
す
る
と
三
の
丸
跡
に
入
り
ま
す
。
正
面
と
左

側
に
石
段
が
あ
り
、
石
段
の
間
に
は
大
き
な
鏡
石
が

据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
面
の
鏡
石
に
は
、
石
材
を

割
る
た
め
の
矢
穴
が
３
つ
残
っ
て
い
ま
す
。
石
を
割

る
の
を
途
中
で
や
め
、
あ
え
て
残
し
て
い
る
の
は
な

ぜ
で
し
ょ
う
。

　
左
側
の
石
段
は
、
殿
様
が
出
入
り
す
る
御
成
口
で

す
。
城
内
の
御
成
口
の
石
段
は
、
蹴
上
が
９
寸
（
約

27
㎝
）
と
高
く
な
っ
て
い
る
の
も
不
思
議
で
す
。
御

成
口
を
登
る
と
次
ノ
間
に
入
る
玄
関
が
あ
り
、
そ
の

奥
の
上
ノ
間
に
殿
様
は
着
座
さ
れ
ま
す
。
正
面
の
通

用
口
横
に
は
、
下
番
所
と
塩
倉
が
あ
り
、
石
段
を
上

る
と
右
手
に
上
番
所
が
設
け
ら
れ
て
二
重
の
チ
ェ
ッ

ク
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
上
番
所
か
ら

本
丸
三
層
櫓
下
の
御
門
櫓
ま
で
は
２
階
建
て
の
長
屋

が
建
っ
て
い
ま
し
た
。

　
三
の
丸
の
殿
舎
は
、
南
向
き
に
玄
関
が
あ
り
、
40

畳
の
寄
附
（
待
合
い
所
）、
30
畳
の
御
広
間
、
台
所

が
あ
り
、
他
藩
か
ら
の
使
者
や
家
臣
が
藩
主
と
対
面

す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
北
側
の
清
水
谷
を
眼
下
に
し
、Ｊ
Ｒ
九
州
の
ポ
ス

タ
ー
に
も
使
わ
れ
た
西
中
仕
切
り
か
ら
見
え
る
高
石

垣
（
約
16
ｍ
）
の
上
に
は
、
２
階
建
て
の
弓
櫓
が
建

ち
二
の
丸
ま
で
長
屋
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
作
成
年
代
は
不
明
で
す
が
、

本
丸
・
二
の
丸
・
三
の
丸
に
お
け
る
建
物
の
配
置
を

示
し
た
絵
図
や
残
っ
て
い
る
礎
石
で
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
ツ
ツ
ジ
の
植
え
込

み
の
中
に
土
壁
が
残
っ
て
い
ま

す
。
廃
藩
前
の
略
図
に
は
、
武
具

庫
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、明
和
８
年
（
１
７
７
１
）

の
大
火
災
に
よ
り
殿
舎
が
消
失
し

た
後
に
、
武
具
庫
が
建
て
ら
れ
、

そ
の
一
部
が
現
在
で
も
残
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
明
治
７
年

に
す
べ
て
の
建
物
が
取
り
壊
さ
れ

ま
し
た
が
、
貴
重
な
遺
構
と
し
て

保
存
し
た
い
も
の
で
す
。

（
佐
伯
　
治
）

↑矢穴の残る鏡石

↑武具庫の痕跡

雑誌「田舎暮らしの本」９月号の特集「住みたい温泉地ベストランキング」
において、竹田市は全国第４位にランクインしました。
　温泉が近くにあることを移住希望地の条件として挙げることが多いことから、
日本温泉地域学会が選んだ「日本温泉地域資産」に該当する74市町村に一斉アン
ケートを実施。「温泉の充実度」のほかにも「移住者支援制度」、「子育てのしやす
さ」、「老後の医療介護体制」など計８ジャンル、各10点満点で採点した結果です。
　当市は2010年に、全国で初めて「農村回帰宣言」を標榜。移住を希望する方々
のための空き家情報「空き家バンク」、地域情報に詳しい方々をネットワークした
「集落支援員」による相談対応、農村回帰の受け皿とした「竹田市農村回帰支援
センター」の設立等を行いました。また、加えて今年７月、移住促進や定住者の
相談窓口などを備えた施設「農村回帰城下町 交流館 集」を城下町の一角にオープ
ンし、移住定住の支援に力を注いでいます。
　特に「日本一の炭酸泉」とされる長湯温泉の魅力は、移住者の決断の際に大き
な後押しになっています。
　これからも竹田ならではの取り組みで移住・定住者の増加を目指します。

住みたい温泉地は
「長湯温泉」

　「
暮
ら
し
の
な
か
で
、
竹
田
は
緑

の
割
合
が
高
い
。
緑
色
は
心
を
癒
し

て
く
れ
ま
す
」

　
そ
の「
竹
田
」に
魅
力
を
感
じ
て
、

今
年
５
月
末
に
直
入
地
区
に
移
住

を
し
て
き
た
子
安
史
郎
さ
ん
（
38

歳
）。
大
阪
市
出
身
。
東
京
の
大
手

芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
タ
レ
ン
ト

や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

長
年
、
夢
を
追
い
続
け
た
都
会
暮
ら

し
。
過
去
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
暮

ら
し
た
こ
と
も
。
し
か
し
「
い
つ
か

は
田
舎
暮
ら
し
を
」
と
一
大
決
心
。

全
国
を
巡
り
歩
き
、
１
年
か
け
て

絞
っ
た
最
終
候
補
地
の
３
市
に
は
、

共
通
し
て「
温
泉
」が
あ
り
ま
し
た
。

　
子
安
さ
ん
を
含
め
、
移
住
先
の
条

件
の
ひ
と
つ
に
温
泉
を
挙
げ
る
方
は

多
い
そ
う
で
す
。

　
最
後
の
決
め
手
に
つ
い
て
尋
ね
ま

し
た
。

　「
移
住
先
を
決
め
る
前
に
、
何
を

優
先
す
る
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ

と
が
大
事
。
実
際
に
住
み
始
め
て
か

ら
分
か
る
こ
と
も
あ
る
。
思
い
描
い

て
い
た
こ
と
と
の
差
に
も
、
そ
れ
な

ら
許
容
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
僕
の

場
合
は
『
人
』『
仲
間
』
を
優
先
さ

せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

を
パ
ズ
ル
と
し
て
考
え
た
時
に
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
せ
る
自
分

の
居
場
所
（
パ
ズ
ル
の
１
ピ
ー
ス
）

が
こ
こ
に
は
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
」

　
子
安
さ
ん
の
住
む
空
き
家
を
管

理
し
て
い
た
の
は
、
直
入
地
区
の
竹

田
市
集
落
支
援
員
、
大
久
保
正
三
さ

ん
（
67
歳
・
本
町
）。
移
住
先
の
住

民
と
移
住
者
の
間
に
入
り
、
移
住
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
地

区
の
慣
習
や
共
同
作
業
、
あ
ら
ゆ
る

生
活
情
報
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
来
た
ば
か
り

で
、
不
安
な
移
住
者
に
と
っ
て
は
、

〝
一
番
の
頼
り
〞
と
な
り
ま
す
。

　「
一
人
で
も
二
人
で
も
地
域
に
溶

け
込
ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら
。
お
世

話
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
周
囲
で
支

え
た
い
。
ま
た
、
地
域
に
空
き
家
が

で
き
た
時
は
、
早
目
に
そ
の
親
族
と

相
談
を
し
て
情
報
発
信
を
心
掛
け

て
い
き
た
い
」
と
、
大
久
保
さ
ん
。

　
こ
の
日
は
、
長
湯
温
泉
の
町
に
は

昔
映
画
館
や
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
屋

な
ど
が
あ
り
、
賑
や
か
だ
っ
た
頃
の

様
子
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
増
え
る
空
き
家
に
移
住
者
が
定

住
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
域
に

と
っ
て
も
明
る
い
話
題
で
あ
り
、
活

気
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
子
安
さ
ん
は
現
在
、
竹
田
市
観
光

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
に
在
籍
し
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
久
住
を
中

心
に
活
躍
中
。
人
や
地
域
な
ど
に
接

し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
を

練
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
来
月
結

婚
を
控
え
、
こ
の
竹
田
の
地
に
家
族

を
迎
え
る
こ
と
も
決
ま
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
日
々
、
生
活
の
色
が
変
わ
る
。

き
っ
と
周
囲
の
人
も
変
え
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

↑長湯に定住を決めた子安史朗さん（写真左）と、集落支援
員の大久保正三さん（写真右）

温
泉
も
い
い
け
ど
、

僕
は「
人
」を
優
先
し
ま
し
た

全国が
注目！

しゅう

こ
や
す
し
ろ
う
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竹田市民なら知っておきたい！

↑現在の追分地点（右が古井戸）
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豊後追分　―直入町　上野―

〽
や
が
て
お
別
れ
豊
後
と
お
別
れ
よ

　
ま
た
逢
う
日
ま
で
達
者
で
な

　
こ
こ
が
追
分
府
内
に
八
里
よ

　
三
里
下
れ
ば
岡
の
藩

　「
こ
こ
が
追
分
」
と
追
分
節
で
唄

わ
れ
る
追
分
は
現
在
の
直
入
町
上
野

地
区
に
あ
る
追
分
の
こ
と
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
に
は
参
勤
交
代
道
路

の
肥
後
街
道
と
岡
藩
中
川
氏
の
参

勤
交
代
街
道
の
交
差
す
る
所
で
交

通
の
要
所
と
し
て
栄
え
た
。

　
熊
本
か
ら
の
肥
後
街
道
は
西
か

ら
は
肥
後
領
か
ら
岡
領
境
川
、
四
ッ

口
古
屋
敷
を
経
て
上
野
追
分
を
通

り
、
東
へ
神
堤
今
市
を
経
て
府
内
へ

至
る
。一
方
、
南
の
岡
藩
か
ら
は
竹

田
を
発
し
小
高
野
新
屋
敷
か
ら
追

分
に
上
り
北
へ
は
上
野
栃
原
を
経

て
湯
の
原
温
泉
に
達
し
、
更
に
黒
岳

山
麓
の
本
峠
を
越
え
て
森
館
に
通

じ
た
。
つ
ま
り
追
分
は
両
街
道
の
交

差
点
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
要
所
で
あ
り
な
が

ら
肥
後
領
手
永
の
徳
尾
村
（
久
住

町
境
川
）
か
ら
追
分
を
通
り
岡
領

梨
原
組
堤
村
の
間
は
近
世
初
期
の

こ
ろ
は
人
家
が
無
く
盗
賊
が
出
没

し
て
旅
人
を
苦
し
め
た
。
こ
の
よ
う

な
実
情
か
ら
岡
藩
主
中
川
入
山
は

両
街
道
の
ほ
ぼ
中
間
点
に
あ
た
る

四
ッ
口
に
人
家
を
造
ら
せ
た
。
こ
の

結
果
慶
安
三
年
（
１
６
５
０
）
に
は

栢
木
村
上
四
ッ
口
に
二
軒
、
下
四
ッ

口
に
二
軒
、
長
野
組
下
四
ッ
口
に
二

軒
、
計
六
軒
の
人
家
が
で
き
た
。
そ

の
後
だ
ん
だ
ん
人
家
も
多
く
な
り

肥
後
藩
士
用
の
御
客
屋
も
建
て
ら

れ
ま
た
府
内
藩
か
ら
鍛
冶
屋
を
呼

び
営
ま
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
移
住
し

て
来
た
人
々
は
通
行
人
を
相
手
に

商
い
で
生
計
を
た
て
た
が
そ
れ
だ

け
で
は
苦
し
か
っ
た
。
大
船
山
に
登

る
た
め
通
り
か
か
っ
た
中
川
入
山
は

困
窮
し
た
様
子
を
見
て
開
墾
を
許

可
し
年
貢
を
免
除
し
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
寛
政
十
一
年
（
１
７
９

９
）
の
追
分
附
近
の
家
数
は
十
六
軒

と
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
上
野
追
分
は
農
村

政
策
や
政
治
的
配
慮
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
集
落
要
所
で
あ
っ
た
。

　
当
時
の
追
分
地
点
は
今
は
一
軒
の

空
き
家
と
古
井
戸
を
残
す
だ
け
。

往
時
を
偲
ば
せ
る
も
の
は
木
材
搬

出
用
と
な
っ
て
い
る
狭
い
砂
利
道

と
、
当
時
の
石
畳
用
の
石
の
か
け
ら

が
路
傍
に
点
々
と
あ
る
の
み
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　（
清
水
誠
一
）

※

参
考
「
直
入
町
誌
」「
ふ
る
さ
と
の
文

化
財
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」（
直
入
町
教
育

委
員
会
編
）

三
の
丸
に
残
る
唯
一
の
建
物
跡

26

　
岡
城
内
で
最
も
大
き
い
石
材
を
使
用
し
、
石
面
を

丁
寧
な
仕
上
げ
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
太
鼓
櫓

を
通
過
す
る
と
三
の
丸
跡
に
入
り
ま
す
。
正
面
と
左

側
に
石
段
が
あ
り
、
石
段
の
間
に
は
大
き
な
鏡
石
が

据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
面
の
鏡
石
に
は
、
石
材
を

割
る
た
め
の
矢
穴
が
３
つ
残
っ
て
い
ま
す
。
石
を
割

る
の
を
途
中
で
や
め
、
あ
え
て
残
し
て
い
る
の
は
な

ぜ
で
し
ょ
う
。

　
左
側
の
石
段
は
、
殿
様
が
出
入
り
す
る
御
成
口
で

す
。
城
内
の
御
成
口
の
石
段
は
、
蹴
上
が
９
寸
（
約

27
㎝
）
と
高
く
な
っ
て
い
る
の
も
不
思
議
で
す
。
御

成
口
を
登
る
と
次
ノ
間
に
入
る
玄
関
が
あ
り
、
そ
の

奥
の
上
ノ
間
に
殿
様
は
着
座
さ
れ
ま
す
。
正
面
の
通

用
口
横
に
は
、
下
番
所
と
塩
倉
が
あ
り
、
石
段
を
上

る
と
右
手
に
上
番
所
が
設
け
ら
れ
て
二
重
の
チ
ェ
ッ

ク
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
上
番
所
か
ら

本
丸
三
層
櫓
下
の
御
門
櫓
ま
で
は
２
階
建
て
の
長
屋

が
建
っ
て
い
ま
し
た
。

　
三
の
丸
の
殿
舎
は
、
南
向
き
に
玄
関
が
あ
り
、
40

畳
の
寄
附
（
待
合
い
所
）、
30
畳
の
御
広
間
、
台
所

が
あ
り
、
他
藩
か
ら
の
使
者
や
家
臣
が
藩
主
と
対
面

す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
北
側
の
清
水
谷
を
眼
下
に
し
、Ｊ
Ｒ
九
州
の
ポ
ス

タ
ー
に
も
使
わ
れ
た
西
中
仕
切
り
か
ら
見
え
る
高
石

垣
（
約
16
ｍ
）
の
上
に
は
、
２
階
建
て
の
弓
櫓
が
建

ち
二
の
丸
ま
で
長
屋
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
作
成
年
代
は
不
明
で
す
が
、

本
丸
・
二
の
丸
・
三
の
丸
に
お
け
る
建
物
の
配
置
を

示
し
た
絵
図
や
残
っ
て
い
る
礎
石
で
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
ツ
ツ
ジ
の
植
え
込

み
の
中
に
土
壁
が
残
っ
て
い
ま

す
。
廃
藩
前
の
略
図
に
は
、
武
具

庫
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、明
和
８
年
（
１
７
７
１
）

の
大
火
災
に
よ
り
殿
舎
が
消
失
し

た
後
に
、
武
具
庫
が
建
て
ら
れ
、

そ
の
一
部
が
現
在
で
も
残
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
明
治
７
年

に
す
べ
て
の
建
物
が
取
り
壊
さ
れ

ま
し
た
が
、
貴
重
な
遺
構
と
し
て

保
存
し
た
い
も
の
で
す
。

（
佐
伯
　
治
）

↑矢穴の残る鏡石

↑武具庫の痕跡

雑誌「田舎暮らしの本」９月号の特集「住みたい温泉地ベストランキング」
において、竹田市は全国第４位にランクインしました。
　温泉が近くにあることを移住希望地の条件として挙げることが多いことから、
日本温泉地域学会が選んだ「日本温泉地域資産」に該当する74市町村に一斉アン
ケートを実施。「温泉の充実度」のほかにも「移住者支援制度」、「子育てのしやす
さ」、「老後の医療介護体制」など計８ジャンル、各10点満点で採点した結果です。
　当市は2010年に、全国で初めて「農村回帰宣言」を標榜。移住を希望する方々
のための空き家情報「空き家バンク」、地域情報に詳しい方々をネットワークした
「集落支援員」による相談対応、農村回帰の受け皿とした「竹田市農村回帰支援
センター」の設立等を行いました。また、加えて今年７月、移住促進や定住者の
相談窓口などを備えた施設「農村回帰城下町 交流館 集」を城下町の一角にオープ
ンし、移住定住の支援に力を注いでいます。
　特に「日本一の炭酸泉」とされる長湯温泉の魅力は、移住者の決断の際に大き
な後押しになっています。
　これからも竹田ならではの取り組みで移住・定住者の増加を目指します。

住みたい温泉地は
「長湯温泉」

　「
暮
ら
し
の
な
か
で
、
竹
田
は
緑

の
割
合
が
高
い
。
緑
色
は
心
を
癒
し

て
く
れ
ま
す
」

　
そ
の「
竹
田
」に
魅
力
を
感
じ
て
、

今
年
５
月
末
に
直
入
地
区
に
移
住

を
し
て
き
た
子
安
史
郎
さ
ん
（
38

歳
）。
大
阪
市
出
身
。
東
京
の
大
手

芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
タ
レ
ン
ト

や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

長
年
、
夢
を
追
い
続
け
た
都
会
暮
ら

し
。
過
去
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
暮

ら
し
た
こ
と
も
。
し
か
し
「
い
つ
か

は
田
舎
暮
ら
し
を
」
と
一
大
決
心
。

全
国
を
巡
り
歩
き
、
１
年
か
け
て

絞
っ
た
最
終
候
補
地
の
３
市
に
は
、

共
通
し
て「
温
泉
」が
あ
り
ま
し
た
。

　
子
安
さ
ん
を
含
め
、
移
住
先
の
条

件
の
ひ
と
つ
に
温
泉
を
挙
げ
る
方
は

多
い
そ
う
で
す
。

　
最
後
の
決
め
手
に
つ
い
て
尋
ね
ま

し
た
。

　「
移
住
先
を
決
め
る
前
に
、
何
を

優
先
す
る
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ

と
が
大
事
。
実
際
に
住
み
始
め
て
か

ら
分
か
る
こ
と
も
あ
る
。
思
い
描
い

て
い
た
こ
と
と
の
差
に
も
、
そ
れ
な

ら
許
容
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
僕
の

場
合
は
『
人
』『
仲
間
』
を
優
先
さ

せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

を
パ
ズ
ル
と
し
て
考
え
た
時
に
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
せ
る
自
分

の
居
場
所
（
パ
ズ
ル
の
１
ピ
ー
ス
）

が
こ
こ
に
は
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
」

　
子
安
さ
ん
の
住
む
空
き
家
を
管

理
し
て
い
た
の
は
、
直
入
地
区
の
竹

田
市
集
落
支
援
員
、
大
久
保
正
三
さ

ん
（
67
歳
・
本
町
）。
移
住
先
の
住

民
と
移
住
者
の
間
に
入
り
、
移
住
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
地

区
の
慣
習
や
共
同
作
業
、
あ
ら
ゆ
る

生
活
情
報
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
来
た
ば
か
り

で
、
不
安
な
移
住
者
に
と
っ
て
は
、

〝
一
番
の
頼
り
〞
と
な
り
ま
す
。

　「
一
人
で
も
二
人
で
も
地
域
に
溶

け
込
ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら
。
お
世

話
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
周
囲
で
支

え
た
い
。
ま
た
、
地
域
に
空
き
家
が

で
き
た
時
は
、
早
目
に
そ
の
親
族
と

相
談
を
し
て
情
報
発
信
を
心
掛
け

て
い
き
た
い
」
と
、
大
久
保
さ
ん
。

　
こ
の
日
は
、
長
湯
温
泉
の
町
に
は

昔
映
画
館
や
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
屋

な
ど
が
あ
り
、
賑
や
か
だ
っ
た
頃
の

様
子
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
増
え
る
空
き
家
に
移
住
者
が
定

住
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
域
に

と
っ
て
も
明
る
い
話
題
で
あ
り
、
活

気
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
子
安
さ
ん
は
現
在
、
竹
田
市
観
光

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
に
在
籍
し
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
久
住
を
中

心
に
活
躍
中
。
人
や
地
域
な
ど
に
接

し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
を

練
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
来
月
結

婚
を
控
え
、
こ
の
竹
田
の
地
に
家
族

を
迎
え
る
こ
と
も
決
ま
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
日
々
、
生
活
の
色
が
変
わ
る
。

き
っ
と
周
囲
の
人
も
変
え
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

↑長湯に定住を決めた子安史朗さん（写真左）と、集落支援
員の大久保正三さん（写真右）

温
泉
も
い
い
け
ど
、

僕
は「
人
」を
優
先
し
ま
し
た

全国が
注目！

しゅう

こ
や
す
し
ろ
う
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竹田かわら版●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

　
９
月
７
日
、「
第
２
回
竹
田
市
児

童
館
ま
つ
り
」
を
荻
町
の
児
童
館
で

開
催
。
会
場
で
は
「
お
化
け
屋
敷
」

や
「
宝
探
し
」、「
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
な

ど
が
企
画
さ
れ
、
夢
中
に
な
っ
て
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
い
て
い

ま
し
た
。

荻
っ
子
の
児
童
館
ま
つ
り

　
８
月
９
日
、「
第
10
回
大
分
県
身

体
障
が
い
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
」
が
杵
築
市
で
開
催
さ
れ
、
竹

田
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
・
荻

町
チ
ー
ム
が
出
場
。
個
人
の
部
で
児

玉
隆
善
さ
ん
（
荻
町
・
桜
町
東
）
が

３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

児
玉
隆
善
さ
ん
が
３
位
入
賞
！

　各地区分館で空きスペースを
ギャラリーとして活用していま
す。ぜひ足を運んでください！

【荻公民館ギャラリー】 
押し花会「いちりん草」作品展
期間：10月３日（木）～22日（火）
　　　8:30～17:00 
場所：荻公民館　２階和室 
問荻公民館　☎68-2493

【直入公民館ギャラリー】
①「芸短大竹田キャンパス工芸展」
②「芹川写真クラブ作品展」
※いずれも 8：30～ 17：00 で土
日も観覧可能
場所：直入公民館ロビー
問直入公民館　☎75-2231

プ
」
の
制
作
に
取
り
組
み
、
こ
の
度

完
成
し
ま
し
た
。
市
外
か
ら
訪
れ
る

観
光
客
に
は
「
わ
か
り
や
す
い
」
と

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
こ
の
マ
ッ
プ
は
、
合
澤
秀
長
宮
砥

分
館
長
を
中
心
と
し
た
４
人
の
編
集

委
員
が
写
真
、
文
章
を
分
担
。
制
作

期
間
は
わ
ず
か
１
か
月
間
。

　
地
区
を
象
徴
す
る
雄
大
な
越
敷

岳
の
写
真
が
表
紙
を
飾
り
、
地
図
は

見
や
す
い
よ
う
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
代
表
的
な
文
化

財
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま

す
。「
宮
砥
地
区
を
も
っ
と
知
っ
て

ほ
し
い
。
子
ど
も
た
ち
の
地
域
学
習

に
も
役
立
て
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
」

と
話
す
編
集
委
員
。

　
初
版
２
０
０
部
。
現
在
宮
砥
分
館

に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　「
白
水
ダ
ム
」
や
「
円
形
分
水
」

ま
で
の
道
を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
宮
砥
地
区

自
治
会
長
会
は
、
も
っ
と
地
元
を
Ｐ

Ｒ
し
よ
う
と
、「
宮
砥
地
区
散
策
マ
ッ

もっと身近にアートを！
各地区分館で芸術鑑賞

　
平
成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨

災
害
に
際
し
、
３
日
間
延
べ
１
２
４

２
名
の
消
防
団
員
が
出
動
し
、
危
険

な
状
況
下
、
水
防
活
動
や
住
民
の

お
菓
子
の
祭
典
「
第
26
回
全
国
菓
子

大
博
覧
会
」（
４
〜
５
月・広
島
）
で
、

市
内
君
ヶ
園
の
天
晴
堂
（
藤
井
育
頭

代
表
）
が
作
る
お
菓
子
「
廉
太
郎
せ

ん
べ
い
」
が
外
務
大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
第
21
回
か
ら
25
回
ま
で
も

様
々
な
栄
誉
に
輝
き
、
前
回
の
「
農

林
水
産
大
臣
賞
」
に
続
い
て
の
受
賞

で
し
た
。

　
竹
田
特
産
の
カ
ボ
ス
と
玉
子
と
牛

乳
、
ハ
チ
ミ
ツ
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
１

枚
１
枚
丁
寧
に
焼
き
上
げ
ら
れ
た
風

味
豊
か
な
「
手
焼
き
せ
ん
べ
い
」
は
、

観
光
で
訪
れ
た
お
客
様
も
楽
聖
瀧
廉

太
郎
の
「
心
の
ふ
る
さ
と
竹
田
」
を

思
い
浮
か
べ
さ
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。

　
お
菓
子
の
歴
史
と
文
化
を
後
世
に

伝
え
よ
う
と
４
年
に
１
度
、
全
国
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
日
本
最
大
の

佐藤選手が「全日本卓球選手権」出場

竹田市消防団に栄誉！
これからも地域住民のために

　佐藤典子さん（拝田原・46歳）は県予選
（6／ 30 開催）を突破し、今月 25 日から
27 日までの３日間、鹿児島アリーナで開催
される日本卓球協会主催「全日本卓球選手
権」マスターズの部〔女子フォーティ〕に
出場します。
　現在週２回の練習。今では生活の一部と
なっています。
　「目標は１回戦突破です！」と語る佐藤選
手のご活躍を期待しています！

「桜街道とホタル祭りの復活を！」
南河内地区住民が要望

「
廉
太
郎
せ
ん
べ
い
」 

外
務
大
臣
賞
受
賞

宮
砥
自
治
会
長
会
が
制
作

「
宮
砥
地
区
散
策
マッ
プ
」が
完
成
！

　昨年の「７．12竹田大水害」で甚大な被
害を受け、現在も復旧作業が進められている
南河内自治会で、９月12日、住民懇談会が
開かれました。
　現在の復旧の進捗状況や河川改修、自然
環境の保護、流木対策等の質問に対し、大分
県竹田土木事務所及び竹田市を交え、意見
交換が行われました。
　住民のみなさんからは、平原線・馬場南河
内線の桜並木、そして、地域にとって “活性
化” の象徴だった「ほたる祭り」を復活させ
たいという強い要望が出されました。
　首藤市長は、「南河内が元気になること
は、他の地域にも勇気を与えると思う。積極
的に応援していきたい」と述べました。

瀧廉太郎「生誕134年祭」

　
瀧
廉
太
郎
の
生
ま
れ
た
８
月
24
日

に
、
瀧
廉
太
郎
の
歌
を
う
た
う
会
主

催
の
「
生
誕
１
３
４
年
祭
」
が
瀧
廉

太
郎
記
念
館
蔵
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
上
野
目
泰
之
さ
ん
（
東
京
音
楽
大

学
２
年
）
や
廉
太
郎
の
子
孫
の
入
江

輝
久
さ
ん
（
大
分
県
立
芸
術
文
化
短

期
大
学
１
年
）
ほ
か
多
数
の
ゲ
ス
ト

が
独
唱
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

奥豊後の踊りを楽しむ夕べ

　
８
月
31
日
、
故
郷
の
伝
統
舞
踊
を

後
世
に
伝
え
残
し
て
い
こ
う
と
第
６

回「
奥
豊
後
の
踊
り
を
楽
し
む
夕
べ
」

が
久
住
総
合
運
動
公
園
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
域
、
各
世
代
か
ら
幅
広
く
集

ま
っ
た
７
０
０
人
を
超
す
踊
り
子
に

よ
っ
て
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

↑天晴堂の藤井育頭代表が喜びを報告！
↑南河内自治会懇談会

↑昨年の災害時、各地域で活躍する消防団

↑相馬久則さん（宮戸自治会長）佐田亨さん（久小野自治会長）
会澤秀長さん（宮砥分館長・田原自治会長）吉良博之さん（妙
見自治会長）〔写真左から〕

　
竹
田
混
声
合
唱
団
の
『
第
34
回
定

期
演
奏
会
』
が
９
月
７
日
、
久
住
公

民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。
１
部
で
は
楽
し
い
デ
ィ

ズ
ニ
ー
の
曲
を
演
奏
。
２
部
は
ゲ
ス

ト
に
桂
悠
紀
さ
ん
を
招
き
、
マ
リ
ン

バ
演
奏
。
３
部
は
富
山
に
伝
わ
る
民

謡
を
合
唱
組
曲
で
披
露
し
ま
し
た
。 混声合唱団「第34回定期演奏会」

避
難
誘
導
、
行
方
不
明
者
の
捜
索

活
動
な
ど
を
行
い
、
人
的
・
物
的
被

害
の
軽
減
に
多
大
な
貢
献
を
し
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
、
竹
田
市
消
防
団

が
、
平
成
25
年
度
防
災
功
労
者
内

閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
代
表
し
て
都
築
員
守
団
長
が
市

役
所
本
庁
を
訪
れ
、
市
長
に
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　
都
築
団
長
は
「
市
民
や
隣
接
地

域
の
消
防
団
の
応
援
出
動
の
協
力

が
あ
っ
て
の
賜
物
で
あ
り
、
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
に
一
致
団
結
し
て
精
進
し
、
防
災

に
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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９
月
７
日
、「
第
２
回
竹
田
市
児

童
館
ま
つ
り
」
を
荻
町
の
児
童
館
で

開
催
。
会
場
で
は
「
お
化
け
屋
敷
」

や
「
宝
探
し
」、「
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
な

ど
が
企
画
さ
れ
、
夢
中
に
な
っ
て
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
い
て
い

ま
し
た
。

荻
っ
子
の
児
童
館
ま
つ
り

　
８
月
９
日
、「
第
10
回
大
分
県
身

体
障
が
い
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
」
が
杵
築
市
で
開
催
さ
れ
、
竹

田
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
・
荻

町
チ
ー
ム
が
出
場
。
個
人
の
部
で
児

玉
隆
善
さ
ん
（
荻
町
・
桜
町
東
）
が

３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

児
玉
隆
善
さ
ん
が
３
位
入
賞
！

　各地区分館で空きスペースを
ギャラリーとして活用していま
す。ぜひ足を運んでください！

【荻公民館ギャラリー】 
押し花会「いちりん草」作品展
期間：10月３日（木）～22日（火）
　　　8:30～17:00 
場所：荻公民館　２階和室 
問荻公民館　☎68-2493

【直入公民館ギャラリー】
①「芸短大竹田キャンパス工芸展」
②「芹川写真クラブ作品展」
※いずれも 8：30～ 17：00 で土
日も観覧可能
場所：直入公民館ロビー
問直入公民館　☎75-2231

プ
」
の
制
作
に
取
り
組
み
、
こ
の
度

完
成
し
ま
し
た
。
市
外
か
ら
訪
れ
る

観
光
客
に
は
「
わ
か
り
や
す
い
」
と

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
こ
の
マ
ッ
プ
は
、
合
澤
秀
長
宮
砥

分
館
長
を
中
心
と
し
た
４
人
の
編
集

委
員
が
写
真
、
文
章
を
分
担
。
制
作

期
間
は
わ
ず
か
１
か
月
間
。

　
地
区
を
象
徴
す
る
雄
大
な
越
敷

岳
の
写
真
が
表
紙
を
飾
り
、
地
図
は

見
や
す
い
よ
う
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
代
表
的
な
文
化

財
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま

す
。「
宮
砥
地
区
を
も
っ
と
知
っ
て

ほ
し
い
。
子
ど
も
た
ち
の
地
域
学
習

に
も
役
立
て
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
」

と
話
す
編
集
委
員
。

　
初
版
２
０
０
部
。
現
在
宮
砥
分
館

に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　「
白
水
ダ
ム
」
や
「
円
形
分
水
」

ま
で
の
道
を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
宮
砥
地
区

自
治
会
長
会
は
、
も
っ
と
地
元
を
Ｐ

Ｒ
し
よ
う
と
、「
宮
砥
地
区
散
策
マ
ッ

もっと身近にアートを！
各地区分館で芸術鑑賞

　
平
成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨

災
害
に
際
し
、
３
日
間
延
べ
１
２
４

２
名
の
消
防
団
員
が
出
動
し
、
危
険

な
状
況
下
、
水
防
活
動
や
住
民
の

お
菓
子
の
祭
典
「
第
26
回
全
国
菓
子

大
博
覧
会
」（
４
〜
５
月・広
島
）
で
、

市
内
君
ヶ
園
の
天
晴
堂
（
藤
井
育
頭

代
表
）
が
作
る
お
菓
子
「
廉
太
郎
せ

ん
べ
い
」
が
外
務
大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
第
21
回
か
ら
25
回
ま
で
も

様
々
な
栄
誉
に
輝
き
、
前
回
の
「
農

林
水
産
大
臣
賞
」
に
続
い
て
の
受
賞

で
し
た
。

　
竹
田
特
産
の
カ
ボ
ス
と
玉
子
と
牛

乳
、
ハ
チ
ミ
ツ
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
１

枚
１
枚
丁
寧
に
焼
き
上
げ
ら
れ
た
風

味
豊
か
な
「
手
焼
き
せ
ん
べ
い
」
は
、

観
光
で
訪
れ
た
お
客
様
も
楽
聖
瀧
廉

太
郎
の
「
心
の
ふ
る
さ
と
竹
田
」
を

思
い
浮
か
べ
さ
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。

　
お
菓
子
の
歴
史
と
文
化
を
後
世
に

伝
え
よ
う
と
４
年
に
１
度
、
全
国
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
日
本
最
大
の

佐藤選手が「全日本卓球選手権」出場

竹田市消防団に栄誉！
これからも地域住民のために

　佐藤典子さん（拝田原・46歳）は県予選
（6／ 30 開催）を突破し、今月 25 日から
27 日までの３日間、鹿児島アリーナで開催
される日本卓球協会主催「全日本卓球選手
権」マスターズの部〔女子フォーティ〕に
出場します。
　現在週２回の練習。今では生活の一部と
なっています。
　「目標は１回戦突破です！」と語る佐藤選
手のご活躍を期待しています！

「桜街道とホタル祭りの復活を！」
南河内地区住民が要望

「
廉
太
郎
せ
ん
べ
い
」 

外
務
大
臣
賞
受
賞

宮
砥
自
治
会
長
会
が
制
作

「
宮
砥
地
区
散
策
マッ
プ
」が
完
成
！

　昨年の「７．12竹田大水害」で甚大な被
害を受け、現在も復旧作業が進められている
南河内自治会で、９月12日、住民懇談会が
開かれました。
　現在の復旧の進捗状況や河川改修、自然
環境の保護、流木対策等の質問に対し、大分
県竹田土木事務所及び竹田市を交え、意見
交換が行われました。
　住民のみなさんからは、平原線・馬場南河
内線の桜並木、そして、地域にとって “活性
化” の象徴だった「ほたる祭り」を復活させ
たいという強い要望が出されました。
　首藤市長は、「南河内が元気になること
は、他の地域にも勇気を与えると思う。積極
的に応援していきたい」と述べました。

瀧廉太郎「生誕134年祭」

　
瀧
廉
太
郎
の
生
ま
れ
た
８
月
24
日

に
、
瀧
廉
太
郎
の
歌
を
う
た
う
会
主

催
の
「
生
誕
１
３
４
年
祭
」
が
瀧
廉

太
郎
記
念
館
蔵
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
上
野
目
泰
之
さ
ん
（
東
京
音
楽
大

学
２
年
）
や
廉
太
郎
の
子
孫
の
入
江

輝
久
さ
ん
（
大
分
県
立
芸
術
文
化
短

期
大
学
１
年
）
ほ
か
多
数
の
ゲ
ス
ト

が
独
唱
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

奥豊後の踊りを楽しむ夕べ

　
８
月
31
日
、
故
郷
の
伝
統
舞
踊
を

後
世
に
伝
え
残
し
て
い
こ
う
と
第
６

回「
奥
豊
後
の
踊
り
を
楽
し
む
夕
べ
」

が
久
住
総
合
運
動
公
園
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
域
、
各
世
代
か
ら
幅
広
く
集

ま
っ
た
７
０
０
人
を
超
す
踊
り
子
に

よ
っ
て
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

↑天晴堂の藤井育頭代表が喜びを報告！
↑南河内自治会懇談会

↑昨年の災害時、各地域で活躍する消防団

↑相馬久則さん（宮戸自治会長）佐田亨さん（久小野自治会長）
会澤秀長さん（宮砥分館長・田原自治会長）吉良博之さん（妙
見自治会長）〔写真左から〕

　
竹
田
混
声
合
唱
団
の
『
第
34
回
定

期
演
奏
会
』
が
９
月
７
日
、
久
住
公

民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。
１
部
で
は
楽
し
い
デ
ィ

ズ
ニ
ー
の
曲
を
演
奏
。
２
部
は
ゲ
ス

ト
に
桂
悠
紀
さ
ん
を
招
き
、
マ
リ
ン

バ
演
奏
。
３
部
は
富
山
に
伝
わ
る
民

謡
を
合
唱
組
曲
で
披
露
し
ま
し
た
。 混声合唱団「第34回定期演奏会」

避
難
誘
導
、
行
方
不
明
者
の
捜
索

活
動
な
ど
を
行
い
、
人
的
・
物
的
被

害
の
軽
減
に
多
大
な
貢
献
を
し
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
、
竹
田
市
消
防
団

が
、
平
成
25
年
度
防
災
功
労
者
内

閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
代
表
し
て
都
築
員
守
団
長
が
市

役
所
本
庁
を
訪
れ
、
市
長
に
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　
都
築
団
長
は
「
市
民
や
隣
接
地

域
の
消
防
団
の
応
援
出
動
の
協
力

が
あ
っ
て
の
賜
物
で
あ
り
、
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
に
一
致
団
結
し
て
精
進
し
、
防
災

に
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

2013年10月発行21



保健
だより
保健
だより

健
康 一 直

線

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

免
疫
力
ア
ッ
プ
に〝
笑
い
〞が
効
く

健康情報

　
こ
こ
ろ
の
健
康
は
目
に
見
え
に
く
い
も
の

で
す
。「
心
身
症
」
と
い
う
名
称
が
あ
る
よ

う
に
、
身
体
の
状
態
は
こ
こ
ろ
と
相
互
に
強

く
関
係
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
と
し
て
、
自
殺
が
あ

り
ま
す
。
全
国
的
に
年
々
自
殺
者
数
は
減
少

し
て
き
て
い
ま
す
が
、
竹
田
市
の
自
殺
率
は

全
国
平
均
よ
り
も
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
自
分
の
健
康
状
態
を
振
り
返
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

■

心
の
健
康
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

■

み
ま
し
ょ
う

○
最
近
の
２
週
間
を
ふ
り
か
え
っ
て…

①
毎
日
の
生
活
が
充
実
し
て
い
な
い

②
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
た
こ
と
が
、
今

は
楽
し
め
な
く
な
っ
た

③
以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
、
今
は

お
っ
く
う
に
感
じ
ら
れ
る

④
自
分
は
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思
え
な
い

⑤
わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る

⑥
死
に
つ
い
て
何
度
も
考
え
る
こ
と
が
あ
る

⑦
気
分
が
ひ
ど
く
落
ち
込
ん
で
、
自
殺
に
つ

い
て
考
え
る

⑧
最
近
ひ
ど
く
困
っ
た
こ
と
や
つ
ら
い
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
る

　
該
当
す
る
項
目
が
多
い
場
合
は
、
か
か
り

つ
け
医
や
専
門
機
関
に
相
談
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

■

あ
な
た
に
心
を
傾
け
、
話
を
聴
く

　
竹
田
市
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
の

サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
今
年
度
発
足
し
た
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
利
用
者

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
声
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

  

利
用
者
の
声

　
外
に
出
て
い
く
の
は
月
２
回
の
通
院
と
月

１
回
の
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
で
す
。
腰
が
悪

く
、
歩
く
の
も
き
つ
く
、
日
中
を
一
人
で
過

ご
す
毎
日
で
す
。
そ
ん
な
中
、
担
当
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
か
ら
「
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
さ
っ
そ
く

月
に
１
回
来
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

思
い
出
話
や
体
の
こ
と
な
ど
話
が
尽
き
ま
せ

ん
。
話
を
聴
い
て
も
ら
っ
て
い
る
と
、
体
の

き
つ
さ
も
時
間
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
話

を
聴
い
て
も
ら
え
る
こ
と
が
あ
り
が
た
い
で

す
。
月
に
１
回
を
楽
し
み
に
し
、
カ
レ
ン

ダ
ー
に
書
き
込
ん
で
い
ま
す
。

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
声

　
月
に
１
回
自
宅
に
お
伺
い
し
、
傾
聴
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
お
互
い
に
緊
張

し
た
雰
囲
気
で
し
た
が
、
話
を
聴
い
て
い
く

う
ち
に
、
表
情
も
い
き
い
き
と
し
て
い
く
姿

が
わ
か
り
ま
す
。

　「
来
月
ま
た
お
願
い
し
ま
す
」と
言
っ
て
、

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
９
月
８
日
「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演

会
」
が
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
元
気
で
長
生

き
研
究
所
並
び
に
日
本
笑
い
学
会
副
会
長
で

あ
る
　
昇
　
幹
夫
先
生
（
産
婦
人
科
医
）
を

講
師
に
迎
え
、「
笑
う
門
に
は
健
康
来
た
る
」

を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
軽
妙
な
語
り
口
調
で
会

場
を
笑
い
に
誘
い
ま
し
た
。

〜
先
生
講
演
内
容
か
ら
〜

　
笑
い
の
効
果
と
し
て
、
が
ん
細
胞
を
破
壊

し
て
い
く
Ｎ
Ｋ（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
）
細

胞
が
活
性
化
し
ま
す
。

　
笑
い
だ
け
で
な
く
泣
く
こ
と
も
大
切
な
こ

と
。泣
く
こ
と
で
人
は
す
っ
き
り
す
る
の
は
、

涙
の
中
に
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
が
排
出
さ
れ

る
か
ら
で
す
。

　『
シ
ク
シ
ク（
４

×

９
）
で
36
、
ハ

ハ
ハ
（
８×

８
）
で

64
、
合
わ
せ
て
１

０
０
。
泣
い
て
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
笑

い
が
多
い
と
よ
い

人
生
で
す
ね
』と
。

　
ま
た
、
３
人
に

１
人
が
「
が
ん
」
で
死
ぬ
時
代
。
が
ん
は
結

果
と
し
て
で
き
た
氷
山
の
一
角
。
原
因
に
は

生
活
習
慣
や
食
事
が
あ
る
が
、
一
番
は
こ
こ

ろ
の
持
ち
方
に
あ
り
ま
す
。
が
ん
が
再
発
す

る
か
し
な
い
か
も
、
本
人
の
気
の
持
ち
方
で

変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
人
生
は
一
度
限
り
。
楽
し
い
思
い
出
は
他

人
が
つ
く
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
自
分
で
つ

く
る
も
の
。
最
後
に
残
る
の
は
楽
し
い
思
い

出
だ
け
で
す
ね
。

　
講
演
を
通
じ
て
、
笑
い
か
ら
健
康
―
そ
し

て
生
き
方
ま
で
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　竹
田
市
の
自
殺
率
は
全
国
平
均
よ
り
も
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
あ
な
た
の

こ
こ
ろ
の
健
康
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

インフルエンザ予防接種料を助成します
竹田市では下記の内容でインフルエンザ予防接種料の一部助成をします。

　平成24年度傾聴ボランティア養成講
座の修了者によって発足した会です。
　つらい時や悲しい時、誰かに話を聴い
てもらうだけでも心が軽くなることで
しょう。話に耳を傾け、少しでも心が楽
になって頂けたら…。そんな心を癒すボ
ランティアグループです。「こころの健
康づくり」をサポートします。
　利用のお申込みは、竹田市社会福祉
協議会　☎63-1544まで。

傾聴ボランティア 「傾聴33会」

＊９月10日～16日は「自殺予防週間」とされています。
自殺予防対策事業の一環として、こころの健康づく
り講演会を開催しています。

～ＮＫ細胞を元気にするには～
①　笑うこと
②　泣くこと
③　人の話をきいてもらうこと（ホッとライン）
④　お華粧（化粧）をすること
⑤　楽しく歌うこと
⑥　よい睡眠を十分取ること
⑦　冷たいものを取らない、冷やさない
　つまり、心地いいと思うことが大切

◆対象者

対象に該当しない方で接種を希望する方は、全額自己負担での接種となります。
◆接種期間
平成25年10月１日から平成26年１月31日までの間、各医療機関
の診療時間内

◆接種回数
　13歳未満の方は２回接種となります。
◆助成回数
　いずれの方も接種期間内に１回限りの助成です。
◆その他
＊この予防接種は強制的なものではなく、自らの判断で接種を希
望する方に行うものです。接種される場合は、かかりつけの医
師と相談のうえ接種してください。

＊医療機関窓口で保険証を必ず提示してください。母子健康手帳、
健康手帳、お薬手帳等お持ちの方は一緒に提示してください。

＊接種を希望される医療機関に、必ず事前予約をしてください。
●お問い合せ　竹田市健康増進課　☎63-4810／竹田市保険課　☎63-1111（内線136）

接　種　方　法
医療機関の窓口で個人負担額1,500円をお支払いください。やむを得ず市
外（県内）で接種をする場合も、高齢者インフルエンザ予防接種相互乗り
入れ協力医療機関であれば、竹田市が同様に費用の一部を助成します。
生活保護を受給されている方は無料です。福祉事務所で発行する証明書を
医療機関窓口に提出してください。
市内の協力医療機関で接種する場合は、医療機関の窓口で1,000円を差し
引いた金額をお支払いください。
やむを得ず協力医療機関以外で接種する場合は、いったん医療機関の窓口
で料金を支払っていただき、保険課または各支所いきいき市民課で返還の
手続きをしてください。

助成金額

2,000円

1,000円

対　　　　象
①65歳以上の方
②60歳以上65歳未満の方で、心臓、じん臓もしく
は呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫の機能に日常生活行動が極度に制限され
る程度の障害を有する方

③上記に該当しない竹田市国民健康保険の方

医療機関名
伊藤医院
大久保病院
加藤内科医院
久住加藤医院
くどう循環器科・内科
古訓堂黒川クリニック
佐藤医院
志賀内科

電話番号
75-2222
64-7777
63-2006
76-0008
63-2304
63-2358
68-2005
63-2083

医療機関名
道全内科
秦医院
みはら整形外科
柚須医院
竹田クリニック
竹田診療所
竹田医師会病院
竹田市立こども診療所

電話番号
63-2270
63-2246
62-3850
63-2016
64-9000
62-4014
63-3241
63-3838

協力医療機関ごとに、接種可能な年齢が異なりますので、詳しくは
各医療機関に直接お問い合わせください。

◆協力医療機関 けいちょうさんさん

●①～⑤の２項目以上
●⑥～⑦の１項目以上
●⑧に該当した場合

２週間以上ほとんど
毎日続いていて、生
活に支障が出ている
場合には、うつ病の
可能性があります。

泣きなさい　笑いなさい♪
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く
こ
と
も
大
切
な
こ

と
。泣
く
こ
と
で
人
は
す
っ
き
り
す
る
の
は
、

涙
の
中
に
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
が
排
出
さ
れ

る
か
ら
で
す
。

　『
シ
ク
シ
ク（
４

×

９
）
で
36
、
ハ

ハ
ハ
（
８×

８
）
で

64
、
合
わ
せ
て
１

０
０
。
泣
い
て
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
笑

い
が
多
い
と
よ
い

人
生
で
す
ね
』と
。

　
ま
た
、
３
人
に

１
人
が
「
が
ん
」
で
死
ぬ
時
代
。
が
ん
は
結

果
と
し
て
で
き
た
氷
山
の
一
角
。
原
因
に
は

生
活
習
慣
や
食
事
が
あ
る
が
、
一
番
は
こ
こ

ろ
の
持
ち
方
に
あ
り
ま
す
。
が
ん
が
再
発
す

る
か
し
な
い
か
も
、
本
人
の
気
の
持
ち
方
で

変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
人
生
は
一
度
限
り
。
楽
し
い
思
い
出
は
他

人
が
つ
く
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
自
分
で
つ

く
る
も
の
。
最
後
に
残
る
の
は
楽
し
い
思
い

出
だ
け
で
す
ね
。

　
講
演
を
通
じ
て
、
笑
い
か
ら
健
康
―
そ
し

て
生
き
方
ま
で
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　竹
田
市
の
自
殺
率
は
全
国
平
均
よ
り
も
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
あ
な
た
の

こ
こ
ろ
の
健
康
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

インフルエンザ予防接種料を助成します
竹田市では下記の内容でインフルエンザ予防接種料の一部助成をします。

　平成24年度傾聴ボランティア養成講
座の修了者によって発足した会です。
　つらい時や悲しい時、誰かに話を聴い
てもらうだけでも心が軽くなることで
しょう。話に耳を傾け、少しでも心が楽
になって頂けたら…。そんな心を癒すボ
ランティアグループです。「こころの健
康づくり」をサポートします。
　利用のお申込みは、竹田市社会福祉
協議会　☎63-1544まで。

傾聴ボランティア 「傾聴33会」

＊９月10日～16日は「自殺予防週間」とされています。
自殺予防対策事業の一環として、こころの健康づく
り講演会を開催しています。

～ＮＫ細胞を元気にするには～
①　笑うこと
②　泣くこと
③　人の話をきいてもらうこと（ホッとライン）
④　お華粧（化粧）をすること
⑤　楽しく歌うこと
⑥　よい睡眠を十分取ること
⑦　冷たいものを取らない、冷やさない
　つまり、心地いいと思うことが大切

◆対象者

対象に該当しない方で接種を希望する方は、全額自己負担での接種となります。
◆接種期間
平成25年10月１日から平成26年１月31日までの間、各医療機関
の診療時間内

◆接種回数
　13歳未満の方は２回接種となります。
◆助成回数
　いずれの方も接種期間内に１回限りの助成です。
◆その他
＊この予防接種は強制的なものではなく、自らの判断で接種を希
望する方に行うものです。接種される場合は、かかりつけの医
師と相談のうえ接種してください。

＊医療機関窓口で保険証を必ず提示してください。母子健康手帳、
健康手帳、お薬手帳等お持ちの方は一緒に提示してください。

＊接種を希望される医療機関に、必ず事前予約をしてください。
●お問い合せ　竹田市健康増進課　☎63-4810／竹田市保険課　☎63-1111（内線136）

接　種　方　法
医療機関の窓口で個人負担額1,500円をお支払いください。やむを得ず市
外（県内）で接種をする場合も、高齢者インフルエンザ予防接種相互乗り
入れ協力医療機関であれば、竹田市が同様に費用の一部を助成します。
生活保護を受給されている方は無料です。福祉事務所で発行する証明書を
医療機関窓口に提出してください。
市内の協力医療機関で接種する場合は、医療機関の窓口で1,000円を差し
引いた金額をお支払いください。
やむを得ず協力医療機関以外で接種する場合は、いったん医療機関の窓口
で料金を支払っていただき、保険課または各支所いきいき市民課で返還の
手続きをしてください。

助成金額

2,000円

1,000円

対　　　　象
①65歳以上の方
②60歳以上65歳未満の方で、心臓、じん臓もしく
は呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫の機能に日常生活行動が極度に制限され
る程度の障害を有する方

③上記に該当しない竹田市国民健康保険の方

医療機関名
伊藤医院
大久保病院
加藤内科医院
久住加藤医院
くどう循環器科・内科
古訓堂黒川クリニック
佐藤医院
志賀内科

電話番号
75-2222
64-7777
63-2006
76-0008
63-2304
63-2358
68-2005
63-2083

医療機関名
道全内科
秦医院
みはら整形外科
柚須医院
竹田クリニック
竹田診療所
竹田医師会病院
竹田市立こども診療所

電話番号
63-2270
63-2246
62-3850
63-2016
64-9000
62-4014
63-3241
63-3838

協力医療機関ごとに、接種可能な年齢が異なりますので、詳しくは
各医療機関に直接お問い合わせください。

◆協力医療機関 けいちょうさんさん

●①～⑤の２項目以上
●⑥～⑦の１項目以上
●⑧に該当した場合

２週間以上ほとんど
毎日続いていて、生
活に支障が出ている
場合には、うつ病の
可能性があります。

泣きなさい　笑いなさい♪
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ミステリアス！竹田キリシタン

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
⑮
〔
長
崎
編
〕

竹
田
と
長
崎
を
結
ぶ

キ
リ
シ
タ
ン
の
絆

大
友
家
滅
亡
に
よ
り
、
豊
後
を
追
わ
れ
た
岡
藩
志
賀
家
と
宗
麟
の
孫
娘
の
桑
姫
。

彼
ら
が
た
ど
り
つ
い
た
場
所
は
長
崎
で
あ
っ
た
。

大分竹田キリシタン

南蛮文化シンポジウム
竹田市には、岡藩の時代から受け継がれてきた貴重なキリシタン遺物や遺跡が数多く残っています。
しかし、これまで語られず、すべては「謎」に包まれていました。今回のシンポジウムでは、
この貴重な遺物・遺跡を同時公開するとともに、竹田キリシタンの真の姿を探ります。

　　　　　　場 　所　竹田市総合社会福祉センター 
竹田には様々なキリシタン遺物が眠っていますが、個人の所有のものが多く、また市内に点在しているため、日頃は一度に見ることが
できません。今回はこれらを一堂に集めて展示しますので、この機会にぜひご覧ください。
その他にも「竹田に残るキリシタン遺跡の写真パネルと謎の遺物群」・「中世ヨーロッパの宗教画（イコン）」など、多数展示しています。

日　時　10月５日㈯　10:00 ～ 11:00
場　所　竹田市指定史跡「鏡処刑場跡」
　　　　※竹田市役所よりジャンボタクシーの無料運行あり（9:00～）
内　容　○ミサ
　　　　　ルイス・フォンテス氏
　　　　　（イエズス会福岡修道院神父、フランシスコ・ザビエルの

兄ミゲルから数えて15代目）
　　　　○讃美歌斉唱
　　　　○ヘルヴィム賛歌（荒城の月）CD鑑賞

　
長
崎
に
竹
田
と
の
意
外
な
接
点
が
い
く
つ

か
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
長
崎
市
内

の
淵
神
社
に
キ
リ
シ
タ
ン
稲
荷
と
し
て
祀
ら

れ
て
い
る
「
桑
姫
」
で
あ
る
。

　
中
川
家
が
岡
藩
主
に
な
る
以
前
の
竹
田
は

志
賀
家
の
統
治
下
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
最
後

の
岡
城
主
が
志
賀
親
次
で
あ
る
。
彼
は
自
ら

の
腕
に
十
字
架
を
彫
っ
た
ほ
ど
の
熱
烈
な
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
で
、「
ド
ン
・
パ
ウ
ロ
」
と

い
う
洗
礼
名
を
持
ち
、
大
友
宗
麟
の
孫
で
も

あ
っ
た
。

　
そ
の
親
次
の
近
親
者
に
「
阿
西
御
前
」
と

い
う
女
性
が
い
た
。
こ
れ
が
「
桑
姫
」
で
、

彼
女
も
ま
た
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
り
、
洗
礼
名

は
マ
キ
シ
マ（
マ
キ
ゼ
ン
シ
ャ
と
も
）で
あ
っ

た
。
親
次
と
桑
姫
は
、
兄
弟
や
従
妹
で
は
な

い
が
、
共
に
大
友
宗
麟
の
孫
で
あ
る
こ
と

と
、
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
点
に
お
い
て
共
通

し
て
お
り
、
極
め
て
親
し
い
間
柄
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
桑
姫
は
、
宗
麟
の
孫
と
し
て
悠
々
自
適
な

生
涯
を
送
っ
て
い
た
が
、
大
友
家
の
没
落
に

伴
っ
て
自
身
も
故
郷
の
豊
後
を
追
わ
れ
る
身

と
な
る
。
そ
の
後
、
悲
し
み
に
く
れ
な
が
ら
、

拠
り
ど
こ
ろ
を
求
め
て
さ
ま
よ
っ
た
挙
句
に

や
っ
と
辿
り
着
い
た
先
が
長
崎
だ
っ
た
。

　
竹
田
と
の
接
点
が
も
う
一
つ
あ
る
。
桑
姫

は
、
長
崎
浦
上
の
淵
村
で
庄
屋
の
家
に
匿
わ

れ
た
が
、
そ
の
庄
屋
と
は
、
ド
ン
・
パ
ウ
ロ

志
賀
親
次
の
兄
「
親
成
」
で
あ
っ
た
。
親
成

も
ま
た
、
豊
後
を
追
わ
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
大

名
の
大
村
家
を
頼
っ
て
長
崎
に
逃
れ
て
い
た

の
だ
が
、
長
崎
奉
行
の
竹
中
采
女
正
重
義

（
豊
後
府
内
藩
主
）
か
ら
淵
村
の
庄
屋
に
任

ぜ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
豊
後
を
追
わ
れ

た
と
は
い
え
、
志
賀
家
は
大
友
家
の
重
臣
で

あ
っ
た
た
め
、
長
崎
で
も
そ
の
勢
力
は
大
き

く
、
現
在
の
淵
神
社
一
帯
は
、
か
つ
て
志
賀

一
族
の
土
地
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
城
ま
で

も
持
っ
て
い
た
。
志
賀
一
族
は
、
豊
後
岡
か

ら
長
崎
に
拠
点
を
移
し
、
親
成
を
筆
頭
に
長

崎
の
地
で
命
脈
を
保
っ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。

　
淵
村
に
住
み
つ
い
て
か
ら
の
桑
姫
は
、
育

ち
の
よ
さ
と
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
礼
儀
正
し
さ

を
身
に
付
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
村
の
娘
た

ち
に
行
儀
作
法
を
教
え
る
と
と
も
に
、
産
業

振
興
と
し
て
養
蚕
を
奨
励
し
た
。
そ
の
養
蚕

に
起
因
し
て
「
桑
姫
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
だ
が
、
残
念

な
こ
と
に
、
絶
世
の
美
女
で
心
優
し
く
、
多

く
の
人
々
か
ら
慕
わ
れ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら

ず
、
桑
姫
は
18
歳
で
病
没
す
る
。
そ
の
死
を

大
い
に
悲
し
ん
だ
村
の
人
々
が
、
彼
女
を
祀

る
た
め
に
建
て
た
祠
と
稲
荷
が
現
在
の
淵
神

社
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
祠
に

は
、
大
友
家
の
姫
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る

か
の
よ
う
に
家
紋
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い

て
、
祠
の
側
面
に
は
桑
姫
の
略
歴
が
刻
ま
れ

て
い
る
。

　
た
だ
し
、
桑
姫
の
祠
に
は
秘
密
と
謎
も
あ

る
。
大
友
家
の
家
紋
の
下
に
は
、
珍
し
い

「×

形
」
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
十
字
が
左
右
に

浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
お
り
、
下
の
台
座
の
中

に
は
「
桑
姫
御
前
」
と
彫
ら
れ
た
石
や
マ
リ

ア
像
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
浦
上
一

帯
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
禁
教
後
に
桑
姫

の
祠
が
あ
る
稲
荷
社
を
拝
む
ふ
り
を
し
て
、

実
際
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
桑
姫
と
マ
リ
ア
像
を

拝
む
た
め
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
そ
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
墓
が
神
社
内
に

あ
る
こ
と
も
不
思
議
だ
が
、
そ
れ
が
稲
荷
と

い
う
点
に
謎
を
感
じ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
と
稲

荷
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
で
も

取
り
上
げ
た
経
緯
が
あ
る
が
、
そ
の
ミ
ス
テ

リ
ー
は
長
崎
と
も
共
通
し
て
い
た
よ
う
だ
。

時
折
、
冗
談
交
じ
り
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
が
、
や
は
り
稲
荷
（
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｉ
）
は
、

Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
な
の
だ
ろ
う

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
後
藤
篤
美
）

参
考
文
献
／
「
志
賀
文
書
解
釈
書
」、「
長
崎
市
史
」

写
真
提
供
／
梅
元
建
治

10
5・6

鎮魂祭（ミサ）
日　時　10月６日㈰　10:30 ～ 12:00　
場　所　長湯歴史温泉伝承館「万象の湯」ルカスホール（直入町）　
　　　　※竹田市役所よりジャンボタクシーの無料運行あり（9:00～）
内　容　○アトラクション
　　　　　古楽器演奏〔カテリーナ古楽器研究所〕
　　　　○パネルディスカッション
　　　　　テーマ「秘められた竹田キリシタンの可能性を探る」
　　　　　コーディネーター…野田良輔（竹田市副市長）
　　　　　パネリスト…デル・カ・レンゾ神父
　　　　　　　　　　　　（長崎日本二十六聖人記念館長）
　　　　　　　　　　　三浦泰昌（「高麗の牡丹」著者）
　　　　　　　　　　　甲山　堅（「ザビエルコード」著者）

シンポジウム （先着120名様）

主催：竹田キリシタン南蛮文化シンポジウム実行委員会   共催：竹田市・竹田市教育委員会　後援：竹田市観光ツーリズム協会　協賛：三和酒類㈱　ざびえる本舗㈱
●お問い合せ　竹田市観光ツーリズム協会　☎0974-63-0585

キリシタン遺物展示 同時開催 ヨーロッパワイングラス展
５日㈯　13:00 ～ 17:00　   ６日㈰　9:00 ～ 16:00

㈯ ㈰

２日間

常   設   展

↑桑姫が祀られている「桑姫社」の鳥居

↑桑姫の祠。大友家の家紋の下に「□」
　（⇨部分）はアンドリュー十字

→
右
図
の
墓
石
は
「
稲
荷
」
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る

桑姫君墓→
（「長崎名勝図絵」）　

祠の側面に「…大友義統二女」と→
桑姫の略歴が彫られている

⇨

ち
か
よ
し

お  

に
し  

ご  

ぜ
ん

よ

あ
げ
く
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た
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つ
い
た
場
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長
崎
で
あ
っ
た
。

大分竹田キリシタン

南蛮文化シンポジウム
竹田市には、岡藩の時代から受け継がれてきた貴重なキリシタン遺物や遺跡が数多く残っています。
しかし、これまで語られず、すべては「謎」に包まれていました。今回のシンポジウムでは、
この貴重な遺物・遺跡を同時公開するとともに、竹田キリシタンの真の姿を探ります。

　　　　　　場 　所　竹田市総合社会福祉センター 
竹田には様々なキリシタン遺物が眠っていますが、個人の所有のものが多く、また市内に点在しているため、日頃は一度に見ることが
できません。今回はこれらを一堂に集めて展示しますので、この機会にぜひご覧ください。
その他にも「竹田に残るキリシタン遺跡の写真パネルと謎の遺物群」・「中世ヨーロッパの宗教画（イコン）」など、多数展示しています。

日　時　10月５日㈯　10:00 ～ 11:00
場　所　竹田市指定史跡「鏡処刑場跡」
　　　　※竹田市役所よりジャンボタクシーの無料運行あり（9:00～）
内　容　○ミサ
　　　　　ルイス・フォンテス氏
　　　　　（イエズス会福岡修道院神父、フランシスコ・ザビエルの

兄ミゲルから数えて15代目）
　　　　○讃美歌斉唱
　　　　○ヘルヴィム賛歌（荒城の月）CD鑑賞

　
長
崎
に
竹
田
と
の
意
外
な
接
点
が
い
く
つ

か
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
長
崎
市
内

の
淵
神
社
に
キ
リ
シ
タ
ン
稲
荷
と
し
て
祀
ら

れ
て
い
る
「
桑
姫
」
で
あ
る
。

　
中
川
家
が
岡
藩
主
に
な
る
以
前
の
竹
田
は

志
賀
家
の
統
治
下
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
最
後

の
岡
城
主
が
志
賀
親
次
で
あ
る
。
彼
は
自
ら

の
腕
に
十
字
架
を
彫
っ
た
ほ
ど
の
熱
烈
な
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
で
、「
ド
ン
・
パ
ウ
ロ
」
と

い
う
洗
礼
名
を
持
ち
、
大
友
宗
麟
の
孫
で
も

あ
っ
た
。

　
そ
の
親
次
の
近
親
者
に
「
阿
西
御
前
」
と

い
う
女
性
が
い
た
。
こ
れ
が
「
桑
姫
」
で
、

彼
女
も
ま
た
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
り
、
洗
礼
名

は
マ
キ
シ
マ（
マ
キ
ゼ
ン
シ
ャ
と
も
）で
あ
っ

た
。
親
次
と
桑
姫
は
、
兄
弟
や
従
妹
で
は
な

い
が
、
共
に
大
友
宗
麟
の
孫
で
あ
る
こ
と

と
、
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
点
に
お
い
て
共
通

し
て
お
り
、
極
め
て
親
し
い
間
柄
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
桑
姫
は
、
宗
麟
の
孫
と
し
て
悠
々
自
適
な

生
涯
を
送
っ
て
い
た
が
、
大
友
家
の
没
落
に

伴
っ
て
自
身
も
故
郷
の
豊
後
を
追
わ
れ
る
身

と
な
る
。
そ
の
後
、
悲
し
み
に
く
れ
な
が
ら
、

拠
り
ど
こ
ろ
を
求
め
て
さ
ま
よ
っ
た
挙
句
に

や
っ
と
辿
り
着
い
た
先
が
長
崎
だ
っ
た
。

　
竹
田
と
の
接
点
が
も
う
一
つ
あ
る
。
桑
姫

は
、
長
崎
浦
上
の
淵
村
で
庄
屋
の
家
に
匿
わ

れ
た
が
、
そ
の
庄
屋
と
は
、
ド
ン
・
パ
ウ
ロ

志
賀
親
次
の
兄
「
親
成
」
で
あ
っ
た
。
親
成

も
ま
た
、
豊
後
を
追
わ
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
大

名
の
大
村
家
を
頼
っ
て
長
崎
に
逃
れ
て
い
た

の
だ
が
、
長
崎
奉
行
の
竹
中
采
女
正
重
義

（
豊
後
府
内
藩
主
）
か
ら
淵
村
の
庄
屋
に
任

ぜ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
豊
後
を
追
わ
れ

た
と
は
い
え
、
志
賀
家
は
大
友
家
の
重
臣
で

あ
っ
た
た
め
、
長
崎
で
も
そ
の
勢
力
は
大
き

く
、
現
在
の
淵
神
社
一
帯
は
、
か
つ
て
志
賀

一
族
の
土
地
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
城
ま
で

も
持
っ
て
い
た
。
志
賀
一
族
は
、
豊
後
岡
か

ら
長
崎
に
拠
点
を
移
し
、
親
成
を
筆
頭
に
長

崎
の
地
で
命
脈
を
保
っ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。

　
淵
村
に
住
み
つ
い
て
か
ら
の
桑
姫
は
、
育

ち
の
よ
さ
と
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
礼
儀
正
し
さ

を
身
に
付
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
村
の
娘
た

ち
に
行
儀
作
法
を
教
え
る
と
と
も
に
、
産
業

振
興
と
し
て
養
蚕
を
奨
励
し
た
。
そ
の
養
蚕

に
起
因
し
て
「
桑
姫
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
だ
が
、
残
念

な
こ
と
に
、
絶
世
の
美
女
で
心
優
し
く
、
多

く
の
人
々
か
ら
慕
わ
れ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら

ず
、
桑
姫
は
18
歳
で
病
没
す
る
。
そ
の
死
を

大
い
に
悲
し
ん
だ
村
の
人
々
が
、
彼
女
を
祀

る
た
め
に
建
て
た
祠
と
稲
荷
が
現
在
の
淵
神

社
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
祠
に

は
、
大
友
家
の
姫
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る

か
の
よ
う
に
家
紋
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い

て
、
祠
の
側
面
に
は
桑
姫
の
略
歴
が
刻
ま
れ

て
い
る
。

　
た
だ
し
、
桑
姫
の
祠
に
は
秘
密
と
謎
も
あ

る
。
大
友
家
の
家
紋
の
下
に
は
、
珍
し
い

「×

形
」
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
十
字
が
左
右
に

浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
お
り
、
下
の
台
座
の
中

に
は
「
桑
姫
御
前
」
と
彫
ら
れ
た
石
や
マ
リ

ア
像
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
浦
上
一

帯
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
禁
教
後
に
桑
姫

の
祠
が
あ
る
稲
荷
社
を
拝
む
ふ
り
を
し
て
、

実
際
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
桑
姫
と
マ
リ
ア
像
を

拝
む
た
め
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
そ
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
墓
が
神
社
内
に

あ
る
こ
と
も
不
思
議
だ
が
、
そ
れ
が
稲
荷
と

い
う
点
に
謎
を
感
じ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
と
稲

荷
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
で
も

取
り
上
げ
た
経
緯
が
あ
る
が
、
そ
の
ミ
ス
テ

リ
ー
は
長
崎
と
も
共
通
し
て
い
た
よ
う
だ
。

時
折
、
冗
談
交
じ
り
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
が
、
や
は
り
稲
荷
（
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｉ
）
は
、

Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
な
の
だ
ろ
う

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
後
藤
篤
美
）

参
考
文
献
／
「
志
賀
文
書
解
釈
書
」、「
長
崎
市
史
」

写
真
提
供
／
梅
元
建
治

10
5・6

鎮魂祭（ミサ）
日　時　10月６日㈰　10:30 ～ 12:00　
場　所　長湯歴史温泉伝承館「万象の湯」ルカスホール（直入町）　
　　　　※竹田市役所よりジャンボタクシーの無料運行あり（9:00～）
内　容　○アトラクション
　　　　　古楽器演奏〔カテリーナ古楽器研究所〕
　　　　○パネルディスカッション
　　　　　テーマ「秘められた竹田キリシタンの可能性を探る」
　　　　　コーディネーター…野田良輔（竹田市副市長）
　　　　　パネリスト…デル・カ・レンゾ神父
　　　　　　　　　　　　（長崎日本二十六聖人記念館長）
　　　　　　　　　　　三浦泰昌（「高麗の牡丹」著者）
　　　　　　　　　　　甲山　堅（「ザビエルコード」著者）

シンポジウム （先着120名様）

主催：竹田キリシタン南蛮文化シンポジウム実行委員会   共催：竹田市・竹田市教育委員会　後援：竹田市観光ツーリズム協会　協賛：三和酒類㈱　ざびえる本舗㈱
●お問い合せ　竹田市観光ツーリズム協会　☎0974-63-0585

キリシタン遺物展示 同時開催 ヨーロッパワイングラス展
５日㈯　13:00 ～ 17:00　   ６日㈰　9:00 ～ 16:00

㈯ ㈰

２日間

常   設   展

↑桑姫が祀られている「桑姫社」の鳥居

↑桑姫の祠。大友家の家紋の下に「□」
　（⇨部分）はアンドリュー十字

→
右
図
の
墓
石
は
「
稲
荷
」
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る

桑姫君墓→
（「長崎名勝図絵」）　

祠の側面に「…大友義統二女」と→
桑姫の略歴が彫られている

⇨

ち
か
よ
し

お  

に
し  

ご  

ぜ
ん

よ

あ
げ
く
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たけたんアンテナcolumn & news

竹田雑感　　
～調査研究を通してみた竹田～

生き活き

起
興

クラウディア・ケール
Ａコラム by claudia kehl

（国際交流員）

姉妹都市
ドイツバート・
クロツィンゲンコーナー

♯45 風 景 の 支 え
国土交通省　東北地方整備局　北上川下流河川事務所
（東京大学大学院　景観研究室　2013修了）  高浜　康亘　TAKAHAMA YASUNOBU

　
大
学
４
年
生
の
、
終
わ
り
の
出
来
事
で
す
。
そ
の
と
き
私
は
東
京
の
、
駅
の
ホ
ー

ム
か
ら
電
車
に
乗
り
込
ん
だ
と
き
で
し
た
。
収
ま
ら
な
い
揺
れ
、鳴
り
や
ま
な
い
ホ
ー

ム
の
軋
み
、
不
安
そ
う
な
周
囲
の
人
の
顔
。
東
日
本
大
震
災
。
２
０
１
１
年
３
月
11

日
の
、
出
来
事
で
し
た
。

　
当
時
私
は
東
京
大
学
の
景
観
研
究
室
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
竹
田
と
の
出
会
い

は
そ
の
前
年
の
７
月
。
白
水
ダ
ム
の
美
し
さ
に
、
前
日
体
に
溜
め
込
ん
だ
焼
酎
が
吹

き
飛
ん
だ
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
幾
度
も
竹
田
を
訪
れ
、
情
感
あ
ふ
れ
る
城

下
町
や
、
青
々
と
そ
よ
め
く
棚
田
の
稲
穂
、
そ
し
て
竹
田
の
方
々
の
笑
顔
に
触
れ
る

た
び
に
、
あ
ぁ
、
日
本
に
こ
ん
な
に
良
い
風
景
が
あ
っ
た
ん
だ
な
、
日
本
に
も
っ
と

良
い
風
景
を
つ
く
り
た
い
、
の
こ
し
た
い
、
と
、
想
い
を
強
く
し
た
よ
う
な
、
そ
ん

な
気
が
し
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
。
東
北
に
も
、
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
に
良
い
風

景
を
、
と
思
う
ほ
ど
、
私
の
中
に
は
「
良
い
風
景
と
は
？
」
と
い
う
問
い
が
渦
巻
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
竹
田
を
思
え
ば
竹
田
の
笑
顔
が
い
つ
も
浮

か
ぶ
よ
う
に
、
き
っ
と
見
た
目
や
ウ
ワ
ッ
ツ
ラ
で
な
く
、
そ
の
奥
の
部
分
こ
そ
が
手

が
か
り
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
社
会
の
根
本
を
考

え
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
行
政
を
志
し
ま
し
た
。
就
職
活
動
で
は
そ
ん
な
想
い

を
正
直
に
話
し
、
内
々
定
を
い
た
だ
い
た
の
が
修
士
２
年
の
夏
。
２
０
１
２
年
７
月

12
日
。
竹
田
市
豪
雨
災
害
、
当
日
の
朝
で
し
た
。

　
そ
の
秋
に
、
志
土
知
の
調
査
で
再
び
竹
田
を
訪
れ
ま
し
た
。
自
分
の
大
好
き
な
風

景
の
、
そ
こ
に
残
る
災
害
の
爪
痕
を
見
て
、
な
ん
だ
か
自
分
の
一
部
が
削
ら
れ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
竹
田
の
方
々
の
笑
顔
は
変
わ
ら
ず
そ
こ
に
あ
り
ま

し
た
。
思
え
ば
竹
田
は
幾
多
の
水
害
を
乗
り
越
え
て
き
た
土
地
で
あ
り
、今
回
も
き
っ

と
す
ぐ
に
立
ち
直
る
。
志
土
知
の
笑
顔
を
見
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
春
に
景
観
研
を
修
了
し
、社
会
人
に
な
り
ま
し
た
。初
任
地
は
宮
城
県
石
巻
市
。

北
上
川
河
口
部
の
こ
の
ま
ち
に
は
、
今
も
津
波
の
痕
跡
が
残
り
ま
す
。
楽
観
視
で
き

る
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
き
っ
と
、
大
丈
夫
。
私
は
今
日
も
、
竹
田
の

笑
顔
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

の
財
政
状
態
は
他
の
同
じ
大
き

さ
の
市
と
比
べ
た
ら
、
少
な
い

が
、
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
い

る
」
と
メ
ロ
ー
ト
市
長
は
語
っ
て

い
る
。

　
市
の
会
計
は
二
つ
の
分
野
に
分

か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は「
経
常
費
」

と
「
持
続
可
能
な
投
資
の
た
め
の

経
費
」。

　
経
常
費
の
た
め
の
財
政
予
算

は
お
よ
そ
２
０
０
０
万
ユ
ー
ロ

（
約
26
億
円
）
で
あ
り
、
そ
の
内

訳
は
１
０
０
０
万
ユ
ー
ロ
（
約
13

億
円
）
の
市
の
自
己
収
入
と
、
国

か
ら
２
０
０
０
万
ユ
ー
ロ
の
補
助

金
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
地
域
割

当
の
た
め
１
０
０
０
万
ユ
ー
ロ
の

負
担
金
を
差
し
引
い
た
も
の
で
あ

る
。

　
一
般
的
に
ド
イ
ツ
で
は
営
業
税

は
一
番
大
事
な
市
の
財
源
で
あ

る
。
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

市
の
大
き
さ
に
適
切
な
営
業
税

の
収
入
は
約
１
２
０
０
万
ユ
ー
ロ

（
約
15
億
円
）
だ
。

　
し
か
し
営
業
が
少
な
い
バ
ー

ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
で
は
、
健

康
施
設
は
営
業
税
か
ら
免
除
さ

れ
て
い
る
の
で
、
営
業
税
は
わ
ず

か
３
０
０
万
〜
４
０
０
万
ユ
ー
ロ

（
約
４
億
円
〜
５
億
円
）
だ
。
合

せ
て
バ
ー
デ
ン･
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ

ル
ク
州
の
他
の
市
の
平
均
と
比

較
し
た
ら
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ

ン
ゲ
ン
市
の
租
税
収
入
は
わ
ず

か
６
割
で
あ
る
。

　「
一
般
的
に
は
温
泉
が
あ
る
市

で
は
財
政
規
模
が
少
な
い
の
で
、

節
約
が
最
も
重
要
だ
」
と
メ
ロ
ー

ト
市
長
が
主
張
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

市
で
は
職
員
が
た
く
さ
ん
必
要

バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン

ゲ
ン
市
の
会
計
の
紹
介

な
課
題
解
決
（
樹
木
保
護
条
例
、

平
等
問
題
担
当
者
、
地
域
高
齢

者
審
議
会
、
報
道
局
、
博
物
館
の

職
員
、
協
会
振
興
局
な
ど
）
を
断

念
さ
れ
て
い
る
。
市
政
の
正
職
員

（
フ
ル･

タ
イ
ム
職
員
）
の
数
は

非
常
に
少
な
く
、
１
０
０
名
の
み

だ
。
そ
れ
で
も
い
い
仕
事
が
で
き

る
の
は
「
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
、
精
励
と
経
験
の
お
陰
だ
」
と

メ
ロ
ー
ト
市
長
が
称
え
て
い
る
。

そ
し
て
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
市
の
財
政
は
何
に
使
わ
れ
て
い

る
か
。
建
物
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も

含
め
、
一
般
市
政
、
治
安
、
建
築

局
、
戸
籍
役
場
、
登
記
所
、
消
防

署
、
環
境
保
護
な
ど
の
た
め
に
は

６
０
０
万
ユ
ー
ロ
（
約
７
・
８
億

円
）
が
使
わ
れ
て
い
る
。
多
く
の

分
野
が
あ
る
た
め
、
節
約
が
必
要

だ
。
特
に
市
政
で
倹
約
な
方
針
を

進
め
て
き
た
お
陰
で
、
10
年
前
と

比
べ
る
と
、
学
校
関
係
の
予
算
を

２
倍
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
た

（
＝
現
在
２
２
０
０
万
ユ
ー
ロ
＝

28
億
円
）。
メ
ロ
ー
ト
市
長
は「
私

達
に
と
っ
て
学
生
は
と
て
も
重
要

で
す
」
と
最
後
に
締
め
く
く
っ
て

い
る
。

（
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
広
報
誌

「
市
長
あ
い
さ
つ
」
２
０
１
３
年
８
月
14

日
よ
り
）

↑メロート市長

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
（
地
域
雇
用
創

造
推
進
事
業
）
の
「
健
康
づ
く
り
分

野
」
で
健
康
づ
く
り
の
指
導
者
と
し

て
知
識
や
技
術
を
学
び
、
昨
年
９
月

創
業
し
た
「
竹
田
ヘ
ル
ス
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
」（
Ｔ
Ｈ
Ｆ
）
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
「
健
康
づ
く
り
教
室
」
が
来
月

（
11
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

松
本
地
区
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

健
康
づ
く
り
に
高
い
関
心

　
人
材
育
成
事
業
で
育
っ
た
Ｔ
Ｈ
Ｆ

の
皆
さ
ん
が
地
域
で
の
実
践
活
動
を

展
開
す
る
た
め
、
活
性
化
推
進
室
で

は
昨
年
か
ら
市
内
の
公
民
館
や
分
館

の
施
設
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
７
月
１
日
〜
31
日
の
間
、

竹
田
、
松
本
地
区
の
住
民
４
３
５
世

帯
を
対
象
に
「
健
康
づ
く
り
ニ
ー
ズ

調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
15
地
区
の
自
治
会
長
及
び
分
館
長

を
は
じ
め
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、「
健
康
づ

く
り
の
関
心
」
と
「
教
室
開
催
」
に

つ
い
て
２
７
９
世
帯
（
回
収
率
64
・

１
％
）
の
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

○
健
康
づ
く
り
教
室
に
是
非
参
加
し

た
い…

…

38
名

○
健
康
づ
く
り
教
室
に
機
会
が
あ
れ

ば
参
加
し
た
い…

…

２
４
３
名

○
健
康
づ
く
り
教
室
に
参
加
し
た
い

と
思
わ
な
い…

…

１
４
４
名

　
参
加
の
意
思
を
示
さ
れ
た
方
が
２

８
１
名
（
58
％
）。
こ
れ
は
松
本
地

区
の
約
半
数
の
方
が
健
康
づ
く
り
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
Ｔ
Ｈ
Ｆ
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
か

ら
運
動
器
具
を
用
い
た
実
践
指
導
、

評
価
（
効
果
の
測
定
）
を
行
い
ま
す

Ｔ
Ｈ
Ｆ（
竹
田
ヘ
ル
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
）に
よ
る

厚
生
労
働
省
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業

あ
な
た
が
あ
け
る
チ
ャ
ン
ス
の
扉

が
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
11
月
か
ら
松
本
分
館
に

お
け
る
「
健
康
づ
く
り
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
教
室
の
内
容
や
開
催
時
間
な
ど
の

お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
は
自

治
会
か
ら
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
経
済
活
性
化
促
進
協
議
会

　
☎
６
２-

２
１
２
２

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〕 

　http://taketa -ikiiki.org/

「
健
康
づ
く
り
」地
域
実
践
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

　８月25日、竹田の子どもたちに本場の芸術文化にふれてもら
いたいと、夏休み恒例の「アルテヴィーヴァコンサート」が久住
公民館くじゅうサンホールで開催されました。
　今年のテーマは「ＧＩＯＩＡ（ジョイア：よろこび）」。
　市内の小中学生、高校生が夏休みに行われたバレエや演劇、合
唱のワークショップに参加し、芸術への感性を磨きました。
迎えた本番の舞台では、練習の成果を披露し、テーマである心に
“創り出す喜び” が生まれたことでしょう。
　舞台は県内外にゆかりのあるアーティストが熱演。観衆は惜し
みない拍手をいつまでも送り続けました。

地域に根付いた芸術文化公演
アルテヴィーヴァコンサート

↑オペラ「愛の妙薬」
←ワークショップに参加
　した児童たちも熱演
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たけたんアンテナcolumn & news

竹田雑感　　
～調査研究を通してみた竹田～

生き活き

起
興

クラウディア・ケール
Ａコラム by claudia kehl

（国際交流員）

姉妹都市
ドイツバート・
クロツィンゲンコーナー

♯45 風 景 の 支 え
国土交通省　東北地方整備局　北上川下流河川事務所
（東京大学大学院　景観研究室　2013修了）  高浜　康亘　TAKAHAMA YASUNOBU

　
大
学
４
年
生
の
、
終
わ
り
の
出
来
事
で
す
。
そ
の
と
き
私
は
東
京
の
、
駅
の
ホ
ー

ム
か
ら
電
車
に
乗
り
込
ん
だ
と
き
で
し
た
。
収
ま
ら
な
い
揺
れ
、鳴
り
や
ま
な
い
ホ
ー

ム
の
軋
み
、
不
安
そ
う
な
周
囲
の
人
の
顔
。
東
日
本
大
震
災
。
２
０
１
１
年
３
月
11

日
の
、
出
来
事
で
し
た
。

　
当
時
私
は
東
京
大
学
の
景
観
研
究
室
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
竹
田
と
の
出
会
い

は
そ
の
前
年
の
７
月
。
白
水
ダ
ム
の
美
し
さ
に
、
前
日
体
に
溜
め
込
ん
だ
焼
酎
が
吹

き
飛
ん
だ
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
幾
度
も
竹
田
を
訪
れ
、
情
感
あ
ふ
れ
る
城

下
町
や
、
青
々
と
そ
よ
め
く
棚
田
の
稲
穂
、
そ
し
て
竹
田
の
方
々
の
笑
顔
に
触
れ
る

た
び
に
、
あ
ぁ
、
日
本
に
こ
ん
な
に
良
い
風
景
が
あ
っ
た
ん
だ
な
、
日
本
に
も
っ
と

良
い
風
景
を
つ
く
り
た
い
、
の
こ
し
た
い
、
と
、
想
い
を
強
く
し
た
よ
う
な
、
そ
ん

な
気
が
し
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
。
東
北
に
も
、
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
に
良
い
風

景
を
、
と
思
う
ほ
ど
、
私
の
中
に
は
「
良
い
風
景
と
は
？
」
と
い
う
問
い
が
渦
巻
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
竹
田
を
思
え
ば
竹
田
の
笑
顔
が
い
つ
も
浮

か
ぶ
よ
う
に
、
き
っ
と
見
た
目
や
ウ
ワ
ッ
ツ
ラ
で
な
く
、
そ
の
奥
の
部
分
こ
そ
が
手

が
か
り
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
社
会
の
根
本
を
考

え
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
行
政
を
志
し
ま
し
た
。
就
職
活
動
で
は
そ
ん
な
想
い

を
正
直
に
話
し
、
内
々
定
を
い
た
だ
い
た
の
が
修
士
２
年
の
夏
。
２
０
１
２
年
７
月

12
日
。
竹
田
市
豪
雨
災
害
、
当
日
の
朝
で
し
た
。

　
そ
の
秋
に
、
志
土
知
の
調
査
で
再
び
竹
田
を
訪
れ
ま
し
た
。
自
分
の
大
好
き
な
風

景
の
、
そ
こ
に
残
る
災
害
の
爪
痕
を
見
て
、
な
ん
だ
か
自
分
の
一
部
が
削
ら
れ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
竹
田
の
方
々
の
笑
顔
は
変
わ
ら
ず
そ
こ
に
あ
り
ま

し
た
。
思
え
ば
竹
田
は
幾
多
の
水
害
を
乗
り
越
え
て
き
た
土
地
で
あ
り
、今
回
も
き
っ

と
す
ぐ
に
立
ち
直
る
。
志
土
知
の
笑
顔
を
見
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
春
に
景
観
研
を
修
了
し
、社
会
人
に
な
り
ま
し
た
。初
任
地
は
宮
城
県
石
巻
市
。

北
上
川
河
口
部
の
こ
の
ま
ち
に
は
、
今
も
津
波
の
痕
跡
が
残
り
ま
す
。
楽
観
視
で
き

る
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
き
っ
と
、
大
丈
夫
。
私
は
今
日
も
、
竹
田
の

笑
顔
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

の
財
政
状
態
は
他
の
同
じ
大
き

さ
の
市
と
比
べ
た
ら
、
少
な
い

が
、
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
い

る
」
と
メ
ロ
ー
ト
市
長
は
語
っ
て

い
る
。

　
市
の
会
計
は
二
つ
の
分
野
に
分

か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は「
経
常
費
」

と
「
持
続
可
能
な
投
資
の
た
め
の

経
費
」。

　
経
常
費
の
た
め
の
財
政
予
算

は
お
よ
そ
２
０
０
０
万
ユ
ー
ロ

（
約
26
億
円
）
で
あ
り
、
そ
の
内

訳
は
１
０
０
０
万
ユ
ー
ロ
（
約
13

億
円
）
の
市
の
自
己
収
入
と
、
国

か
ら
２
０
０
０
万
ユ
ー
ロ
の
補
助

金
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
地
域
割

当
の
た
め
１
０
０
０
万
ユ
ー
ロ
の

負
担
金
を
差
し
引
い
た
も
の
で
あ

る
。

　
一
般
的
に
ド
イ
ツ
で
は
営
業
税

は
一
番
大
事
な
市
の
財
源
で
あ

る
。
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

市
の
大
き
さ
に
適
切
な
営
業
税

の
収
入
は
約
１
２
０
０
万
ユ
ー
ロ

（
約
15
億
円
）
だ
。

　
し
か
し
営
業
が
少
な
い
バ
ー

ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
で
は
、
健

康
施
設
は
営
業
税
か
ら
免
除
さ

れ
て
い
る
の
で
、
営
業
税
は
わ
ず

か
３
０
０
万
〜
４
０
０
万
ユ
ー
ロ

（
約
４
億
円
〜
５
億
円
）
だ
。
合

せ
て
バ
ー
デ
ン･

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ

ル
ク
州
の
他
の
市
の
平
均
と
比

較
し
た
ら
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ

ン
ゲ
ン
市
の
租
税
収
入
は
わ
ず

か
６
割
で
あ
る
。

　「
一
般
的
に
は
温
泉
が
あ
る
市

で
は
財
政
規
模
が
少
な
い
の
で
、

節
約
が
最
も
重
要
だ
」
と
メ
ロ
ー

ト
市
長
が
主
張
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

市
で
は
職
員
が
た
く
さ
ん
必
要

バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン

ゲ
ン
市
の
会
計
の
紹
介

な
課
題
解
決
（
樹
木
保
護
条
例
、

平
等
問
題
担
当
者
、
地
域
高
齢

者
審
議
会
、
報
道
局
、
博
物
館
の

職
員
、
協
会
振
興
局
な
ど
）
を
断

念
さ
れ
て
い
る
。
市
政
の
正
職
員

（
フ
ル･

タ
イ
ム
職
員
）
の
数
は

非
常
に
少
な
く
、
１
０
０
名
の
み

だ
。
そ
れ
で
も
い
い
仕
事
が
で
き

る
の
は
「
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
、
精
励
と
経
験
の
お
陰
だ
」
と

メ
ロ
ー
ト
市
長
が
称
え
て
い
る
。

そ
し
て
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
市
の
財
政
は
何
に
使
わ
れ
て
い

る
か
。
建
物
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も

含
め
、
一
般
市
政
、
治
安
、
建
築

局
、
戸
籍
役
場
、
登
記
所
、
消
防

署
、
環
境
保
護
な
ど
の
た
め
に
は

６
０
０
万
ユ
ー
ロ
（
約
７
・
８
億

円
）
が
使
わ
れ
て
い
る
。
多
く
の

分
野
が
あ
る
た
め
、
節
約
が
必
要

だ
。
特
に
市
政
で
倹
約
な
方
針
を

進
め
て
き
た
お
陰
で
、
10
年
前
と

比
べ
る
と
、
学
校
関
係
の
予
算
を

２
倍
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
た

（
＝
現
在
２
２
０
０
万
ユ
ー
ロ
＝

28
億
円
）。
メ
ロ
ー
ト
市
長
は「
私

達
に
と
っ
て
学
生
は
と
て
も
重
要

で
す
」
と
最
後
に
締
め
く
く
っ
て

い
る
。

（
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
広
報
誌

「
市
長
あ
い
さ
つ
」
２
０
１
３
年
８
月
14

日
よ
り
）

↑メロート市長

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
（
地
域
雇
用
創

造
推
進
事
業
）
の
「
健
康
づ
く
り
分

野
」
で
健
康
づ
く
り
の
指
導
者
と
し

て
知
識
や
技
術
を
学
び
、
昨
年
９
月

創
業
し
た
「
竹
田
ヘ
ル
ス
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
」（
Ｔ
Ｈ
Ｆ
）
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
「
健
康
づ
く
り
教
室
」
が
来
月

（
11
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

松
本
地
区
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

健
康
づ
く
り
に
高
い
関
心

　
人
材
育
成
事
業
で
育
っ
た
Ｔ
Ｈ
Ｆ

の
皆
さ
ん
が
地
域
で
の
実
践
活
動
を

展
開
す
る
た
め
、
活
性
化
推
進
室
で

は
昨
年
か
ら
市
内
の
公
民
館
や
分
館

の
施
設
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
７
月
１
日
〜
31
日
の
間
、

竹
田
、
松
本
地
区
の
住
民
４
３
５
世

帯
を
対
象
に
「
健
康
づ
く
り
ニ
ー
ズ

調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
15
地
区
の
自
治
会
長
及
び
分
館
長

を
は
じ
め
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、「
健
康
づ

く
り
の
関
心
」
と
「
教
室
開
催
」
に

つ
い
て
２
７
９
世
帯
（
回
収
率
64
・

１
％
）
の
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

○
健
康
づ
く
り
教
室
に
是
非
参
加
し

た
い…

…

38
名

○
健
康
づ
く
り
教
室
に
機
会
が
あ
れ

ば
参
加
し
た
い…

…

２
４
３
名

○
健
康
づ
く
り
教
室
に
参
加
し
た
い

と
思
わ
な
い…

…

１
４
４
名

　
参
加
の
意
思
を
示
さ
れ
た
方
が
２

８
１
名
（
58
％
）。
こ
れ
は
松
本
地

区
の
約
半
数
の
方
が
健
康
づ
く
り
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
Ｔ
Ｈ
Ｆ
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
か

ら
運
動
器
具
を
用
い
た
実
践
指
導
、

評
価
（
効
果
の
測
定
）
を
行
い
ま
す

Ｔ
Ｈ
Ｆ（
竹
田
ヘ
ル
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
）に
よ
る

厚
生
労
働
省
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業

あ
な
た
が
あ
け
る
チ
ャ
ン
ス
の
扉

が
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
11
月
か
ら
松
本
分
館
に

お
け
る
「
健
康
づ
く
り
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
教
室
の
内
容
や
開
催
時
間
な
ど
の

お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
は
自

治
会
か
ら
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
経
済
活
性
化
促
進
協
議
会

　
☎
６
２-

２
１
２
２

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〕 

　http://taketa -ikiiki.org/

「
健
康
づ
く
り
」地
域
実
践
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

　８月25日、竹田の子どもたちに本場の芸術文化にふれてもら
いたいと、夏休み恒例の「アルテヴィーヴァコンサート」が久住
公民館くじゅうサンホールで開催されました。
　今年のテーマは「ＧＩＯＩＡ（ジョイア：よろこび）」。
　市内の小中学生、高校生が夏休みに行われたバレエや演劇、合
唱のワークショップに参加し、芸術への感性を磨きました。
迎えた本番の舞台では、練習の成果を披露し、テーマである心に
“創り出す喜び” が生まれたことでしょう。
　舞台は県内外にゆかりのあるアーティストが熱演。観衆は惜し
みない拍手をいつまでも送り続けました。

地域に根付いた芸術文化公演
アルテヴィーヴァコンサート

↑オペラ「愛の妙薬」
←ワークショップに参加
　した児童たちも熱演
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今月のイントロダクション

ぼくたち・私たちの

学び舎

introduction

図書館の
お知らせ

月

日 月 火 水 木 金 土

司書のおすすめ

今月の読み聞かせ

今月の食育レシピ

　今
年
の
都
野
中
学
校
の
全
校
生
徒

数
は
35
名
で
す
。
竹
田
市
内
の
中
学

校
で
は
、
最
も
小
さ
な
学
校
で
す
が

生
徒
は
、
学
習
・
部
活
動
等
に
素
晴

ら
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
生
徒
の
頑
張
り
や
努
力

は
、
保
護
者
を
は
じ
め
と
し
て
都
野

地
域
の
学
校
へ
の
ご
支
援
や
ご
協
力

の
賜
物
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　保
護
者
の
方
々
に
は
、
日
頃
の
教

育
活
動
だ
け
で
な
く
学
校
の
教
育
環

境
整
備
と
し
て
の
草
刈
り
作
業
へ
の

ご
協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

地
域
の
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

学
校
庭
園
の
剪
定
等
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　生
徒
も
地
域
の
行
事
等
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
て
、
地
域
へ
の
誇
り
を

感
じ
て
い
ま
す
。「
都
野
小
中
合
同

運
動
会
」
で
は
、
地
域
の
伝
統
で
あ

る
「
団
七
踊
り
」
や
「
つ
つ
じ
音
頭
」

を
教
職
員
と
と
も
に
全
校
生
徒
が
踊

り
ま
す
。
こ
の
踊
り
を
見
る
た
め
に

地
域
の
方
が
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

る
ほ
ど
地
域
に
根
付
い
て
い
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
先
月
久
住
町

総
合
運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
「
奥
豊
後
の
踊
り
を
楽
し
む

夕
べ
」
に
全
校
生
徒
が
「
団
七
踊
り
」

で
参
加
し
大
変
好
評
を
得
た
と
こ
ろ

で
す
。地
域
の
大
祭
で
あ
る「
神
保
会
」

に
地
区
の
生
徒
を
中
心
に
多
く
の
生

徒
が
参
加
し
、
地
域
の
歴
史
や
伝
統

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
学
習
の
成
果
を
10
月
25
日
に
開

催
さ
れ
る
「
九
州
地
区
へ
き
地
教
育

研
究
発
表
会
」で
授
業
発
表
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
参
観
を
頂
け
た
ら
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
本
校
は
隣
接
す
る
都
野
小

学
校
と
の
小
中
連
携
教
育
に
長
年
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
両
校
の
全
校
生

徒
が
参
加
す
る「
小
中
合
同
運
動
会
」

を
は
じ
め
「
大
船
っ
子
集
会
」
等
の

教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
の
「
大
船
っ
子
集
会
」
で
は
、

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
の
留
学

生
14
名
を
招
き
異
文
化
交
流
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
や
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
等
の
生
活
の
様
子
や
簡
単
な

あ
い
さ
つ
の
言
葉
を
学
び
ま
し
た
。

　長
年
の
小
中
連
携
活
動
に
よ
り
小

学
生
は
中
学
入
学
後
も
ス
ム
ー
ズ
に

中
学
校
生
活
に
馴
染
ん
で
い
ま
す
。

（
志
水
輝
昭
）

↑地域の伝統舞踊「団七踊り」を舞う生徒たち

今
月
の
学
び
舎
　竹
田
市
立
都
野
中
学
校

10

※カレンダー中の白抜きの日が
　休館日です。

3
10
17
24
31

2
9
16
23
30

5
12
19
26

7
14
21
28

1
8
15
22
29

■竹田市立図書館
  TEL・ FAX63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
  TEL・ FAX68-2200
■久住図書室
  TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
  TEL75-2240 ・FAX75-2231

10　月

4
11
18
25

6
13
20
27

新刊のご案内
【一般の本】
・わが友の旅立ちの日に（山川出版社） 安野　光雅
・狂言兄弟（毎日新聞社） 茂山　千作
・正妻　上・下巻 -慶喜と美賀子（講談社） 林　真理子
・花や咲く咲く（実業之日本社） あさのあつこ
・北の街物語（中央公論新社） 内田　康夫
・安部公房とわたし（講談社） 山口　果林
・悠久の時を旅する（クレヴィス）　 星野　道夫
・こうかん、ぶつぶつ（mille books） 広沢　京子
・面白くて眠れなくなる素粒子（PHP エディターズ・グループ） 竹内　　薫
・四季と寄り添う持たない暮らし（徳間書店） 後藤加寿子
【子どもの本】
・都会のトム＆ソーヤ　11　上・下巻（講談社） はやみねかおる
・最初の質問（講談社） いせひでこ
・むらをすくったかえる（ディスカバー・トゥエンティワン） 塚本やすし
・ばしゃにのって（アリス館） とよたかずひこ
・これならわかる ! クイズ式たのしい恐竜学（今人舎） 福井県立恐竜博物館

他 50 冊ほど入りました。

大人の本

子どもの本

「フローラ逍遙」

「むねとんとん」

○ブックスタート 10月9日㈬ 13:30～ （竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや 毎週火曜日 10:30～11:00 （竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム 10月16日㈬ 13:20～ （竹田幼稚園えほんのへや）
○おはなしルーム 10月10日㈭ 14:00～ （南部幼稚園）

（澁澤　龍彦／平凡社）

（さえぐさひろこ・文　松成真理子・絵／小峰書店）

　水仙・椿・薔薇・コスモス…「龍彦の国＝ドラゴ
ニア」に咲く25種の花々を描いた、優美にして閑雅
な博物誌。東西の植物画75点がオールカラーで収録
されています。昭和59年７月から61年６月まで２年
間24回にわたって雑誌「太陽」に掲載されたもので、
昭和62年に単行本として発行された一冊が平凡社ラ
イブラリーとして再刊されました。素敵な花々の香
り漂う澁澤家の庭へどうぞ。

　今日は、おばあちゃんがうちに来る日。ひとりで暮
らしていたのですがずいぶん年をとって物忘れも多く
なったので、くまくんたちと一緒に暮らすことになっ
たのです…。くまくんの心の成長を描く心あたたまる
お話をどうぞ読んでみてください。絵を描いた松成真
理子さんは大分県生まれの作家さんでこのほかにも
「まいごのどんぐり」などほんわかと、とてもやさし
い気持ちになれる本がたくさんありますよ。

誕
生
お
め
で
と
う
❽
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

栗ごはんと野菜いっぱい豚汁
　実りの秋です。秋といえば栗ごはん。
　皮をむくのは大変だけど、ホクホクした栗とごはんの相
性がバッチリです。
　荻町で収穫した野菜をたっぷり使った豚汁。
　色々な野菜を食べるので、栄養のバランスも良く丈夫な
身体になります。
　煮えにくい根菜類から先に調理していくのがポイントで
す。副菜には、園児たちが育てたピーマンを塩こんぶで和
えました。ピーマンが苦手な子も喜んで食べてくれます。
　太陽の光をいっぱい浴びた旬の野菜をたくさん食べて、
病気をしないで大きく育って欲しいと願っています。

（荻保育所）

１．いりこで、だし汁をとっておく。（１人分　150cc）
２．里芋・ごぼう・大根・人参・もどした椎茸の順に煮る。
３．もやし・白菜・豚肉をいれ、アクをとる。
４．具材が煮えたら、豆腐・ねぎをいれ味噌をとく。

作り方
材　料〈子ども４人分〉野菜いっぱい豚汁

豚肉（バラ） ………… 60ｇ
里芋 …………………… 40ｇ
豆腐 …………………… 40ｇ
人参 …………………… 20ｇ
大根 …………………… 20ｇ
ごぼう ………………… 20ｇ

白菜 …………………… 20ｇ
ねぎ …………………… 5ｇ
いりこ ………………… 4ｇ
乾しいたけ …………… 4ｇ
もやし ………………… 20ｇ
麦みそ ………………… 40ｇ
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○おはなしルーム 10月10日㈭ 14:00～ （南部幼稚園）

（澁澤　龍彦／平凡社）

（さえぐさひろこ・文　松成真理子・絵／小峰書店）

　水仙・椿・薔薇・コスモス…「龍彦の国＝ドラゴ
ニア」に咲く25種の花々を描いた、優美にして閑雅
な博物誌。東西の植物画75点がオールカラーで収録
されています。昭和59年７月から61年６月まで２年
間24回にわたって雑誌「太陽」に掲載されたもので、
昭和62年に単行本として発行された一冊が平凡社ラ
イブラリーとして再刊されました。素敵な花々の香
り漂う澁澤家の庭へどうぞ。

　今日は、おばあちゃんがうちに来る日。ひとりで暮
らしていたのですがずいぶん年をとって物忘れも多く
なったので、くまくんたちと一緒に暮らすことになっ
たのです…。くまくんの心の成長を描く心あたたまる
お話をどうぞ読んでみてください。絵を描いた松成真
理子さんは大分県生まれの作家さんでこのほかにも
「まいごのどんぐり」などほんわかと、とてもやさし
い気持ちになれる本がたくさんありますよ。

誕
生
お
め
で
と
う
❽
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

栗ごはんと野菜いっぱい豚汁
　実りの秋です。秋といえば栗ごはん。
　皮をむくのは大変だけど、ホクホクした栗とごはんの相
性がバッチリです。
　荻町で収穫した野菜をたっぷり使った豚汁。
　色々な野菜を食べるので、栄養のバランスも良く丈夫な
身体になります。
　煮えにくい根菜類から先に調理していくのがポイントで
す。副菜には、園児たちが育てたピーマンを塩こんぶで和
えました。ピーマンが苦手な子も喜んで食べてくれます。
　太陽の光をいっぱい浴びた旬の野菜をたくさん食べて、
病気をしないで大きく育って欲しいと願っています。

（荻保育所）

１．いりこで、だし汁をとっておく。（１人分　150cc）
２．里芋・ごぼう・大根・人参・もどした椎茸の順に煮る。
３．もやし・白菜・豚肉をいれ、アクをとる。
４．具材が煮えたら、豆腐・ねぎをいれ味噌をとく。

作り方
材　料〈子ども４人分〉野菜いっぱい豚汁

豚肉（バラ） ………… 60ｇ
里芋 …………………… 40ｇ
豆腐 …………………… 40ｇ
人参 …………………… 20ｇ
大根 …………………… 20ｇ
ごぼう ………………… 20ｇ

白菜 …………………… 20ｇ
ねぎ …………………… 5ｇ
いりこ ………………… 4ｇ
乾しいたけ …………… 4ｇ
もやし ………………… 20ｇ
麦みそ ………………… 40ｇ
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岡城でお・も・て・な・し♡

　
竹
田
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

は
、
竹
田
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
郷
土
の
誇
り
で
あ
る
「
国
指
定

史
跡
岡
城
跡
」
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
「
岡
城
子
ど
も
ガ
イ
ド
」

の
育
成
を
企
画
し
ま
し
た
。
市
内
小

学
校
の
５
年
生
４
人
が
参
加
。
７
月

28
日
の
第
１
回
学
習
会
で
は
「
岡
城

を
知
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
岡
藩
の
歴

史
や
岡
城
の
構
造
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
に
計
５
回
の
学

習
会
と
現
地
ガ
イ
ド
実
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　「
岡
城
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た

く
て
申
し
込
み
ま
し
た
。
オ
ス
ス
メ

の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
城
内
で
最
も

大
き
い
石
を
使
っ
た
太
鼓
櫓
門
跡
の

石
垣
。
こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
成
果
を

生
か
し
た
い
！
」（
佐
藤
龍
馬
く
ん
・

南
部
小
５
年
）

　「
漢
字
を
読
み
間
違
え
な
い
よ
う

に
、
説
明
し
た
い
で
す
！
　
み
ん
な

が
喜
ん
で
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
！
」

（
阿
南
優
介
く
ん
・
南
部
小
５
年
）

　「
遠
足
で
登
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

岡
城
に
興
味
津
々
。
親
の
勧
め
も

あ
っ
て
申
し
込
み
ま
し
た
。
場
所
を

指
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
ガ
イ
ド
し
ま

す
！
」（
木
許
沙
理
さ
ん
・
竹
田
小

５
年
）

　「
オ
ス
ス
メ
は
西
中
仕
切
り
か
ら

見
る
三
ノ
丸
跡
で
す
。
お
客
さ
ん
を

楽
し
ま
せ
た
い
！
」（
高
橋
尚
久
く

ん
・
竹
田
小
５
年
）

　
指
導
す
る
城
戸
誠
文
化
財
課
参

事
は
「
大
事
な
の
は
、
最
初
に
こ
の

場
所
は
ど
こ
か
を
間
違
え
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。
子
ど
も
ら
し
く
元
気

よ
く
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
。

　「
岡
城
の
魅
力
を
多
く
の
お
客
様
に

伝
え
た
い
」
と
張
り
切
る
４
人
は
、

10
月
27
日
に
い
よ
い
よ
ガ
イ
ド
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
す
！  

市
民
の
み
な
さ
ん

の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
岡
城
を
訪
れ
る
観
光
客
の
み
な

さ
ん
に
「
思
い
出
」
を
残
し
て
ほ
し

い
と
、
甲
冑
姿
で
ガ
イ
ド
や
記
念
写

真
撮
影
等
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
岡
城

お
も
て
な
し
武
将
隊
」。
現
在
、
隊

員
は
９
名
。

　
代
表
の
加
来
浩
祐
さ
ん
（
自
営

業
・
40
歳
）
は
「
岡
城
武
者
揃
え
の

会
」
の
代
表
を
務
め
、
岡
城
桜
ま
つ

り「
武
者
行
列
揃
え
」で
総
責
任
者
・

世
話
役
頭
・
刺
客
役
を
こ
な
し
、
城

下
町
竹
田
の
春
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
お
土
産
屋
や
御
茶
屋
も
無
く
、

外
国
人
観
光
客
向
け
の
案
内
板
も

無
い
。
故
郷
の
誇
り『
岡
城
』の
た

め
に
、自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
と
、

行
動
に
移
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。

　
城
内
で
甲
冑
姿
の
武
者
を
見
つ

け
た
観
光
客
は
自
然
に
集
ま
っ
て
き

ま
す
。
記
念
写
真
に
収
ま
っ
た
あ
と

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

深
々
と
お
じ
ぎ
。
そ
こ
に
は
温
か
な

交
流
が
生
ま
れ
、
再
び
竹
田
に
訪
れ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
隊
員

は
見
送
る
の
で
す
。

　
そ
の
隊
員
た
ち
も
平
日
は
仕
事

や
学
校
が
あ
る
た
め
、
休
日
不
定
期

の
活
動
。「
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
こ
と
が
何
よ
り
の
励
み
で
す
ね
」

と
話
す
加
来
代
表
。

　
未
来
の
「
竹
田
」
の
繁
栄
の
た
め

に
、
今
日
も
い
ざ
出
陣
！

観光客増加の架け橋に！
市民が岡城で楽しみ隊

秋
は
お
月
見
で
お
も
て
な
し
！ ↑岡城こどもガイドのお友だち！高橋尚久くん、佐藤

龍馬くん、阿南優介くん、木許沙理さん〔写真左から〕

↑「岡城からの素晴らしい眺めも説明します～！」岡城・近戸門付近でガイドの実践
研修を受ける「子どもガイド」のみなさん

竹田市民が竹田らしさを感じる大切な場所「岡城跡」。近年観
光客数は減少を辿っていますが、今こそ岡城の魅力を見つめ
直し、「おもてなし」の精神で、市民の有志が立ち上がろうと
しています。今月号はその取り組みを紹介します。

大
好
き
な
岡
城
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

子
ど
も
ガ
イ
ド
が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
！

甲
冑
姿
で
接
客
サ
ー
ビ
ス
！

岡
城
お
も
て
な
し
武
将
隊
が
活
躍

　
竹
田
市
の
誇
る
「
岡
城

跡
」
の
歴
史
は
古
く
、
数
々

の
変
遷
を
繰
り
返
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
も
っ
と
市
民
一
丸
と
な
っ

て
岡
城
を
盛
り
上
げ
て
も

ら
お
う
と
、
竹
田
市
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
委

員
会
と
竹
田
市
は
、「
岡
城

市
民
楽
し
み
隊
」
結
成
に

向
け
て
準
備
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
９
月
30
日
に
行
わ
れ
た

発
会
式
。
参
加
し
た
市
民

の
各
々
が
で
き
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
、
来
客
者
と
楽
し

く
交
流
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
竹
田
市
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
委
員
会
の

仲
村
睦
雄
委
員
長
は
次
の

よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　「
岡
城
を
盛
り
上
げ
る
の

は
、
竹
田
の
人
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
な
ん
だ
よ
」

　
活
動
期
間
は
今
年
12
月

20
日
ま
で
。
舞
台
は
整
い

ま
し
た
。
市
民
隊
員
の
活

躍
に
期
待
が
高
ま
る
ば
か

り
で
す
！

　
岡
城
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
そ
う

と
、
９
月
20
日
、
市
民
有
志
で
つ
く

る「
岡
城
・
歴
史
ま
ち
づ
く
り
の
会
」

が
国
指
定
史
跡
「
岡
城
跡
」
の
家
老

但
見
屋
敷
跡
で
「
お
月
見
の
会
」
を

開
き
、
大
勢
の
市
民
が
岡
城
に
集
ま

り
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
地
元
の
文
化
団
体

が
野
点
や
合
唱
を
披
露
。
ま
た
竹

田
名
物
の
田
楽
や
か
っ
ぽ
酒
な
ど

も
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
の
空
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
現
れ

る
美
し
い
月
。
ほ
の
か
な
月
明
り
の

も
と
で
、
岡
城
跡
は
に
ぎ
や
か
な
ひ

と
と
き
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

↑観光客に大人気の「岡城おもてなし武
将隊」。隊員は随時募集中。城下町を巻
き込んで新たなイベントも計画中！

↑「一緒に写真を撮らせてください」
と、すぐに観光客の撮影に囲まれ
る武将隊

片ヶ瀬地区から展望する「岡城跡」

↑月見客は「荒城の月」を大合唱

↑風情のある野点
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研修を受ける「子どもガイド」のみなさん

竹田市民が竹田らしさを感じる大切な場所「岡城跡」。近年観
光客数は減少を辿っていますが、今こそ岡城の魅力を見つめ
直し、「おもてなし」の精神で、市民の有志が立ち上がろうと
しています。今月号はその取り組みを紹介します。

大
好
き
な
岡
城
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

子
ど
も
ガ
イ
ド
が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
！

甲
冑
姿
で
接
客
サ
ー
ビ
ス
！

岡
城
お
も
て
な
し
武
将
隊
が
活
躍

　
竹
田
市
の
誇
る
「
岡
城

跡
」
の
歴
史
は
古
く
、
数
々

の
変
遷
を
繰
り
返
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
も
っ
と
市
民
一
丸
と
な
っ

て
岡
城
を
盛
り
上
げ
て
も

ら
お
う
と
、
竹
田
市
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
委

員
会
と
竹
田
市
は
、「
岡
城

市
民
楽
し
み
隊
」
結
成
に

向
け
て
準
備
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
９
月
30
日
に
行
わ
れ
た

発
会
式
。
参
加
し
た
市
民

の
各
々
が
で
き
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
、
来
客
者
と
楽
し

く
交
流
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
竹
田
市
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
委
員
会
の

仲
村
睦
雄
委
員
長
は
次
の

よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　「
岡
城
を
盛
り
上
げ
る
の

は
、
竹
田
の
人
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
な
ん
だ
よ
」

　
活
動
期
間
は
今
年
12
月

20
日
ま
で
。
舞
台
は
整
い

ま
し
た
。
市
民
隊
員
の
活

躍
に
期
待
が
高
ま
る
ば
か

り
で
す
！

　
岡
城
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
そ
う

と
、
９
月
20
日
、
市
民
有
志
で
つ
く

る「
岡
城
・
歴
史
ま
ち
づ
く
り
の
会
」

が
国
指
定
史
跡
「
岡
城
跡
」
の
家
老

但
見
屋
敷
跡
で
「
お
月
見
の
会
」
を

開
き
、
大
勢
の
市
民
が
岡
城
に
集
ま

り
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
地
元
の
文
化
団
体

が
野
点
や
合
唱
を
披
露
。
ま
た
竹

田
名
物
の
田
楽
や
か
っ
ぽ
酒
な
ど

も
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
の
空
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
現
れ

る
美
し
い
月
。
ほ
の
か
な
月
明
り
の

も
と
で
、
岡
城
跡
は
に
ぎ
や
か
な
ひ

と
と
き
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

↑観光客に大人気の「岡城おもてなし武
将隊」。隊員は随時募集中。城下町を巻
き込んで新たなイベントも計画中！

↑「一緒に写真を撮らせてください」
と、すぐに観光客の撮影に囲まれ
る武将隊

片ヶ瀬地区から展望する「岡城跡」

↑月見客は「荒城の月」を大合唱

↑風情のある野点
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郷土の植物 （295）

第103回
阿孫  久見

オトギリソウ（オトギリソウ科）

郷土の誇りと感謝を胸に
↑スローガン「とびきりの　笑顔と感動　豊肥から」を読
み上げた小野華純さん（竹田南部中学２年）

↑〔陸上競技〕男子共通・10000 ㍍は、総合３位に入賞（志賀祥一選手・
古賀顕典選手が出場）

竹田の災害復興を祈って、全員で風船を空に放つ

９月７日から９日までの３日間、「第66回大分県民体育大会」が豊肥ブロックを
主会場に開催されました。７日、竹田市陸上競技場で行われた開会式では、県内
の17郡市16チームの選手団が集結。「とびきりの　笑顔と感動　豊肥から」をス
ローガンに、各会場では郷土の誇りを懸け、熱き戦いが繰り広げられました。

県体開会式、竹田で開催

秘
書
広
報
係 

☎
６
３-

１
０
４
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山
野
の
日
当
た
り
の
い
い
草
地

や
林
縁
に
生
育
す
る
高
さ
70
㌢
ほ

ど
の
多
年
草
で
す
。
茎
は
直
立
し

上
部
で
枝
分
か
れ
し
ま
す
。

　
対
生
す
る
葉
は
基
部
が
広
く
先

が
狭
く
な
る
長
楕
円
形
で
す
。
葉

は
や
や
茎
を
抱
き
、長
さ
が
６
㌢
、

幅
が
２
㌢
ほ
ど
で
す
。
葉
に
小
さ

な
黒
点
が
点
々
と
あ
る
の
が
特
徴

で
す
。

　
夏
の
頃
、
茎
の
先
に
数
個
黄
色

い
径
２
・
５
㌢
ほ
ど
の
５
弁
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
花
弁
に
も
が
く
に

も
黒
点
が
あ
り
、
雄
し
べ
が
多
数

で
目
立
ち
ま
す
。
花
は
朝
開
い
て

夕
刻
に
は
し
ぼ
む
１
日
花
で
す
。

　
和
名
の
由
来
は
兄
が
秘
密
に
し

て
い
た
鷹
の
傷
薬
を
弟
が
他
人
に

も
ら
し
、
怒
っ
た
兄
が
弟
を
切
り

つ
け
、
飛
び
散
っ
た
血
が
黒
点
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
、
弟
切
草
（
オ

ト
ギ
リ
ソ
ウ
）の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
山
野
の
ど
こ
に
で
も

普
通
に
観
察
さ
れ
る
植
物
で
す
。

花
期
は
７
月
か
ら
８
月
で
す
。

誕生日　親
（地区・自治会）

平成24年
10月生まれ

10/12㈯ 16:30 ～　
場所：城原八幡社神楽殿　※少雨決行
主催　城原神楽を盛り上げる会　問城原神楽事務局 ☎66-2001

城原夜神楽20周年・城原神楽230年記念

万葉の里　城原夜神楽大会

り
ん
え
ん

く
き

ひ
み
つ

た
か

き
ず
ぐ
す
り

え
ん
け
い

こ
く
て
ん

せ
ま

ち
ょ
う
だ
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第23回LDコンサート
日　時　10月12日㈯ 19:00 ～ 21:00
会　場　直入教育会館２階ホール
入場料　無料
内　容　展覧会の絵、ラプソディ・イン・ブルーほか
　　　　�竹田よしみ会の影絵、パペットなずなの人形劇

のビデオも上映します。
●お問い合せ　瀧廉太郎会事務局　☎63-1823（堀）

田能村竹田179年祭
〔遺墨展〕　竹田先生とその師友・門下の作品
　日　時　11月１日㈮～３日㈰ 9:00 ～
　場　所　旧竹田荘南聖堂　※入場無料
〔茶　会〕　　
　日　時　11月２日㈯～３日㈰ 9:00 ～ 15:00（入席可）
　場　所　旧竹田荘母屋　
　茶　券　1,000円（３席とも入席可・入荘料含む）
〔献茶式〕
　日　時　11月３日㈰ 9:00 ～
　場　所　旧竹田荘南聖堂
●お問い合せ　竹田顕彰会　☎63-2529（足達）

人権擁護	
　本年３月議会において竹田市人権擁護委員の推薦につ
いて適任と決定された次の方に、７月１日付けで法務大
臣から委嘱状が交付されました。

福澤　皓一氏（再任）
竹田市久住町大字仏原
1863番地

　亀　英雄氏（新任）
竹田市大字玉来543番地
124

◎委員の使命（人権擁護委員法第２条）
　人権擁護委員は、憲法で保障されている国民の基本的人権、
即ち国民が国家社会において幸福な生活を営むために必要な人
間としての権利が侵犯されることのないように監視し、もし、
これが侵犯された場合は、その救済のため、すみやかに適切な
処置を採るとともに、常に自由人権思想の普及高揚に努めるこ
とを使命としています。

◎委員の職務（人権擁護委員法第11条）
　人権擁護委員は、上記の使命を果たすために、自由人権思想
の啓発活動を行うとともに、民間における人権擁護運動の助長
に努め、仮に人権を侵犯する行為が発生した場合には、被害者
救済のために調査及び情報の収集を行い、法務大臣への報告、
関係機関に対する勧告等適切な処置を講じることになっていま
す。また、貧困者対しては訴訟援助等の手続きを講じる等、国
民の人権擁護の任に当たることになっています。

歴史資料館	 ☎63-1923
〔開館時間〕　9:00 ～ 17:00
〔休 館 日〕　�月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場

合は開館）
○特別企画展　２階展示室Ｂ
『田能村竹田と師友たち―詩学を中心に』
　９月３日㈫～ 10月27日㈰
　我が国南画界の最高峰にして、文人として多くの才能
を発揮した田能村竹田。今回の展示では、竹田の詩書の
代表作「不死吟詩書」（大分県指定有形文化財）を中心に、
漢詩人としての竹田、竹田を取り巻く学者たちの作品を

別冊 たけたん情報 10月号
紹介します。
※�10月29日㈫～ 31日㈭は展示替えのため臨時休館いたします。ご

迷惑をおかけいたしますが、ご了承のほどよろしくお願い申し上
げます。

市民ギャラリー 水琴館	 ☎63-2200
〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休　館　日〕�月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合

は開館）
○『第28回竹田市美術展』
　10月２日㈬ 午後～ 14日（月・祝）
　竹田市美術協会会員の絵画、工芸、彫刻など作品50
点を展示。

（竹田市美術協会　☎090-5290-7522）

○『竹田高校二八会　おらが村のお宝展』
　10月16日㈬ 午後～ 10月27日㈰
　竹田高校二八会会員の作品と旧１市３町の史跡解説パ
ネルなど100点を展示。

（竹田高校二八会　☎66-2059）

○『第49回大分県美術展写真展巡回展』
　10月29日㈫ 10:00 ～ 11月４日（月・祝）
　第49回大分県美術展写真展に入選した優秀作品を展
示。最終日は16:00で閉館。
（大分県美術協会写真部豊肥支部　☎090-8415-3301）
※�なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接お電話でお

問い合せください。

環境衛生
10月１日は、浄化槽法の施行日を記念した
「浄化槽の日」
　美しく豊かな自然を守るためには、河川そして海へと
流れる前に汚水処理し、きれいな水にして自然に返すこ
とが重要です。
　しかしながら、古くからご家庭で設置されている浄化
槽の多くが、水洗トイレだけを処理する単独処理浄化槽
で、炊事や洗濯・風呂の汚水は、未処理のまま河川域に
流れ込んでいくのが、まだ現状です。
　竹田市では、市町村が設置し維持管理も行う市町村設
置型で、単独処理浄化槽からの転換や新規設置の推進に
取り組んでいます。
　市民のみなさまには、環境を守り、そして快適な生活
を送るためにも、是非この制度を活用して、合併処理浄
化槽の設置申請を、ご検討されますようお願いいたしま
す。
注）�工事の着手について、現地の測量及び設計を行い指名競争入札

の手続に成りますので、申請から60日以上掛ります。予定が
決まれば、早めの申請をお願いします。

●お問い合せ　�竹田市環境衛生課 生活排水係
　　　　　　　☎63-1111（内線183・184）

粗大ごみの収集を行います。
１．申込期間　10月15日㈫～ 11月14日㈭
　　申 込 先　有限会社　吉川産業
　　　　　　　竹田市大字入田3509-1　☎63-0457
　　受付時間　8:30 ～ 17:00（日曜、祝日は除く）
２．収集期間　11月１日㈮～ 11月30日㈯
　　収集業者　有限会社　吉川産業
　　　　　　　竹田市大字入田3509-1　☎63-0457
　　収集時間　8:30 ～ 17:00（日曜、祝日は除く）
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information
間違い電話にご注意ください‼
ごみ・し尿のお問い合わせ先
　旧竹田直入環境衛生組合の電話番号（☎63-2267）は
☎63-4821に変更になっていますので、掛け間違いにご
注意ください！
●お問い合せ　竹田市環境衛生課　☎63-4821（直通）
　　　　　　　清掃センター　☎68-2819

消　防
平成25年度第２回危険物取扱者試験
実施機関　�一般財団法人 消防試験研究センター大分県

支部
実施日時　11月24日㈰ 10:00試験開始
　　　　　　　　　　  13:30試験開始
試験会場　県立三重総合高校
　　　　　甲種・乙種（全類）・丙種　他県内５会場
願書配付　�竹田市消防本部他、県下各消防本部・消防試

験研究センター大分県支部・県消防保安室等
で、配付しています。

願書締切　電子申請：平成25年10月８日㈫
　　　　　書面申請：平成25年10月５日㈯
提 出 先　（一財）消防試験研究センター大分県支部
　　　　　�☎097-537-0427　〒870-0023　大分市長浜

町2丁目12の10　昭栄ビル２階
●お問い合せ　竹田市消防本部 警防課　☎63-0119

標語募集
平成26年度「児童福祉週間」標語の募集
　毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を「児童福
祉週間（５月５日～５月11日）」と定めて、児童福祉の
理念の普及・啓発のための各種行事を行っていますが、
平成26年度の児童福祉週間に向けて、その象徴となる
標語を募集します。詳細については（一財）こども未来
財団のホームページを御参照いただくか、下記お問い合
わせ先まで御照会ください。
募集期間　平成25年９月２日㈪～ 10月21日㈪
募集内容　�元気で頑張る子どもたちを応援する標語や未

来に向けての子どもたちからのメッセージと
なる標語。

主 催 者　�厚生労働省・（社福）全国社会福祉協議会・
（一財）こども未来財団

●お問い合せ　�（一財）こども未来財団　研修調査部　標
語募集係　☎03-5510-1833

年　金
専業主婦（夫）の年金が改正されました
　平成25年７月１日から専業主婦（※）の年金が改正
され、サラリーマンの夫が退職した際などに年金の切り
替えの手続きが遅れたため、保険料が未納となっている
主婦が手続きをすることにより、年金を受け取れるよう
になる場合があります。
　夫が会社を退職した場合や妻自身の年収が増えたとき
などは、手続き（第３号被保険者から第１号被保険者へ
の変更届）をして保険料を納めなくてはなりませんが、
この手続きが２年以上遅れたことがある方は、２年以上
前の保険料を納付することができないため、保険料の
「未納期間」が発生します。
　このたび、専業主婦の年金が改正され、このような方
が手続きをすることにより、「未納期間」を「受給資格
期間」に算入することができるようになりました。
（※）妻がサラリーマン、夫が専業主夫の場合も同様です。

○�主婦年金からの切り替えの手続きが２年以上遅れたこ
とがある方は、今すぐお問い合わせください！

●お問い合せ　
　大分年金事務所　国民年金課　☎097-552-1211

消費生活相談
消費生活相談窓口からのお知らせ
－借金問題でお困りの方へ－
　全国一斉「多重債務者相談強化キャンペーン2013」
実施中です。その一環として、借金・債務整理無料相談
会を開催し、弁護士・司法書士が相談に応じます。

日　　時 開　催　地
11月１日㈮

13：00 ～ 16：00

杵　築　市
11月５日㈫ 臼　杵　市
11月６日㈬ 九　重　町
11月７日㈭ 国　東　市
11月13日㈬ 由　布　市
11月14日㈭ 宇　佐　市

※電話による事前予約制です。
〔内容〕
　弁護士、司法書士が多重債務に関する無料相談（約
30分）を行います。
●�お問い合せ
　�竹田市市民課 窓口（竹田市消費生活センター） 8:30 ～

17:00（月～金／平日のみ）☎63-4834／大分県消費
生活・男女共同参画プラザ（アイネス）☎097-534-0999

税
固定資産税の申告・届出をお忘れなく！
◎�固定資産税は、毎年１月１日の時点で土地・家屋・償
却資産を所有している方（土地・家屋は、登記簿（課
税台帳）上の所有者）にかかります。

◎�土地・家屋を年の途中で売買した場合でも、その年の
12月末までに所有権移転の登記手続がなされない場
合は、前所有者の方に翌年度の税金がかかります。

　その他、登記手続についてもお忘れなくお願いします。

１．住宅用地の異動申告
　�　現在、住宅が建っている土地（住宅用地）について

は、固定資産税が軽減されています。
　�　住宅の取り壊し等で、住宅用地でなくなった場合や

新たに住宅用地になった場合等、住宅用地に異動が
あった時は、市税条例第74条にて届出することが定
められています。申告の期限は平成26年１月31日㈮
になっています。必ず申告をお願いします。

　�　申告内容は、所有者（住所・氏名）・住宅用地（所
在・地積）・家屋（所在・所有者・床面積等）となっ
ています。

２．土地・家屋の異動届
　土地の異動
　・土地の地目が変わった場合
　家屋の異動
　・家屋を新築または増築した場合
　・家屋の一部または全部を取り壊した場合

　�　上記の異動があった場合は、すみやかにご連絡をお
願いします。（法務局にて登記手続きをされた方は連
絡する必要はありません）

　�　詳細については竹田市税務課資産係におたずねくだ
さい。

●お問い合せ
　竹田市税務課　☎63-1111（内線123・124・128）
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都市計画
都市計画道路変更に関する説明会を開催します
　豊後竹田駅から岡城跡まで計画決定されている都市計
画道路「登城線」は、昭和62年に都市計画決定され、
現在まで長期にわたり未着手路線となっています。
　社会経済情勢の変化等を受け、長期未着手路線の見直
しが必要となっている当該路線について都市計画変更手
続きを行っており、皆さんからご意見を伺うため説明会
を開催します。
◆説明会
　日　時　10月７日㈪ 19:00 ～ 20:00
　場　所　竹田分館２階
　※�なお、この説明会後の計画変更手続きの日程は下記

のとおりです。
◇素案縦覧
　縦覧期間　10月9日㈬～ 23日㈬
　　　　　　8:30 ～ 17:00（平日のみ）
　縦覧場所　大分県都市計画課、竹田市建設課
◇公聴会（予定）
　日　時　11月６日㈬ 19:00 ～
　　　　　（公述申出者がいない場合は中止）
　場　所　竹田市総合社会福祉センター多目的ホール
○公聴会について
　公聴会において意見の申出を希望される場合は、10 
月23日㈬の素案縦覧が満了する日までに「公述申出書」
を縦覧場所宛に提出してください。なお、公聴会の傍聴
を希望される方は、公聴会開始の30分前から受付を行
いますので、会場までお越しください。
　ただし、意見の申出者がいない場合は、公聴会を中止
し、その旨を大分県都市計画課及び竹田市のホームペー
ジに掲載します。
●�お問い合せ
　�大分県土木建築部都市計画課　都市計画班　☎097-
506-4659　竹田市建設課　都市計画係　☎0974-63-
4808

福　祉　
第９回歳末助け合いチャリティーショー出演
者募集！
開催日時　11月30日㈯　午前の部　10:00 ～ 12:00
　　　　　　　　　　　 午後の部　14:00 ～ 16:00
開催場所　久住公民館　大ホール（くじゅうサンホール）
申込期限　10月31日㈭
出演時間　�舞踊５分以内、寸劇15分以内、古典芸能は

10分以内、その他は５分以内（カラオケは
不可）

出演資格　�市内に住所を有する者、または市内に勤務す
る者で構成する団体・グループまたは個人と
し、危険を伴う内容、公序良俗に反するもの
でないこと

　　　　　�団体出演は１団体１演目。舞踊は１会派１演
目とし、指導免許を有する者が必ず出演する
こと

＊�出演者の諸経費、出演料、交通費、出演に必要な諸経
費及び物品などは、すべて出演者側で負担をお願いし
ます。

●お問い合せ・お申込み
　竹田市福祉事務所管理係　☎63-4811
　荻支所いきいき市民課　　☎68-2211
　久住支所いきいき市民課　☎76-1111
　直入支所いきいき市民課　☎75-2211

住　宅
11月入居募集の予定！
一般住宅の募集
竹田地域　�玉来第１団地：１戸(単身可) を予定していま

す。申込方法、募集住宅の詳細は「広報たけ
た」11月号に掲載します。

一般住宅の随時募集
竹田地域　県営豊岡住宅

特定公共賃貸住宅の随時募集
竹田地域　七里団地（35歳以下の単身のみ）
　　　　　七里第２団地（35歳以下の単身のみ）
※随時募集は随時、お申込みを受付けています。
●お問い合せ
　��竹田市営住宅管理センター（本庁建設課内）☎63-
4400

自賠責保険
自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反で
す！
　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基本的
な対人賠償を目的として、原動機付自転車を含むすべて
の自動車に加入が義務づけられており（自動車損害賠償
保障法）、自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反で
すのでご注意ください！
　四輪車ももちろんですが、特に車検制度のない250cc
以下のバイク（原動機付自転車・軽二輪自動車）は、有
効期限切れ、かけ忘れにご注意を！（http://www.jibai.
jp）
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行
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・
農
地
に
係
る
各
種
申
請
受
付
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め
切
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は
、
毎
月
15
日
で
す
（
15
日
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土
日
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直
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締
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な
り
ま
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竹
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※
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政
相
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い
合
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政
相
談
委
員
ま
で

　
　（
〔
竹
田
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戦
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キ
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催
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。
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呈
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※
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３
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会
場
）☎
63
-3
34
6

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・「
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
学
講
習
会
」

10
:0
0-
12
:0
0（
久
住
公
民
館
）

※
参
加
無
料
　
問
九
州
ア
ル
プ
ス
商

工
会
　
☎
76
-0
15
1

・３
・６
・1
2か
月
児
健
康
診
査

〔
３
か
月・
６
か
月
〕1
3:
00
-1
3:
20
受

付〔
12
か
月
〕1
3:
20
-1
3:
40
受
付

（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

※
15
:0
0終
了
予
定
 

・ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
　
13
:3
0～
（
竹
田

市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・お
は
な
し
ル
ー
ム

14
:0
0～
（
南
部
幼
稚
園
）

・竹
田
温
泉
花
水
月
休
館
日

・豊
肥
子
牛
市
場

（
９：
30
 せ
り
開
始
）

・ お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車

場
）※
要
予
約
：
文
化
財
課
 

☎
63
-4
81
8

・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
構
想

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

18
:0
0～
（
竹
田
商
工
会
議

所
）

・
第
22
回
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
会
長
杯
争
奪
直
入
少
年

剣
道
大
会・
第
50
回
直
入
町
少
年
剣
道
大
会

9:
00
～（
竹
田
市
直
入
Ｂ＆
Ｇ
海
洋
セン
タ
ー
体
育
館
）

・荻
保
育
所
運
動
会
　
9:
00
～

・童
謡
と
絵
本
の
会

10
:0
0-
11
:3
0（
佐
藤
義
美
記
念
館〔
こ
の
こ
の

お
う
ち
〕）

・行
政
書
士
会
豊
肥
支
部
会「
無
料
相
談
会
」

10
:0
0-
15
:0
0（
豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館
第

１
会
議
室
）

・宮
處
野
神
社
例
大
祭・
神
保
会（
じ
ん
ぼ
え
）

〔
本
宮
お
発
ち
〕1
1
:0
0
～〔
下
宮
お
発
ち
〕

15
:0
0～
（
宮
處
野
神
社
及
び
石
田
天
神
） 

・城
原
八
幡
社
夜
神
楽

17
:3
0-
22
：
00
※
入
場
無
料（
城
原
八
幡
社
）

問
城
原
夜
神
楽
事
務
局
　
☎
66
-2
00
1 

・城
原
八
幡
社
秋
季
大
祭

9:
00
～（
城
原
八
幡
社
）

・第
56
回
荻
地
域
体
育
祭

9:
00
～（
荻
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
）

・
郷
土
の
自
然
に
親
し
み
植

物
を
観
察
す
る
会「
み
そ
こ

ぶ
し
山
の
イ
ワ
ギ
ク
」

市
役
所
本
庁
舎
前
8：
00
集

合
※
２

・第
23
回
自
治
会
対
抗
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

9:
00
～（
竹
田
市
立
竹
田

中
学
校・
小
学
校
体
育
館
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
：
00
（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・温
泉
療
養
文
化
館「
御
前
湯
」休
館
日

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・【
水
琴
館
】『
竹
田
高
校
二
八
会
　
お
ら
が
村
の
お

宝
展
』　
9:
00
-1
7:
00
　
～
10
／
27
㈰
ま
で

・年
金
相
談
　
10
:0
0-
15
:0
0（
竹
田
市
高
齢
者

い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
）

・１
歳
6か
月
児
健
康
診
査
　
13
:0
0-
13
:2
0受

付（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・大
分
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

13
:0
0-
16
:0
0（
大
分
県
行
政
書
士
会〔
大
分

市
〕）
問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局
　
☎

09
7-
53
7-
70
89

・お
は
な
し
ル
ー
ム
　
13
:2
0～
（
竹
田
幼
稚
園
え

ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
荻
福
祉

健
康
エ
リ
ア
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・竹
田
温
泉
花
水
月
休
館
日

・第
67
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全

日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン

ク
ー
ル
開
会
式
、歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン

18
:3
0-
20
:3
0（
く
じ
ゅ
う

サ
ン
ホ
ー
ル
）

・
第
67
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本

高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
予
選

13
:0
0-
17
:3
0（
く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル
）

・お
稲
荷
さ
ん
が
舞
い
込
ん
だ

〔
14
：
00
神
明
社
出
発
～
18
:0
0

終
了
〕（
竹
田
市
古
町
～
城
下
町

界
隈
）

問
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
 

☎
63
-0
58
5※
行
列
一
般
参
加
者

も
大
歓
迎（
申
込
み
は
☎
63
-2
08
4

ま
で
）

・
長
湯
温
泉
療
養
文
化
館
御
前
湯
15

周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
　
10
：
00
～

（
御
前
湯
）

・
地
域
の
岩
石
・
地
層
・
化
石
観
察
会
：

講
座
ジ
オ
ウ
ォ
ー
ク「
竹
田
の
戦
争
と

土
地
の
造
り
」

10
:0
0-
15
:0
0（
文
化
会
館
前
集
合
）※
２

・
第
67
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高

等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
本
選
、

ウ
ィ
ー
ン
留
学
報
告
演
奏
会
　

11
:0
0-
15
:0
0（
くじ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

・神
原
縁
側
カ
フ
ェ
　
13
:0
0-
16
:0
0

（
神
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー
緒
環
周
辺
）

・豊
肥
成
牛
市
場

（
９：
30
 せ
り
開
始
）

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・語
り
部
と
竹
田
の
町
を
調
べ
る
会
 
第

4回
「
ゆ
っ
く
り
歩
く
岡
城
跡
」

文
化
会
館
前
8:
30
集
合（
岡
城
跡
一

帯
）※
２

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
直
入

「
ゆ
の
は
な
」オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
　
13
:3
0～
（
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

・
20
13
年
度
豊
肥
地
区
福
祉
の
し
ご

と
就
職
フ
ェ
ア
　
13
:3
0～
15
:0
0

（
ホ
テ
ル
豊
洋・
豊
後
大
野
市
）問
県
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
09
7-
55
2-
70
00

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
久
住
保

健
セ
ン
タ
ー
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・竹
田
温
泉
花
水
月
休
館
日

・ お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車

場
）※
要
予
約
：
文
化
財
課

☎
63
-4
81
8

・ ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
教
室

14
:0
0-
15
:3
0（
大
分
県

豊
肥
保
健
所
１
階
健
診
室
）

問
大
分
県
豊
肥
保
健
所

☎
09
74
-2
2-
01
62

・第
74
回
大
分
県
畜
産
共
進
会

〔
肉
用
牛
の
部
〕（
別
府
市
野
口
原

別
府
公
園
文
化
ゾ
ー
ン
）

・
第
26
回
西
部
学
生
グ
ラ
イ
ダ
ー

競
技
会
　
10
：
00
～（
久
住
滑
空

場
格
納
庫
前
）　
～
11
／
３（
日
）

ま
で

・第
46
回
久
住
地
域
駅
伝
競
走
大
会

14
:0
0ス
タ
ー
ト（
白
丹
公
民
館

～
都
野
山
村
広
場
）

・
第
９
回
竹
田
市
民
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
　
8：
00
ス
タ
ー
ト（
久
住
高
原
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
）

・2
01
3夢
走
れ
竹
田
市
ひ
ま
わ
り
号

8：
30
出
発
　
17
：0
0帰
着

・竹
田
ス
ポ
レ
ク
体
力
ア
ッ
プ
Ｄ
Ａ
Ｙ「
体
力
測
定

の
日
」　
9:
30
-1
2:
00
（
総
合
運
動
公
園
）問

竹
田
ス
ポ
レ
ク
　
☎
63
-4
98
0

・豊
後
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

9:
30
～（
久
住
総
合
運
動
公
園
）問
九
州
ア
ル

プ
ス
商
工
会
　
☎
76
-0
15
1

・
竹
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
50
周
年
・
竹
田

ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
結
成
35
周
年
記
念
式
典

11
:0
0-
17
:0
0（
ホ
テ
ル
岩
城
屋
）

・【
水
琴
館
】『
第
49
回
大
分
県
美
術

展
写
真
展
巡
回
展
』

9:
00
-1
7:
00
 ～
11
／
4（
月・
祝
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
：0
0（
竹
田
市
立
図
書

館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・
陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休

業
日

・「
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養

学
講
習
会
」

10
:0
0-
12
:0
0（
久
住
中

公
民
館
）※
参
加
無
料

問
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会

☎
76
-0
15
1

・【
納
期
】市
県
民
税
３
期
、国
民
健

康
保
険
税
４
期
、介
護
保
険
料・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
４
期

・第
16
回
直
入
愛
育
ま
つ
り

8:
30
～（
直
入
総
合
運
動
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
）

・
生
き
活
き
興
起
雇
用
創
出
大
作

戦
！
市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー〔
地
域

福
祉・
介
護
分
野
〕

14
：0
0-
16
：0
0（
直
入
公
民
館
）

・竹
田
温
泉
花
水
月
休
館
日

体
育
の
日

食
育
の
日

「
五
感
で
巡
る
竹
田
遺
産
の
旅
～
荻
編
～
」参
加
者
募
集
 

開
催
日
　
11
月
３
日
㈰

行
　
　
程
　
8：
30
久
住
支
所
→
8：
50
直
入
観
光
協
会
→
9：
30
竹
田

市
役
所
→【
七
つ
森
古
墳・
荻
神
社・
上
荻
神
社・
荻
の
里
温

泉（
昼
食
）・
ふ
る
さ
と
祭
に
参
加・
ト
マ
ト
狩
り・
白
水
ダ
ム
】

→
16
：
00
竹
田
市
役
所
→
16
：
30
直
入
観
光
協
会
→

17
：0
0久
住
支
所
 

参
加
費
　
1,
50
0円
 〔
定
員
25
名
〕

申
込
締
切
　
10
月
25
日
㈮

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
　
☎
63
-0
58
5

○
浄
化
槽
の
日
（
10
／
１
）

○
法
の
日
・
「
法
の
日
」
週
間
（
10
／
1～
7）

○
公
証
週
間
（
10
／
1～
7）

○
全
国
労
働
衛
生
週
間
（
10
／
1～
7）

○
薬
と
健
康
の
週
間
（
10
/1
7～
23
）

○
行
政
相
談
週
間
（
10
/2
1～
27
）

○
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動

○
共
同
募
金
運
動
（
10
／
1～
翌
年
３
／
31
）

○
統
計
調
査
票
提
出
促
進
月
間
（
10
／
1～
12
／
28
）

○
土
地
の
日
・
土
地
月
間
　
○
都
市
緑
化
月
間

月 間 ・ そ の 他
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㊐
　
　
　
　
SU
N
㊊
　
　
　
　
M
ON

㊋
　
　
　
　
TU
E
㊌
　
　
　
　
W
ED

㊍
　
　
　
　
TH
U

㊎
　
　
　
　
FR
I
㊏
　
　
　
　
SA
T

20
21

22
23

24

27
28

29
30

313

6
7

8
9

1
2

10

13
19 265 12

18 254 11

14
15

16
17

10
月
行
政
相
談
員
に
よ
る
行
政
相
談
所
の
開
設
一
覧

・
農
地
に
係
る
各
種
申
請
受
付
の
締
め
切
り
は
、
毎
月
15
日
で
す
（
15
日
が
土
日
の
場
合
は
直
前
の
金
曜
が
締
切
日
と
な
り
ま
す
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
63
-4
81
5

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
総
務
課
行
政
係
　
☎
63
-1
11
1（
内
線
21
1）

　
※
行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
相
談
委
員
ま
で

　
　（
〔
竹
田
〕小
河
晴
義
☎
62
-36
62
、〔
荻
〕太
田
正
一
☎
68
-24
80
、〔
久
住
〕本
郷
俊
一
☎
76
-13
04
、〔
直
入
〕児
玉
龍
明
☎
75
-24
26
）

◎「
ご
み
ゼ
ロ
キ
ャ
ラ
バ
ン
 in
 竹
田
市
」参
加
募
集
！

　
県
で
は
、
ご
み
ゼ
ロ
お
お
い
た
作
戦
10
周
年
を
記
念
し
、
県
内
各
市
町
村
を
ご
み
拾
い
活
動
等
を
し

な
が
ら
キ
ャ
ラ
バ
ン
旗
を
リ
レ
ー
す
る
 “
ご
み
ゼ
ロ
キ
ャ
ラ
バ
ン
” 
を
各
市
町
村
と
の
共
催
で
実
施
し
ま

す
。
こ
の
 “ご
み
ゼ
ロ
キ
ャ
ラ
バ
ン
” の
竹
田
市
で
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
日
　
時
　
10
月
５
日
㈯
　
受
付
　
7:
30
～
8:
00
／
作
業
　
8:
10
～
9:
00

　
場
　
所
　
竹
田
市
直
入
支
所
前
広
場
　
※
参
加
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
環
境
衛
生
課
　
☎
63
-4
82
1

◇
11
月
上
旬
の
主
な
予
定

 
２
日
㈯
 
・
こ
ど
も
っ
と
！
ラ
ン
ド
 1
0:0
0～
　
※
輪
投
げ
、
折
り
紙
、
交
通
安
全
教
室
、
読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

影
絵
、
親
子
ビ
ク
ス
ほ
か
（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

 
３
日
㈰
 
・
第
74
回
大
分
県
畜
産
共
進
会
〔
乳
牛
の
部
〕（
大
分
市
廻
栖
野
　
み
ど
り
の
王
国
）

 
 
・
竹
田
市
民
俗
芸
能
大
会
  8
:3
0～
（
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
）

 
 
・
第
８
回
ト
マ
ト
天
国
 in
 お
ぎ
・
第
34
回
荻
ふ
る
さ
と
祭
り
  9
:00
～
（
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
）

 
 
・
第
13
回
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
大
会
 （
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
）

 
 
・
五
感
で
巡
る
竹
田
遺
産
の
旅
（
荻
編
）
9:
30
～

 
 
・
八
幡
山
縁
日
楽
市
楽
座
－
６
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
－
  1
0:
00
～
（
NT
T駐
車
場
及
び
愛
染
堂
下
い
こ
い
の
広
場

及
び
そ
の
周
辺
）
問
竹
田
町
商
店
街
振
興
組
合
 ☎
62
-3
13
9

 
 
・
第
65
回
画
聖
「
田
能
村
竹
田
」
先
生
を
偲
ぶ
美
術
祭
表
彰
式
  1
0:3
0～
（
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

 
 
・
竹
田
市
功
労
者
表
彰
式
  1
3:
30
～
（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

 
５
日
㈫
 
・
お
は
な
し
の
へ
や
  1
0:
30
～
11
:0
0（
竹
田
市
立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

 
 
・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
  1
3:
30
-1
5:
30
（
直
入
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）：
要
予
約
（
☎
63
-3
34
6）

 
８
日
㈪
 
・
大
分
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
 in
 竹
田
  1
0:
00
～
（
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
）

　
９
日
㈯
 
・
竹
田
市
福
祉
大
会
  9
:0
0～
（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

 
 
・
第
46
回
荻
地
域
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
  9
:0
0～
（
緑
ヶ
丘
中
学
校
・
荻
小
学
校
・
荻
公
民
館
）

 
 
・
童
謡
と
絵
本
の
会
  1
0:
00
-1
1:
30
（
佐
藤
義
美
記
念
館
〔
こ
の
こ
の
お
う
ち
〕）

 
10
日
㈰
 
・
第
37
回
直
入
地
域
ふ
る
さ
と
振
興
祭
  9
:0
0～
（
直
入
支
所
イ
ベ
ン
ト
広
場
及
び
直
入
総
合
運
動
公
園
）

 
 
・
第
41
回
荻
地
域
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
  9
:0
0～
（
緑
ヶ
丘
中
学
校
・
荻
小
学
校
・
荻
公
民
館
）

地
　
域

相
談
日

開
催
時
間

開
催
場
所
 

10
月
９
日
㈬

10
月
16
日
㈬

10
月
17
日
㈭

10
月
17
日
㈭

10
月
17
日
㈭

10
:0
0
～
12
:0
0

10
:0
0
～
12
:0
0

10
:0
0
～
15
:0
0
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
相
談
室

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
会
議
室

竹
田
市
荻
支
所
　
１
階
厚
生
室

竹
田
市
久
住
支
所
　
１
階
会
議
室

竹
田
市
直
入
支
所
　
小
会
議
室

竹
　
田

竹田
市巡
回行
政相
談（
竹田
）

荻
久
　
住

直
　
入

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
13
年（
平
成
25
年
）

月
10

※
1
竹
田
市
歩
こ
う
会
（
山
口
）
☎
62
-2
50
1

※
2
竹
田
創
生
館
　
☎
62
-4
10
0

・【
歴
史
資
料
館
】『
田
能
村
竹
田
と

師
友
た
ち
―
詩
学
を
中
心
に
』

9:
00
-1
7:
00
  ～
10
/2
7㈰
ま
で

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市
立
図
書

館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
直
入
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
）：
要
予
約（
☎
63
-3
34
6）

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・
法
の
日
週
間
行
事「
無
料
法
律
相

談
、人
権
相
談
」

9:
30
-1
1:
00
／
13
:0
0-
14
:3
0

（
大
分
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
・
大

分
市
）問
大
分
地
方
裁
判
所
 
☎

09
7-
53
2-
71
61（
内
線
60
8）

・交
通
安
全
市
民
大
会
 

14
:0
0-
16
:0
0（
久
住
公
民
館
く

じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

・【
水
琴
館
】『
第
28
回
竹
田
市
美
術
展
』

9:
00
-1
7:
00
  
～
10
/1
4（
月・
祝
）

ま
で

・
第
５
回
川
端
康
成
記
念
講

演
会「
歴
史
が
現
代
に
語
り

か
け
る
も
の
」

講
師
：
童
門
冬
二
氏（
作

家
）1
3:
30
-1
5:
30
（
竹
田

高
等
学
校
体
育
館
）

・竹
田
温
泉
花
水
月
休
館
日

・第
10
回
竹
田
市
農
業
委
員

会
総
会

9:
00
～（
竹
田
市
本
庁
舎

３
階
委
員
会
室
）

・第
11
回
久
住
地
域
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー

ツ
大
会
　
8:
30
受
付（
竹
田
市
久
住

総
合
運
動
公
園
）

・竹
田
保
育
所
運
動
会
　
9:
00
～
　

・
祝
・
松
本
分
館
落
成「
岡
の
花
カ
ラ
オ

ケ
祭
り
」　
10
:0
0～
※
入
場
無
料

（
松
本
分
館
）

・大
分
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン「
南
蛮
文
化
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」鎮
魂
祭

10
：0
0-
11
：0
0（
鏡
処
刑
所
跡
）

問
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

☎
09
74
-6
3-
05
85

・ こ
う
と
う
様（
扇
森
稲
荷
神
社
）秋
季
大
祭

〔
神
楽
奉
納
〕9
:0
0～
〔
神
輿
〕1
3:
00

～
(竹
田
市
扇
森
稲
荷
神
社
）

・第
43
回
久
住
高
原
牛
肉
祭
り

10
:0
0-
15
:0
0（
南
登
山
口（
星
ふ
る

館
 隣
）特
設
会
場
）問
久
住
高
原
祭
り

実
行
委
員
会
 ☎
76
-1
61
0

・大
分
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン「
南
蛮
文
化
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

10
：
30
-1
2：
00
（
直
入
万
象
の
湯
）

／
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
展
　
10
：
30
～

（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

問
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
　

☎
09
74
-6
3-
05
85

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0(
竹
田
古
町

会
場
）☎
63
-3
34
6

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・「
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
学
講
習
会
」

10
:0
0-
12
:0
0（
久
住
公
民
館
）

※
参
加
無
料
　
問
九
州
ア
ル
プ
ス
商

工
会
　
☎
76
-0
15
1

・３
・６
・1
2か
月
児
健
康
診
査

〔
３
か
月・
６
か
月
〕1
3:
00
-1
3:
20
受

付〔
12
か
月
〕1
3:
20
-1
3:
40
受
付

（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

※
15
:0
0終
了
予
定
 

・ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
　
13
:3
0～
（
竹
田

市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・お
は
な
し
ル
ー
ム

14
:0
0～
（
南
部
幼
稚
園
）

・竹
田
温
泉
花
水
月
休
館
日

・豊
肥
子
牛
市
場

（
９：
30
 せ
り
開
始
）

・ お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車

場
）※
要
予
約
：
文
化
財
課
 

☎
63
-4
81
8

・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
構
想

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

18
:0
0～
（
竹
田
商
工
会
議

所
）

・
第
22
回
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
会
長
杯
争
奪
直
入
少
年

剣
道
大
会・
第
50
回
直
入
町
少
年
剣
道
大
会

9:
00
～（
竹
田
市
直
入
Ｂ＆
Ｇ
海
洋
セン
タ
ー
体
育
館
）

・荻
保
育
所
運
動
会
　
9:
00
～

・童
謡
と
絵
本
の
会

10
:0
0-
11
:3
0（
佐
藤
義
美
記
念
館〔
こ
の
こ
の

お
う
ち
〕）

・行
政
書
士
会
豊
肥
支
部
会「
無
料
相
談
会
」

10
:0
0-
15
:0
0（
豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館
第

１
会
議
室
）

・宮
處
野
神
社
例
大
祭・
神
保
会（
じ
ん
ぼ
え
）

〔
本
宮
お
発
ち
〕1
1
:0
0
～〔
下
宮
お
発
ち
〕

15
:0
0～
（
宮
處
野
神
社
及
び
石
田
天
神
） 

・城
原
八
幡
社
夜
神
楽

17
:3
0-
22
：
00
※
入
場
無
料（
城
原
八
幡
社
）

問
城
原
夜
神
楽
事
務
局
　
☎
66
-2
00
1 

・城
原
八
幡
社
秋
季
大
祭

9:
00
～（
城
原
八
幡
社
）

・第
56
回
荻
地
域
体
育
祭

9:
00
～（
荻
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
）

・
郷
土
の
自
然
に
親
し
み
植

物
を
観
察
す
る
会「
み
そ
こ

ぶ
し
山
の
イ
ワ
ギ
ク
」

市
役
所
本
庁
舎
前
8：
00
集

合
※
２

・第
23
回
自
治
会
対
抗
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

9:
00
～（
竹
田
市
立
竹
田

中
学
校・
小
学
校
体
育
館
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
：
00
（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・温
泉
療
養
文
化
館「
御
前
湯
」休
館
日

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・【
水
琴
館
】『
竹
田
高
校
二
八
会
　
お
ら
が
村
の
お

宝
展
』　
9:
00
-1
7:
00
　
～
10
／
27
㈰
ま
で

・年
金
相
談
　
10
:0
0-
15
:0
0（
竹
田
市
高
齢
者

い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
）

・１
歳
6か
月
児
健
康
診
査
　
13
:0
0-
13
:2
0受

付（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・大
分
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

13
:0
0-
16
:0
0（
大
分
県
行
政
書
士
会〔
大
分

市
〕）
問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局
　
☎

09
7-
53
7-
70
89

・お
は
な
し
ル
ー
ム
　
13
:2
0～
（
竹
田
幼
稚
園
え

ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
荻
福
祉

健
康
エ
リ
ア
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・竹
田
温
泉
花
水
月
休
館
日

・第
67
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全

日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン

ク
ー
ル
開
会
式
、歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン

18
:3
0-
20
:3
0（
く
じ
ゅ
う

サ
ン
ホ
ー
ル
）

・
第
67
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本

高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
予
選

13
:0
0-
17
:3
0（
く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル
）

・お
稲
荷
さ
ん
が
舞
い
込
ん
だ

〔
14
：
00
神
明
社
出
発
～
18
:0
0

終
了
〕（
竹
田
市
古
町
～
城
下
町

界
隈
）

問
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
 

☎
63
-0
58
5※
行
列
一
般
参
加
者

も
大
歓
迎（
申
込
み
は
☎
63
-2
08
4

ま
で
）

・
長
湯
温
泉
療
養
文
化
館
御
前
湯
15

周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
　
10
：
00
～

（
御
前
湯
）

・
地
域
の
岩
石
・
地
層
・
化
石
観
察
会
：

講
座
ジ
オ
ウ
ォ
ー
ク「
竹
田
の
戦
争
と

土
地
の
造
り
」

10
:0
0-
15
:0
0（
文
化
会
館
前
集
合
）※
２

・
第
67
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高

等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
本
選
、

ウ
ィ
ー
ン
留
学
報
告
演
奏
会
　

11
:0
0-
15
:0
0（
くじ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

・神
原
縁
側
カ
フ
ェ
　
13
:0
0-
16
:0
0

（
神
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー
緒
環
周
辺
）

・豊
肥
成
牛
市
場

（
９：
30
 せ
り
開
始
）

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・語
り
部
と
竹
田
の
町
を
調
べ
る
会
 
第

4回
「
ゆ
っ
く
り
歩
く
岡
城
跡
」

文
化
会
館
前
8:
30
集
合（
岡
城
跡
一

帯
）※
２

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
直
入

「
ゆ
の
は
な
」オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
　
13
:3
0～
（
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

・
20
13
年
度
豊
肥
地
区
福
祉
の
し
ご

と
就
職
フ
ェ
ア
　
13
:3
0～
15
:0
0

（
ホ
テ
ル
豊
洋・
豊
後
大
野
市
）問
県
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
09
7-
55
2-
70
00

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
久
住
保

健
セ
ン
タ
ー
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・竹
田
温
泉
花
水
月
休
館
日

・ お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車

場
）※
要
予
約
：
文
化
財
課

☎
63
-4
81
8

・ ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
教
室

14
:0
0-
15
:3
0（
大
分
県

豊
肥
保
健
所
１
階
健
診
室
）

問
大
分
県
豊
肥
保
健
所

☎
09
74
-2
2-
01
62

・第
74
回
大
分
県
畜
産
共
進
会

〔
肉
用
牛
の
部
〕（
別
府
市
野
口
原

別
府
公
園
文
化
ゾ
ー
ン
）

・
第
26
回
西
部
学
生
グ
ラ
イ
ダ
ー

競
技
会
　
10
：
00
～（
久
住
滑
空

場
格
納
庫
前
）　
～
11
／
３（
日
）

ま
で

・第
46
回
久
住
地
域
駅
伝
競
走
大
会

14
:0
0ス
タ
ー
ト（
白
丹
公
民
館

～
都
野
山
村
広
場
）

・
第
９
回
竹
田
市
民
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
　
8：
00
ス
タ
ー
ト（
久
住
高
原
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
）

・2
01
3夢
走
れ
竹
田
市
ひ
ま
わ
り
号

8：
30
出
発
　
17
：0
0帰
着

・竹
田
ス
ポ
レ
ク
体
力
ア
ッ
プ
Ｄ
Ａ
Ｙ「
体
力
測
定

の
日
」　
9:
30
-1
2:
00
（
総
合
運
動
公
園
）問

竹
田
ス
ポ
レ
ク
　
☎
63
-4
98
0

・豊
後
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

9:
30
～（
久
住
総
合
運
動
公
園
）問
九
州
ア
ル

プ
ス
商
工
会
　
☎
76
-0
15
1

・
竹
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
50
周
年
・
竹
田

ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
結
成
35
周
年
記
念
式
典

11
:0
0-
17
:0
0（
ホ
テ
ル
岩
城
屋
）

・【
水
琴
館
】『
第
49
回
大
分
県
美
術

展
写
真
展
巡
回
展
』

9:
00
-1
7:
00
 ～
11
／
4（
月・
祝
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
：0
0（
竹
田
市
立
図
書

館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・
陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休

業
日

・「
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養

学
講
習
会
」

10
:0
0-
12
:0
0（
久
住
中

公
民
館
）※
参
加
無
料

問
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会

☎
76
-0
15
1

・【
納
期
】市
県
民
税
３
期
、国
民
健

康
保
険
税
４
期
、介
護
保
険
料・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
４
期

・第
16
回
直
入
愛
育
ま
つ
り

8:
30
～（
直
入
総
合
運
動
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
）

・
生
き
活
き
興
起
雇
用
創
出
大
作

戦
！
市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー〔
地
域

福
祉・
介
護
分
野
〕

14
：0
0-
16
：0
0（
直
入
公
民
館
）

・竹
田
温
泉
花
水
月
休
館
日

体
育
の
日

食
育
の
日

「
五
感
で
巡
る
竹
田
遺
産
の
旅
～
荻
編
～
」参
加
者
募
集
 

開
催
日
　
11
月
３
日
㈰

行
　
　
程
　
8：
30
久
住
支
所
→
8：
50
直
入
観
光
協
会
→
9：
30
竹
田

市
役
所
→【
七
つ
森
古
墳・
荻
神
社・
上
荻
神
社・
荻
の
里
温

泉（
昼
食
）・
ふ
る
さ
と
祭
に
参
加・
ト
マ
ト
狩
り・
白
水
ダ
ム
】

→
16
：
00
竹
田
市
役
所
→
16
：
30
直
入
観
光
協
会
→

17
：0
0久
住
支
所
 

参
加
費
　
1,
50
0円
 〔
定
員
25
名
〕

申
込
締
切
　
10
月
25
日
㈮

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
　
☎
63
-0
58
5

○
浄
化
槽
の
日
（
10
／
１
）

○
法
の
日
・
「
法
の
日
」
週
間
（
10
／
1～
7）

○
公
証
週
間
（
10
／
1～
7）

○
全
国
労
働
衛
生
週
間
（
10
／
1～
7）

○
薬
と
健
康
の
週
間
（
10
/1
7～
23
）

○
行
政
相
談
週
間
（
10
/2
1～
27
）

○
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動

○
共
同
募
金
運
動
（
10
／
1～
翌
年
３
／
31
）

○
統
計
調
査
票
提
出
促
進
月
間
（
10
／
1～
12
／
28
）

○
土
地
の
日
・
土
地
月
間
　
○
都
市
緑
化
月
間

月 間 ・ そ の 他



2013年10月発行6

information
保　険
柔道整復師（整骨院・接骨院）・鍼灸師の正
しいかかり方 
柔道整復師の施術を受けられる方へ
■保険を使えるのはどんなとき
　○�整骨院や接骨院で骨折、脱臼、打撲及び捻挫（いわ

ゆる肉ばなれを含む）の施術を受けた場合に保険の
対象となります。

　○�なお、骨折及び脱臼については、緊急の場合を除
き、あらかじめ医師の同意を得ることが必要です。 

■治療を受けるときの注意
　○�単なる肩こり、筋肉疲労などに対する施術は保険の

対象になりません。このような症状で施術を受けた
場合は、全額自己負担になります。 

　○�療養費は、本来患者が費用の全額を支払った後、自
ら保険者へ請求をおこない支給を受ける「償還払い」
が原則ですが、柔道整復については、例外的な取扱
いとして、患者が自己負担分を柔道整復師に支払
い、柔道整復師が患者に代わって残りの費用を保険
者に請求する「受領委任」という方法が認められて
います。柔道整復師が患者の方に代わって保険請求
を行うため、施術を受けるときには、必要書類に患
者の方のサインをいただくことが必要となります。 

　○�保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負傷等の
治療中は、施術を受けても保険等の対象になりません。

はり・きゅうの施術を受けられる方へ
■保険を使えるのはどんなとき
　○�主として神経痛、リウマチ、頸

けい

腕
わん

症候群、五十肩、
腰痛症及び頸椎捻挫後遺症等の慢性的な疼痛を主症
とする疾患の治療を受けたときに保険の対象となり
ます。

■治療を受けるときの注意
　○�治療を受けるにあたって、保険が使えるのは、あら

かじめ医師の発行した同意書又は診断書が必要で
す。詳しくは、はり・きゅう施術所などにお尋ねく
ださい。

　○�保険医療機関（病院、診療所など）で同じ対象疾患
の治療を受けている間は、はり・きゅう施術を受け
ても保険の対象にはなりませんので、ご注意くださ
い。 

マッサージの施術を受けられる方へ
■保険を使えるのはどんなとき
　○�筋麻痺や関節拘縮等であって、医療上マッサージを

必要とする症例について施術を受けたときに保険の
対象となります。

■治療を受けるときの注意
　○�マッサージの施術を受けるにあたって、保険が使え

るのは、あらかじめ医師の発行した同意書又は診断
書が必要です。詳しくはマッサージ施術所などにお
尋ねください。 

　○�単に疲労回復や慰安を目的としたものや、疾病予防
のためのマッサージなどは保険の対象となりません
ので、ご注意ください。 

　　※�国保では、柔道整復師にかかった方に、負傷の原
因や施術内容等について照会をさせていただく場
合がありますので、ご協力をお願いします。

●�お問い合せ　竹田市保険課　国保・高齢者医療係
　☎63-1111（内線135・136・137）

相　談
全国一斉！法務局休日相談所（無料）
日　　時　10月６日㈰ 10:00 ～ 16:00

場　　所　�豊後大野市総合文化センター「エイトピアお
おの」２階会議室

相談内容　�登記（相続・会社設立等）、境界問題、戸籍・
国籍、供託、人権問題、成年後見、多重債務
整理、遺言書作成ほか　　　　

相 談 員　�法務局職員、司法書士、土地家屋調査士、人
権擁護委員

●お問い合せ　大分地方法務局竹田支局　☎62-2315

悩まず　どんとこい労働相談
期　　間　10月１日㈫～７日㈪　
受付時間　平　日 9:00～20:00（来所受付は18:30まで）
　　　　　土・日 9:00～17:00（来所受付は16:00まで）
相談方法　①�電話相談　097-536-3650（相談専用ダイ

ヤル）　097-506-5251　097-506-5241
　　　　　②�来所相談　大分県労働委員会事務局（大分

県庁舎本館７階）
※�なお、この期間以外でも、平日（9:00 ～ 17:00）であれば、随

時労働相談を受け付けています。

大分県行政書士会豊肥支部「無料相談会」
日　　時　10月12日㈯　10:00 ～ 15:00
会　　場　�豊後大野市中央公民館第１会議室（豊後大野

市役所２階）
相談内容　�遺言、遺産相続、成年後見相談、不動産関係

建設業許認可申請、内容証明、車の登録、各
種許認可申請ほか

●お問い合せ
　大分県行政書士豊肥支部　☎097-578-1970

募　集
「第18回ふるさと再発見ツアー」参加者募集
　今年は、熊本八代にスポットをあて、竹田市にも多く
存在する石橋文化を学ぶ旅を企画しました。
日　　時　11月６日㈬ 竹田温泉「花水月」7:30集合
内　　容　石匠館、石橋見学、八代博物館、八代城跡
参 加 料　5,000円　雨天決行
募集人数　40名　
●お問い合せ・お申込み
　竹田市観光ボランティアガイド委員会　☎63-2638

「白秋を訪ねる旅」  ～秋の柳川　川下り～
参加者募集
日　　時　11月23日㈯ 竹田発8:00 ～竹田着17:00予定
内　　容　�柳川（川下り）、北原白秋記念館、柳川藩主

立花邸　「御花」鰻のせいろむし、古賀政男
記念館

募集人数　25名　※定員になり次第締め切り
参 加 費　5,000円（内容経費のみ）
主　　催　竹田よしみ会（佐藤義美記念館）
●お問い合せ・お申込み
　佐藤義美記念館（竹田市大字竹田1735番地）
　〔休館日〕毎週月曜日・祝日の翌日

☎・FAX　0974-63-2650

指定管理
「竹田市陽目の里　名水茶屋及びキャンピン
グパーク」の指定管理者を公募します
　竹田市では、地方自治法及び竹田市陽目の里条例の規
定に基づき交流施設「陽目の里名水茶屋」及び「キャン
ピングパーク」において管理・運営を行う指定管理者を
公募します。
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たけたん情報
１．施設の概要　
　名　　称：�「陽目の里名水茶屋」及び「キャンピング

パーク」
　所 在 地：竹田市荻町陽目371番地外
　指定期間：平成26年４月１日～平成29年３月31日
　　　　　　（３か年を予定）
２．募集要項
　募集期間：平成25年10月１日～ 10月25日
　要綱詳細：�業務内容や応募資格等の詳細については、

竹田市荻支所産業建設課にお問い合わせく
ださい。

●お問い合せ　竹田市荻支所産業建設課　☎68-2215

試　験
平成25年度後期　技能検定受験
受付期間　10月７日㈪～ 18日㈮まで
実技試験　12月４日㈬～平成26年２月16日㈰
学科試験　�平成26年１月26日㈰、２月２日㈰、２月５

日㈬、２月９日㈰
●お問い合せ・お申込み
　大分県職業能力開発協会　☎097-542-3651

講　習
「職長教育・安全衛生責任者教育」講習
日　時　�11月28日㈭・29日㈮
　　　　8:10 受付　8:30 ～ 17:00
場　所　豊後大野市役所２階
受講料　�11,500円（会員外は13,550円）とテキスト代

840円
　　　　〔追加講習〕安全衛生責任者教育
　　　　（受講料1,050円　テキスト代630円）
●お問い合せ
　大分県労働基準協会豊後大野支部　☎0974-26-4115

管理栄養士による栄養学講習会
日　時　①10月９日㈬　10:00 ～ 12:00
　　　　②10月30日㈬　10:00 ～ 12:00
場　所　久住公民館
内　容　①�「スポーツ選手のための栄養学」（講師・大

分県成人病検診センター　銅城順子）
　　　　②�「地域産品をどう生かすか！」（講師・竹田

市健康増進課　堀田貴子）
参加料　無　料
●お問い合せ・お申込み
　九州アルプス商工会　☎0974-76-0151

 求　人	 竹田市ふるさとハローワーク　☎63-1101

①看護補助者１人12.0万円　②ルート営業１人15 ～ 22
万円　③作業員１人18.7万円　④ガソリンスタンド販
売員１人13.2 ～ 15.8万円　⑤接客係１人12.3 ～ 14万
円　⑥事務員１人11.5万円　⑦購買店舗の販売業務１
人12.1万円　⑧調理員１人14.2 ～ 14.4万円　⑨葬儀作
業員１人13.8万円　⑩保育スタッフ２人14.5万円　⑪
推進スタッフ１人21 ～ 24万円　⑫正・准看護師１人18
～ 23万円
〔パート求人（時給）〕
⑬作業員 １人653円　⑭配車係 １人750円　⑮商品荷出
作業員 ２人674円　⑯清掃スタッフ ２人700 ～ 780円  
⑰ホールスタッフ １人700 ～ 750円　⑱販売員 ３人
680円　⑲ヘルパーまたは介護助手 １人740 ～ 1,200円 
⑳接客・配膳係 １人800円　㉑食肉加工・配達・販売員 
１人700円　㉒雑務員 ２人653円　㉓製造員 １人680円 
㉔フロントサービス担当 １人670円

竹田市文化会館復興記念事業
TAO 20周年記念　帰郷公演 
日　時／12月７日㈯ 17:30開場　18:00開演
　　　　※共演：市内太鼓チーム 
　　　　12月８日㈰ 12:30開場　13:00開演
　　　　※共演：市内小中学生 
会　場／久住公民館くじゅうサンホール 
主　催／TAO竹田公演実行委員会 
入場料／全席自由（前売）一般3,500円
　　　　中学生以下2,000円 
チケット窓口／�竹田市観光ツーリズム協会　☎63-

0585（9:00 ～ 17:00第２月曜休）
　　　　　　　�ほていの湯　☎77-2680（10:00 ～

17:00第２木曜休）

竹田市文化創造賞授与式が行われました！
　竹田市久住町を拠
点に世界中で活躍す
る和太鼓集団「TAO」
が、結成20周年を迎
え た ８ 月25日 に ふ
るさと凱旋ライブを
開催しました。同時

に、これまでの功績に対し竹田市初となる「文化創造賞」
の授与式が行われました。
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休日及び夜間の在宅当番医院

大久保病院　☎ 64-7777
受付時間　平日夜間 18:00 ～ 21:00、土曜日 13:00 ～ 21:00、休日 8:30 ～ 21:00
竹田医師会病院　☎ 63-3241
受付時間　平日（月・水・金曜日）の夜間18:00 ～ 21:00
　　　　　※但し、休日及びお盆は除く
　上記以外の曜日や時間帯でも電話相談の上、診察可能
と判断すれば可能な限り対応します。
注意事項　・�かかりつけの病院がある場合は、できるだ

けそこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・�事前に症状、年齢、その他必要事項を病院

へ電話連絡したうえで受診をしてくださ
い。

　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

10月 5 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月 6 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10月12日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月13日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
10月14日（月・祝）豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10月19日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月20日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

10月26日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月27日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

11月 2 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

11月3日（日・祝）豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
11月4日（月・振）豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
受付時間 8:30 ～ 11:30（こども診療所は9:00 ～ 11:30）
診療時間 9:00 ～ 12:00（三重東クリニックは8:30 ～ 12:00）
※�土曜日については、上記以外にも診療を行っていると

ころがあります。
○豊後大野市民病院（☎ 0974-42-3121） http://ogatahp.ddo.jp/
○みやわき小児科（☎ 0974-24-0230） http://www.miyawaki-kodomo.com/

○三重東クリニック（☎ 0974-22-6333） http://www.sekiaikai.jp/index.html
○竹田市立こども診療所（☎ 0974-63-3838） http://www.city.taketa.oita.jp/
○大分県豊肥保健所（☎ 0974-22-0162）
受診時の注意　当番医院は、やむを得ず変更になる場合
があります。あらかじめ当番医院または竹田市消防署
（☎63-0119）にお電話で確認されるようお願いします。
また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意されて
約束処方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

10月 6 日㈰ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118
10月13日㈰ まつもと歯科クリニック（竹田） 0974-62-2400
10月14日（月・祝）髙山歯科医院（竹田） 0974-63-2561
10月20日㈰ 久住加藤医院　歯科診療部（久住） 0974-64-3232
10月27日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
※診療時間 9:00 ～ 12:00（受付11:30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/

◇たけた市民チャンネル10月特番
第２回 フェアツーリズム国際大会
９月25日から27日の３日間にわたり開催された、第２回フェ
アツーリズム国際大会の模様をお届けします。
　放送日　10月12日、19日、26日、11月2日
　　　　　土曜日　13：00～

アルテヴィーヴァコンサート「GIOIA」in竹田

　放送日　【第1部】　10月12日、19日、26日、11月2日
　　　　　土曜日　20：00～
　　　　　【第2部】10月13日、20日、27日、11月3日　
　　　　　日曜日　15：00～　
　　　　　【第3部】10月13日、20日、27日、11月3日　
　　　　　日曜日　20：00～
※都合により放送時間を、変更する場合がありますのでご了承ください。

８月25日にくじゅうサンホールで開催された、アルテヴィー
ヴァコンサート「GIOIA」の模様を３部に分けてお届けします。
国内外で活躍する芸術家の皆さんによるオペラやバレエ、ピ
アノデュオ、またワークショップに参加した子ども達の発表も
行われました。


